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１ 本報告書の位置づけ

本報告書は、沖縄県振興審議会に諮問された新たな振興計画（素案）につ

いて、基盤整備部会における調査審議結果をとりまとめたものである。

２ 基盤整備部会の概要

⑴ 基盤整備部会の所掌事務について

沖縄県振興審議会に設置されている部会のうち、基盤整備部会は「県土

、 、 、 、 、 」構造 都市整備 交通体系 情報通信体系 水資源 災害等に関すること

を所掌することとされている（沖縄県振興審議会運営要綱第２条 。）

⑵ 基盤整備部会の調査審議箇所について

新たな振興計画（素案）のうち、基盤整備部会における調査審議箇所に

、 。 、 。ついては 次のとおりである なお 他の部会と一部重複する箇所がある

○第４章 基本施策

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴ 世界に誇れる島しょ型環境モデル地域の形成

ア 脱炭素島しょ社会の実現に向けたエネルギー施策の推進

① 脱炭素化に向けた取組の促進

イ社会生活における資源循環の推進

① 廃棄物３Ｒの推進

ウ人と環境に優しいまちづくりの推進

① 次世代型交通環境の形成

② 公共交通システムの戦略的再編

③ 花と緑にあふれる環境づくり

④ 歩いて暮らせる環境づくり

⑤ 公共施設等におけるユニバーサルデザインの推進

⑵ 自然環境の保全・再生・継承及び持続可能な利用

ア自然環境・生物多様性の保全・継承

②希少野生動植物種や沖縄固有種の保護対策、外来生物対策の

推進

イ水域・陸域・大気・土壌環境の保全・再生

①水質汚濁対策及び地下水の保全・利用

⑶ 持続可能な海洋共生社会の構築

イ ブルーエコノミーの先導的な展開

③ 海洋政策の総合的推進

⑸ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と風土の形成

ア首里城の復興

① 正殿等の早期復元と復元過程の公開
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② 首里城公園の管理体制の強化と首里杜地区の歴史まちづくり

の推進

イ沖縄の歴史と景観に配慮した千年悠久のまちづくり

① 沖縄固有の景観・風景・風土を重視した魅力的な景観形成

② 歴史的景観を活用したまちづくりの促進

③ 沖縄固有の景観資源の保全・継承

④ 琉球王国のグスク及び関連遺産群の環境整備

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑷ 高齢者・障害者等を支える福祉サービスとセーフティネットの充実

ウ日常生活を支える福祉サービスの向上

④ 住宅セーフティネットの構築

⑹ 安全・安心・快適に暮らせる生活基盤の充実・強化

ア計画的な生活基盤の整備

① 住宅の計画的な建替え等の促進

② 上水道の計画的な整備、水道広域化の推進と水の安定供給

③ 地域特性に応じた下水道等の整備

④ 生活に密着した陸上交通基盤の整備

⑤ 地域特性や社会環境の変化に応じた都市公園の整備

イ デジタル化・オンライン化の促進

① 情報通信技術を利活用できる環境整備

② 自治体デジタルトランスフォーメーションの推進

⑺ 離島・過疎地域における安全・安心の確保と魅力ある生活環境の創

出

ア人流・物流・情報流に係るコスト低減

① 交通コスト等の低減

② 情報通信基盤の強化と の活用ICT
イ安全・安心な生活を支えるインフラの整備

① 水道施設の整備、水道広域化の推進、水道用水の安定確保

② 汚水処理施設の整備

③ 公営住宅の確保及び空き家等の活用

エ離島を結び、支える安全・安定的でシームレスな交通体系の構築

① 離島空港の機能強化及び離島航空路の確保・維持

② 離島港湾の機能強化及び安全で安定した海上交通の確保・維

持

③ 地域特性に応じた島内移動手段の確保

⑻ あらゆるリスクに対応する安全・安心な島づくり

① 危機事象に応じた危機管理体制の構築

② 地域防災力の向上

イ大規模災害等に備えた強くしなやかな県土づくりの推進

① 社会基盤等の防災・減災対策

② 社会基盤等の長寿命化対策
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③ 避難誘導体制の構築

④ 緊急時における輸送機能及び避難地等の確保

ウ安全・安心に暮らせる地域づくり

⑤ 交通安全対策の強化

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴ 県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化

ア全産業における労働生産性の向上

① リゾテックおきなわの推進による産業 の加速化DX
ウ地域・産業間連携による「稼ぐ力」の向上

④ 魅力あるまちづくり・地域商業活性化に向けた環境整備

⑵ 世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革

ア「新しい生活様式/ニューノーマル」における安全・安心で快適な観

光の推進

① 「安全・安心の島」の構築に向けた受入体制等の整備

ウ多彩かつ質の高い観光の推進

④ 質の高いクルーズ観光の推進

アジアのダイナミズムを取り込む国際物流拠点の形成と臨空・臨港⑷

型産業の集積

ア シー・アンド・エアなど多様な国際物流ネットワーク強化と物流コ

スト低減

② 国際流通港湾機能の強化

③ 物流コスト低減に向けた国際航路・空路拡充の取組及び物流

対策の強化

④ 空港・港湾へのアクセス強化に向けた陸上輸送の基盤整備

イ臨空・臨港型産業の集積促進

③ 離島空港における航空・宇宙関連産業の展開

⑻ 地域を支える第二次産業と県産品の振興

ウ建設産業の持続可能な発展

① 公共工事の品質確保と建設産業の高度化支援

② 地域特性に適した技術の研究・開発の促進及び海外建設市場

等への進出

⑿ 自立型経済の構築に向けた社会基盤の高度化とネットワークの形

成

ア次世代の通信環境に対応した情報通信基盤の整備

① 未来創造の情報通信基盤の構築

イ世界水準の拠点空港等の整備

① 那覇空港の更なる機能強化

② 国際路線の拡充に向けた取組強化

③ 空港における高度な危機管理体制の構築

3



ウ経済成長を加速させる拠点港湾機能やネットワーク機能の強化拡

充

① 那覇港の物流・人流機能の強化

② 中城湾港の物流・人流機能の強化

③ 圏域の拠点港湾等の機能強化

④ 港湾間の戦略的な機能分担・連携強化

⑤ 災害に強い海上交通ネットワーク機能の強化と危機管理体制

の構築

エシームレスな交通体系の整備

① シームレスな乗り継ぎ環境の構築

② 体系的な道路ネットワークの構築

③ 沖縄都市モノレールの機能強化

④ 鉄軌道を含む新たな公共交通システムの導入

⑤ 過度な自家用車保有・利用からの転換

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

活動と国際的課題への貢献⑶ 世界の島しょ地域等との国際協力

ア多様な分野における国際協力・貢献活動の推進

⑤ 建設技術による国際協力の推進

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくりと人材の確保

イ産業を担う人づくり

④ 建設産業を担う人材の育成・確保

○第５章 克服すべき沖縄の固有課題

１ 克服すべき沖縄の固有課題

⑶ 離島の条件不利性克服と持続可能な島しょ地域の形成

ア解決の意義

イ解決の方向性

⑷ 美ら島交通ネットワークの構築

ア解決の意義

イ解決の方向性

○第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

１ 県土全体の基本方向

⑴ 県土の均衡ある発展と持続可能な県土づくり

⑵ 我が国の南の玄関口における臨空・臨港都市と新たな拠点の形

成

２ 県土の広域的な方向性

⑴ 中南部都市圏の形成と駐留軍用地跡地の有効利用による県土構
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造の再編

⑵ 県土の均衡ある発展を支える「東海岸サンライズベルト構想」

の展開

⑶ 世界とつながる北部圏域、宮古・八重山圏域の持続可能な発展

⑷ 小・中規模離島や過疎地域等における持続可能な地域づくり

⑸ シームレスな交通体系の整備と鉄軌道を含む新たな公共交通シス

テムの導入

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

⑵ 中部圏域

⑶ 南部圏域

⑷ 宮古圏域

⑸ 八重山圏域

⑶ 基盤整備部会の構成について

基盤整備部会の構成は次のとおりである。

◎有住 康則 琉球大学名誉教授

○高良 富夫 沖縄職業能力開発開発大学校 校長

小野 尋子 琉球大学工学部教授

神谷 大介 琉球大学工学部准教授

入部 綱清 琉球大学工学部助教

平良 敏昭 株式会社沖縄建設新聞代表取締役社長

渡慶次 道俊 沖縄都市モノレール株式会社代表取締役社長

小川 吾吉 一般社団法人沖縄県バス協会会長

東江 一成 一般社団法人沖縄県ﾊｲﾔｰ・ﾀｸｼｰ協会会長

青木 紀将 日本ﾄﾗﾝｽｵｰｼｬﾝ航空株式会社代表取締役社長

佐次田 朗 公益社団法人沖縄県トラック協会 会長

宮城 茂 琉球海運株式会社代表取締役社長

古江 健太郎 西日本電信電話株式会社沖縄支店支店長

湯淺 英雄 沖縄セルラー電話株式会社特別顧問

※◎は部会長、〇は副部会長を示す。

⑷ 基盤整備部会の開催実績について

基盤整備部会の開催実績は次のとおりである。

〇第１回基盤整備部会

日時：令和３年７月29日（木）13:30～16:00

場所：県庁11階第1，2会議室

議題：
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１ 全体説明

⑴ （諮問事項）新たな振興計画（素案）について

⑵ 基盤整備部会の運営・調査審議方針等について

２ 調査審議

１ 沖縄らしい自然と歴史、伝統、文化を大切にする島を目指して

⑴ 世界に誇れる島しょ型環境モデル地域の形成

⑵ 自然環境の保全・再生・継承及び持続可能な利用

⑸ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と風土の形成

２ 心豊かで、安全・安心に暮らせる島を目指して

⑷ 高齢者・障害者等を支える福祉サービスとセーフティネットの

充実

⑹ 安全・安心・快適に暮らせる生活基盤の充実・強化

⑺ 離島における安全・安心の確保と魅力ある生活環境の創出

⑻ あらゆるリスクに対応する安全・安心な島づくり

⑼ 米軍基地から派生する諸問題及び戦後処理問題の解決

第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

１ 県土全体の基本方向

⑴ 県土の均衡ある発展と持続可能な県土づくり

⑵ 我が国の南の玄関口における臨空・臨港都市と新たな拠点の形成

⑶ 広大な海域の保全・活用

２ 県土の広域的な方向性

⑴ 県全体の持続可能な発展を牽引する中南部都市圏の形成

⑵ 県土の均衡ある発展を支える「東海岸サンライズベルト構想」の

展開

⑶ 世界とつながる北部圏域、宮古・八重山圏域の持続可能な発展

⑷ 小・中規模離島や過疎地域等における持続可能な地域づくり

⑸ シームレスな交通体系の整備と鉄軌道を含む新たな公共交通シス

テムの導入

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

⑵ 中部圏域

⑶ 南部圏域

⑷ 宮古圏域

⑸ 八重山圏域
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〇第２回基盤整備部会

日時：令和３年８月27日（金）13:30～16:00

場所：県庁11階第1，2会議室

議題：

１．調査審議

（１）第４章 基本施策

３ 希望と活力にあふれる豊かな島を目指して

⑴ 県民所得の着実な向上につながる企業の「稼ぐ力」の強化

⑵ 世界から選ばれる持続可能な観光地の形成と沖縄観光の変革

⑷ アジアのダイナミズムを取り込む国際物流拠点の形成と臨空・臨

港型産業

⑹ 沖縄の優位性や潜在力を生かした新たな産業の創出

⑻ 地域を支える第二次産業と県産品の振興

⑿ 自立型経済の構築に向けた社会基盤の高度化とネットワークの形

成

４ 世界に開かれた交流と共生の島を目指して

⑶ 世界の島しょ地域等との国際協力活動と国際的課題への貢献

⑷ 離島を核とする交流の活性化と関係人口の創出

５ 多様な能力を発揮し、未来を拓く島を目指して

⑸ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくり

第５章 克服すべき沖縄の固有課題

１ 克服すべき沖縄の固有課題

⑷ 美ら島交通ネットワークの構築

第６章 県土のグランドデザインと圏域別展開

１ 県土全体の基本方向

⑴ 県土の均衡ある発展と持続可能な県土づくり

⑵ 我が国の南の玄関口における臨空・臨港都市と新たな拠点の形成

⑶ 広大な海域の保全・活用

２ 県土の広域的な方向性

⑴ 県全体の持続可能な発展を牽引する中南部都市圏の形成

⑵ 県土の均衡ある発展を支える「東海岸サンライズベルト構想」の

展開

⑶ 世界とつながる北部圏域、宮古・八重山圏域の持続可能な発展

⑷ 小・中規模離島や過疎地域等における持続可能な地域づくり

⑸ シームレスな交通体系の整備と鉄軌道を含む新たな公共交通シス

テムの導入

３ 圏域別展開

⑴ 北部圏域

⑵ 中部圏域
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⑶ 南部圏域

⑷ 宮古圏域

⑸ 八重山圏域

（２）成果指標について（展望値に係わる成果指標のみ）

〇第３回基盤整備部会

日時：令和３年９月９日（木）13:30～16:00

場所：沖縄県市町村自治会館４階会議室

議題：

１ 調査審議

①成果指標について

②基盤整備部会における中間取りまとめ（案）について

〇第４回基盤整備部会

日時：令和３年11月５日（金）13:30～16:00

場所：沖縄県市町村自治会館４階会議室

議題：

１ 報告事項

① 沖 縄県 振興 審 議会 の 審議 状 況等 に ついて

２ 調査審議

①新たな振興計画（中間取りまとめ）【新たな振興計画（素案）に対する審議経

過】等に関する意見について

〇第５回基盤整備部会

日時：令和３年11月19日（金）13:30～15:30

場所：沖縄県土地開発公社

議題：

１ 調査審議

新たな振興計画【新たな振興計画（素案）に対する審議経過】①

に係る基盤整備部会の取りまとめについて

３ 基盤整備部会における調査審議結果

⑴ 新たな振興計画（素案）等に対する修正意見について

新たな振興計画（素案）に対する修正意見については、別紙１－１（新

たな振興計画（素案）に対する修正意見審議結果一覧（基盤整備部会 ））

のとおり、新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見について

は、別紙１－２（新たな振興計画（中間取りまとめ）に対する修正意見審

議結果一覧（基盤整備部会 ）のとおり取りまとめた。）

8



⑵ 関連体系図（案）に対する修正意見について

（ ） 、 （ （ ）関連体系図 案 に対する修正意見については 別紙２ 関連体系図 案

（ ）） 。に対する修正意見審議結果一覧 基盤整備部会 のとおり取りまとめた

⑶ 自由意見について

調査審議の過程における⑴及び⑵以外の意見については、別紙３（自由

意見の一覧（基盤整備部会 ）のとおり取りまとめた。）
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別
紙

１
－

１

基
　

盤
　

整
　

備
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
章

P
3
0

3
1
行

ア
脱

炭
素

島
し

ょ
社

会
の

実
現

に
向

け
た

エ
ネ

ル
ギ

ー
施

策
の

推
進

－
名

護
市

や
石

垣
市

で
は

、
県

内
で

も
比

較
的

早
く
か

ら
自

転
車

が
普

及
し

て
い

た
こ

と
を

背
景

に
、

自
転

車
専

用
レ

ー
ン

の
整

備
が

進
ん

で
い

る
と

聞
く
。

近
年

、
ス

ポ
ー

ツ
バ

イ
ク

の
普

及
等

で
週

末
を

利
用

し
て

、
片

道
２

０
～

３
０

ｋ
ｍ

の
ツ

ー
リ

ン
グ

を
楽

し
む

ラ
イ

ダ
ー

や
、

市
町

村
を

ま
た

い
で

自
転

車
通

勤
を

す
る

県
民

も
散

見
さ

れ
る

よ
う

に
な

っ
た

。
し

か
し

な
が

ら
自

動
車

交
通

量
の

多
い

中
南

部
で

は
、

自
転

車
が

安
心

し
て

乗
れ

る
専

用
道

路
・
レ

ー
ン

の
整

備
が

ほ
と

ん
ど

進
ん

で
い

な
い

状
況

に
あ

る
。

　
今

後
、

中
部

圏
の

米
軍

基
地

の
大

規
模

な
返

還
も

控
え

て
い

る
。

街
づ

く
り

に
自

転
車

専
用

道
路

を
し

っ
か

り
と

位
置

づ
け

、
基

幹
的

な
交

通
シ

ス
テ

ム
と

し
て

期
待

さ
れ

る
軌

道
交

通
体

系
に

組
み

込
む

と
と

も
に

、
平

日
の

バ
ス

専
用

レ
ー

ン
を

週
末

に
は

自
転

車
専

用
レ

ー
ン

へ
転

用
す

る
等

、
ハ

ー
ド

・
ソ

フ
ト

の
両

面
か

ら
自

転
車

の
利

用
促

進
を

強
力

に
進

め
、

県
民

の
生

活
習

慣
病

対
策

と
過

度
な

自
家

用
車

保
有

・
利

用
に

よ
る

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

社
会

と
決

別
、

新
た

な
沖

縄
ら

し
い

ラ
イ

フ
ス

タ
イ

ル
を

創
造

し
て

行
く

必
要

が
あ

る
。

　
沖

縄
本

島
北

部
や

石
垣

島
等

に
山

岳
部

が
あ

る
も

の
の

、
海

岸
線

沿
い

は
平

坦
で

あ
り

、
と

く
に

１
０

０
万

都
市

に
見

立
て

ら
れ

る
中

南
部

一
円

は
、

若
干

の
起

伏
が

あ
る

も
の

の
総

じ
て

平
坦

で
、

安
心

し
て

走
行

で
き

る
専

用
道

路
網

さ
え

整
え

ば
、

市
町

村
境

界
を

超
え

た
自

転
車

に
よ

る
通

勤
・
通

学
も

一
気

に
普

及
す

る
と

考
え

る
。

通
学

範
囲

の
広

い
高

校
生

の
自

転
車

通
学

が
普

及
す

れ
ば

通
学

費
負

担
も

低
減

す
る

こ
と

が
で

き
、

S
D

G
sの

掲
げ

る
「
だ

れ
一

人
取

り
残

さ
な

い
」
社

会
実

現
に

も
資

す
る

。
か

つ
て

「
狭

い
沖

縄
そ

ん
な

に
急

い
で

ど
こ

へ
行

く
」
の

交
通

安
全

標
語

が
あ

っ
た

が
、

中
南

部
圏

は
緑

の
木

陰
の

中
を

日
常

的
に

自
転

車
で

行
き

来
で

き
る

街
づ

く
り

を
目

指
す

べ
き

で
あ

る
。

　
全

県
の

自
転

車
道

路
網

（
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
）
を

充
実

す
る

こ
と

で
、

ス
ポ

ー
ツ

ア
イ

ラ
ン

ド
沖

縄
の

形
成

や
観

光
客

の
長

期
滞

在
化

に
も

資
す

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
自

転
車

利
用

環
境

の
整

備
に

つ
い

て
は

、
「
第

4
章

1
-
(1

)-
ウ

　
人

と
環

境
に

優
し

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
　

①
次

世
代

型
交

通
環

境
の

形
成

」
の

中
で

取
組

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

第
6
章

3
圏

域
別

展
開

（
北

部
地

域
2
0
6
頁

8
行

目
、

中
部

地
域

2
1
3
頁

1
2
行

目
、

南
部

地
域

2
2
0
頁

3
1
行

目
）
に

お
い

て
も

同
様

の
取

組
に

つ
い

て
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

自
転

車
活

用
推

進
法

に
基

づ
く
沖

縄
県

自
転

車
活

用
推

進
計

画
を

令
和

3
年

3
月

に
策

定
し

た
と

こ
ろ

で
す

。

2
4
章

P
3
1

1
6
行

運
輸

部
門

に
つ

い
て

は
、

自
家

用
車

・
路

線
バ

ス
等

へ
の

電
気

自
動

車
（
E
V

）
な

ど
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進

、
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
導

入
等

の
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
T
D

M
）
施

策
の

推
進

、
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
取

組
推

進
、

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
、

脱
炭

素
化

に
配

慮
し

た
空

港
・
港

湾
機

能
の

高
度

化
等

に
取

り
組

む
。

　
運

輸
部

門
に

つ
い

て
は

、
自

家
用

車
・
路

線
バ

ス
等

へ
の

電
気

自
動

車
（
E
V

）
な

ど
次

世
代

自
動

車
の

普
及

促
進

、
基

幹
バ

ス
シ

ス
テ

ム
導

入
等

の
交

通
需

要
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
T
D

M
）
施

策
の

推
進

、
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

と
地

域
を

結
ぶ

利
便

性
の

高
い

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
取

組
推

進
、

公
共

交
通

機
関

の
利

用
促

進
、

航
空

灯
火

の
L
E
D

化
や

陸
上

電
力

供
給

に
よ

る
船

舶
の

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

な
ど

、
脱

炭
素

化
に

配
慮

し
た

空
港

・
港

湾
機

能
の

高
度

化
等

に
取

り
組

む
。

脱
炭

素
化

に
配

慮
し

た
空

港
・
港

湾
の

高
度

化
と

い
う

表
現

が
あ

る
が

、
具

体
的

な
内

容
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
結

果
一

覧

10



別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
4
章

P
3
1

2
2
行

（
追

加
）

－
道

路
網

の
整

備
は

最
優

先
で

進
め

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

喫
緊

の
課

題
で

あ
る

が
、

島
嶼

県
と

し
て

の
現

実
を

踏
ま

え
、

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

、
排

気
ガ

ス
の

減
少

(低
炭

素
化

)へ
の

対
策

と
し

て
の

モ
ノ

レ
ー

ル
や

鉄
軌

道
と

並
行

し
た

海
上

に
お

け
る

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
に

つ
い

て
検

証
及

び
再

検
討

の
必

要
が

あ
る

【
原

文
の

と
お

り
】

　
那

覇
－

北
部

間
の

海
上

交
通

に
つ

い
て

、
現

在
、

民
間

航
路

事
業

者
に

お
い

て
、

那
覇

と
本

部
を

結
ぶ

高
速

船
の

定
期

運
航

が
行

わ
れ

て
お

り
ま

す
。

　
県

と
し

ま
し

て
は

、
同

事
業

者
の

運
航

状
況

や
今

後
の

事
業

展
開

な
ど

の
把

握
に

努
め

る
と

と
も

に
、

那
覇

－
北

部
間

の
海

上
交

通
に

お
け

る
ニ

ー
ズ

や
課

題
等

に
つ

い
て

意
見

交
換

を
行

っ
て

ま
い

り
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

4
4
章

P
3
4

1
行

本
県

の
地

域
実

情
に

応
じ

た
「
沖

縄
型

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
」
の

形
成

を
念

頭
に

、
S
D

G
sや

S
o
c
ie

ty
5
.0

 社
会

に
対

応
す

る
地

域
と

交
通

の
あ

り
方

の
調

査
研

究
を

産
学

官
が

連
携

す
る

体
制

を
構

築
し

、
包

括
的

・
継

続
的

に
取

り
組

む
。

　
S
D

G
sや

S
o
c
ie

ty
5
.0

 社
会

に
対

応
す

る
地

域
と

交
通

の
あ

り
方

の
調

査
研

究
に

つ
い

て
、

公
・
民

・
学

が
連

携
す

る
体

制
を

構
築

し
、

包
括

的
・
継

続
的

に
取

り
組

む
。

合
意

形
成

の
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
と

し
て

、
全

国
で

展
開

し
て

い
る

ア
ー

バ
ン

デ
ザ

イ
ン

セ
ン

タ
ー

の
よ

う
な

多
様

な
主

体
が

デ
ー

タ
に

基
づ

き
話

し
合

い
が

で
き

る
場

づ
く
り

に
つ

い
て

、
地

域
の

生
活

者
も

関
わ

る
と

い
う

観
点

も
含

め
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
　

デ
ー

タ
の

オ
ー

プ
ン

化
、

デ
ー

タ
流

通
プ

ラ
ッ

ト
フ

ォ
ー

ム
の

構
築

は
、

デ
ー

タ
の

利
活

用
を

通
じ

た
新

し
い

価
値

、
新

た
な

価
値

の
創

造
や

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
の

創
造

に
不

可
欠

な
も

の
と

な
っ

て
お

り
、

今
後

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
ー

な
ど

の
形

成
を

進
め

て
い

く
上

で
も

非
常

に
不

可
欠

な
要

素
に

な
っ

て
く
る

と
考

え
ら

れ
る

。
そ

の
た

め
官

民
は

じ
め

関
係

者
の

合
意

形
成

、
あ

る
い

は
共

同
利

用
し

て
い

く
た

め
の

仕
掛

け
や

仕
組

み
づ

く
り

に
加

え
、

利
害

関
係

を
超

え
て

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

に
調

整
で

き
る

よ
う

な
機

能
、

あ
る

い
は

体
制

の
構

築
が

必
要

で
あ

る
と

い
う

観
点

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4
章

P
3
4

2
0
行

「
骨

格
性

」
、

「
速

達
性

」
、

「
定

時
性

」
等

の
機

能
を

備
え

た
基

幹
的

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
と

し
て

期
待

さ
れ

る
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
。

 「
骨

格
性

」
、

「
速

達
性

」
、

「
定

時
性

」
等

の
機

能
を

備
え

た
基

幹
的

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
と

し
て

期
待

さ
れ

る
鉄

軌
道

の
導

入
に

つ
い

て
は

、
今

後
の

制
度

改
革

や
新

た
な

技
術

開
発

等
の

動
き

も
捉

え
な

が
ら

、
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
。

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
戦

略
的

再
編

に
お

い
て

、
鉄

軌
道

の
導

入
に

関
し

て
「
骨

格
性

」
と

あ
る

が
、

わ
か

り
や

す
い

表
現

に
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
4
章

P
3
5

6
行

　
誰

も
が

身
近

な
場

所
で

充
実

し
た

活
動

が
で

き
る

よ
う

、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

市
街

地
再

開
発

事
業

等
を

促
進

し
、

公
園

、
道

路
、

宅
地

等
の

一
体

的
な

整
備

に
取

り
組

む
。

　
誰

も
が

身
近

な
場

所
で

充
実

し
た

活
動

が
で

き
る

よ
う

、
商

店
街

や
中

心
市

街
地

の
活

性
化

に
よ

り
賑

わ
い

を
創

出
す

る
と

と
も

に
、

土
地

区
画

整
理

事
業

、
市

街
地

再
開

発
事

業
、

街
路

整
備

事
業

、
公

園
整

備
事

業
等

に
よ

り
公

共
施

設
や

宅
地

の
一

体
的

整
備

、
土

地
の

高
度

利
用

化
に

取
り

組
む

。

後
半

部
分

の
記

載
内

容
が

区
画

整
理

事
業

の
み

の
内

容
と

な
っ

て
い

る
（
公

園
道

路
宅

地
な

ど
）
。

中
心

市
街

地
の

活
性

化
や

市
街

地
再

開
発

事
業

を
入

れ
る

の
で

あ
れ

ば
、

そ
れ

ら
の

事
業

で
生

み
出

さ
れ

る
も

の
や

効
果

を
入

れ
た

ほ
う

が
い

い
。

ま
た

、
中

心
市

街
地

活
性

化
な

ど
の

話
と

小
学

校
区

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
の

話
は

分
け

た
ほ

う
が

良
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4
章

P
3
5

9
行

　
コ

ン
パ

ク
ト

な
ま

ち
づ

く
り

を
図

る
た

め
、

都
市

機
能

を
都

市
の

中
心

拠
点

や
生

活
拠

点
に

集
約

し
、

そ
の

周
辺

や
公

共
交

通
の

沿
線

等
に

居
住

の
誘

導
が

図
ら

れ
る

よ
う

、
市

町
村

の
取

組
を

促
進

す
る

。

－
こ

ち
ら

も
、

生
活

空
間

と
し

て
の

記
載

で
あ

れ
ば

、
生

活
拠

点
と

し
て

の
小

学
校

区
等

の
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
住

空
間

の
単

位
と

、
よ

り
広

域
の

商
業

核
や

公
共

施
設

の
立

地
と

す
る

地
区

拠
点

と
し

て
の

駅
勢

圏
の

概
念

を
分

け
て

記
載

し
た

方
が

よ
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
当

該
記

載
は

、
国

の
制

度
で

あ
る

立
地

適
正

化
計

画
の

内
容

を
踏

ま
え

、
生

活
空

間
の

み
で

は
な

く
都

市
全

体
を

包
括

す
る

内
容

と
し

て
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
生

活
拠

点
や

地
区

拠
点

に
つ

い
て

は
、

地
域

に
よ

り
状

況
が

異
な

り
ま

す
の

で
、

素
案

第
６

章
の

圏
域

別
展

開
の

内
容

を
踏

ま
え

、
市

町
村

の
関

連
計

画
に

よ
り

取
り

組
ま

れ
て

い
る

。

8
4
章

P
3
5

1
3
行

街
路

樹
の

適
正

な
管

理
等

に
取

り
組

む
。

街
路

樹
を

含
む

歩
道

空
間

の
適

正
管

理
に

取
り

組
む

。
誰

も
が

安
全

で
快

適
に

移
動

で
き

る
空

間
を

創
出

す
る

た
め

に
は

街
路

樹
だ

け
で

は
な

く
歩

道
に

付
随

す
る

緑
地

帯
の

雑
草

問
題

な
ど

も
含

ま
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
4
章

P
4
8

9
行

【
追

加
】

－
　

首
里

駅
ま

た
は

儀
保

駅
か

ら
の

徒
歩

で
首

里
城

へ
向

か
う

方
々

は
そ

の
過

程
で

見
る

も
の

や
お

店
が

少
な

い
状

況
で

1
0
分

程
度

も
歩

く
。

歴
史

と
景

観
に

配
慮

し
つ

つ
も

，
観

光
を

楽
し

め
る

よ
う

な
，

通
り

に
に

ぎ
わ

い
が

起
こ

る
よ

う
な

施
策

を
追

加
す

べ
き

で
あ

る
。

中
城

御
殿

の
整

備
な

ど
は

も
ち

ろ
ん

素
晴

ら
し

い
が

，
そ

れ
が

原
因

で
周

囲
の

通
り

は
民

間
駐

車
場

ば
か

り
に

な
る

可
能

性
も

あ
り

ま
す

。
そ

う
な

る
と

歴
史

と
景

観
と

い
う

観
点

や
観

光
交

通
の

分
散

化
に

問
題

が
残

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
現

在
の

首
里

城
公

園
へ

の
ア

ク
セ

ス
手

段
と

し
て

は
、

レ
ン

タ
カ

ー
や

観
光

バ
ス

な
ど

の
自

動
車

利
用

が
大

半
を

占
め

、
局

所
的

な
渋

滞
や

首
里

城
へ

の
直

行
直

帰
型

の
観

光
と

な
る

な
ど

課
題

が
あ

り
ま

す
。

県
で

は
公

共
交

通
の

利
用

促
進

と
首

里
城

公
園

及
び

周
辺

地
域

を
含

む
周

遊
観

光
の

促
進

が
重

要
と

考
え

て
お

り
、

首
里

駅
か

ら
首

里
城

公
園

間
に

お
け

る
拠

点
と

な
る

施
設

の
整

備
（
中

城
御

殿
、

首
里

染
織

会
）
と

、
地

域
に

点
在

す
る

文
化

財
の

活
用

、
歴

史
的

ま
ち

な
み

の
形

成
を

那
覇

市
や

地
域

と
連

携
し

て
取

り
組

む
こ

と
で

通
り

の
賑

わ
い

に
も

寄
与

で
き

る
も

の
と

考
え

て
い

る
。

　
ま

た
、

素
案

に
お

い
て

は
5
0
頁

の
1
5
行

目
～

1
9
行

目
お

よ
び

2
3
行

目
～

2
4
行

目
に

記
載

し
て

い
る

。

1
0

4
章

P
5
0

7
行

県
営

公
園

内
の

中
城

御
殿

跡
や

円
覚

寺
跡

を
整

備
し

、
国

営
・
県

営
公

園
区

域
の

文
化

遺
産

等
を

一
体

的
に

利
用

す
る

こ
と

で
、

首
里

城
に

象
徴

さ
れ

る
琉

球
の

歴
史

や
文

化
を

体
感

で
き

る
よ

う
、

歴
史

的
空

間
の

創
出

に
取

り
組

む
。

　
県

営
公

園
内

の
中

城
御

殿
跡

や
円

覚
寺

跡
を

整
備

し
、

国
営

・
県

営
公

園
区

域
の

文
化

遺
産

等
を

一
体

的
に

利
用

す
る

こ
と

で
、

首
里

城
に

象
徴

さ
れ

る
琉

球
の

歴
史

や
文

化
を

体
感

で
き

る
よ

う
、

緑
豊

か
な

歴
史

的
空

間
の

創
出

に
取

り
組

む
。

首
里

城
周

辺
地

域
に

お
い

て
は

、
1
0
0
年

後
に

緑
豊

か
で

石
積

み
の

あ
る

井
戸

か
ら

水
が

こ
ん

こ
ん

と
湧

き
出

て
い

て
、

歴
史

あ
る

生
活

空
間

を
体

感
で

き
る

よ
う

な
ま

ち
並

み
を

つ
く

り
た

い
と

い
う

地
元

の
希

望
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
「
自

然
豊

か
な

歴
史

的
空

間
」
な

ど
「
自

然
」
と

い
う

言
葉

を
入

れ
た

表
現

と
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1

4
章

P
5
0

1
2
行

 首
里

城
を

中
心

と
し

た
首

里
杜

地
区

に
お

い
て

、
県

・
市

・
有

識
者

・
住

民
・
企

業
等

の
関

係
者

が
連

携
し

て
、

「
新

・
首

里
杜

構
想

」
に

よ
る

歴
史

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
に

向
け

て
、

歴
史

や
文

化
を

感
じ

る
景

観
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
に

取
り

組
む

。

　
 首

里
城

を
中

心
と

し
た

首
里

杜
地

区
に

お
い

て
、

県
・
市

・
有

識
者

・
住

民
・
企

業
等

の
関

係
者

が
連

携
し

て
、

「
新

・
首

里
杜

構
想

」
に

よ
る

歴
史

ま
ち

づ
く
り

の
実

現
に

向
け

て
、

自
然

・
歴

史
や

文
化

を
感

じ
る

景
観

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
に

取
り

組
む

。

首
里

杜
地

区
に

は
、

井
戸

や
湧

水
も

あ
り

、
文

化
財

指
定

を
さ

れ
て

い
る

も
の

も
あ

る
。

水
や

緑
が

豊
か

な
首

里
城

下
町

は
地

元
N

P
O

の
思

い
で

も
あ

る
た

め
、

自
然

を
加

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2

4
章

P
5
0

2
0
行

観
光

交
通

の
分

散
化

、
大

型
バ

ス
駐

機
場

や
パ

ー
ク

ア
ン

ド
ラ

イ
ド

の
推

進
等

に
よ

る
観

光
客

の
受

入
環

境
の

整
備

、
琉

潭
線

や
周

辺
道

路
の

無
電

柱
化

や
道

路
整

備
に

よ
る

交
通

環
境

の
整

備
、

通
過

交
通

の
減

少
に

資
す

る
那

覇
イ

ン
タ

ー
ア

ク
セ

ス
道

路
の

早
期

事
業

化
等

に
加

え
、

公
共

交
通

網
の

充
実

や
IC

T
 を

活
用

し
た

情
報

提
供

に
よ

る
歩

行
者

中
心

で
快

適
な

道
路

空
間

を
有

す
る

歴
史

ま
ち

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

　
観

光
交

通
の

分
散

化
を

促
す

取
り

組
み

及
び

大
型

バ
ス

駐
機

場
や

パ
ー

ク
ア

ン
ド

ラ
イ

ド
の

推
進

等
に

よ
る

観
光

客
の

受
入

環
境

の
整

備
、

琉
潭

線
や

周
辺

道
路

の
無

電
柱

化
や

道
路

整
備

に
よ

る
交

通
環

境
の

整
備

、
通

過
交

通
の

減
少

に
資

す
る

那
覇

イ
ン

タ
ー

ア
ク

セ
ス

道
路

の
早

期
事

業
化

等
に

加
え

、
公

共
交

通
網

の
充

実
や

IC
T
 を

活
用

し
た

情
報

提
供

に
よ

る
歩

行
者

中
心

で
快

適
な

道
路

空
間

を
有

す
る

歴
史

ま
ち

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

首
里

城
の

交
通

の
課

題
の

解
決

の
た

め
に

は
、

パ
ー

ク
・
ア

ン
ド

・
ラ

イ
ド

の
バ

ス
停

や
駐

機
場

等
だ

け
で

は
な

く
、

問
題

点
が

ど
こ

に
あ

る
の

か
デ

ー
タ

に
基

づ
き

対
策

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
交

通
渋

滞
の

課
題

解
決

に
は

、
ハ

ー
ド

整
備

だ
け

で
な

く
、

公
共

交
通

を
活

用
し

た
手

ぶ
ら

観
光

の
促

進
な

ど
の

観
光

の
仕

組
み

の
検

討
も

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3

4
章

P
6
7

1
7
行

　
住

宅
に

困
窮

す
る

低
所

得
者

を
対

象
と

し
た

公
営

住
宅

の
新

規
建

設
と

建
替

え
に

取
り

組
む

。
－

新
規

建
設

と
建

て
替

え
の

み
で

は
な

く
、

超
過

収
入

世
帯

の
対

処
に

よ
る

限
ら

れ
た

公
営

住
宅

の
適

性
利

用
の

促
進

や
、

新
規

多
子

世
帯

入
居

に
お

け
る

期
限

付
き

入
居

制
度

の
導

入
な

ど
の

検
討

を
行

い
、

真
に

困
窮

す
る

世
帯

へ
の

有
効

活
用

を
図

る
な

ど
を

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
本

県
は

、
公

営
住

宅
の

適
正

利
用

を
促

進
す

る
た

め
、

公
営

住
宅

法
や

沖
縄

県
営

住
宅

の
設

置
及

び
管

理
に

関
す

る
条

例
等

の
規

定
に

基
づ

き
、

収
入

超
過

者
に

対
す

る
明

渡
し

努
力

義
務

の
説

明
や

希
望

者
に

対
す

る
転

居
先

の
あ

っ
せ

ん
、

高
額

所
得

者
に

対
す

る
明

渡
請

求
に

取
り

組
ん

で
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
ま

た
、

期
限

付
き

入
居

制
度

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
検

討
課

題
と

考
え

て
お

り
、

引
き

続
き

真
に

困
窮

す
る

世
帯

へ
適

正
な

住
宅

の
有

効
活

用
が

可
能

と
な

る
よ

う
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

1
4

4
章

P
6
9

1
7
行

⑹
 安

全
・
安

心
・
快

適
に

暮
ら

せ
る

生
活

基
盤

の
充

実
・
強

化
－

北
部

の
※

リ
ダ

ン
ダ

ン
シ

ー
の

観
点

か
ら

も
、

伊
江

島
空

港
の

利
活

用
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

な
い

か
。

※
リ

ダ
ン

ダ
ン

シ
ー

：
自

然
災

害
等

に
よ

る
障

害
発

生
時

に
、

一
部

の
区

間
の

途
絶

や
一

部
施

設
の

破
壊

が
全

体
の

機
能

不
全

に
つ

な
が

ら
な

い
よ

う
に

、
予

め
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
や

ラ
イ

フ
ラ

イ
ン

施
設

を
多

重
化

し
た

り
、

予
備

の
手

段
が

用
意

さ
れ

て
い

る
様

な
性

質
を

示
す

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
『
沖

縄
県

管
理

空
港

の
今

後
の

地
震

・
津

波
対

策
等

の
方

針
（
2
0
1
7
年

2
月

）
』
よ

り
、

伊
江

島
空

港
は

、
那

覇
空

港
か

ら
1
0
0

ｋ
ｍ

圏
内

に
位

置
し

、
回

転
翼

機
の

受
け

入
れ

を
基

本
と

し
た

離
島

支
援

の
た

め
の

輸
送

拠
点

空
港

と
し

て
位

置
づ

け
ら

れ
て

い
ま

す
。

　
ま

た
、

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
『
基

本
施

策
　

2
(8

)あ
ら

ゆ
る

リ
ス

ク
に

対
応

す
る

安
全

・
安

心
な

島
づ

く
り

』
（
7
6
項

）
の

中
で

、
危

機
管

理
体

制
の

強
化

、
大

規
模

災
害

等
に

つ
い

て
記

載
さ

れ
て

お
り

、
ご

意
見

い
た

だ
い

た
内

容
は

、
同

項
に

含
ま

れ
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
伊

江
島

空
港

に
お

い
て

は
、

大
規

模
地

震
・
津

波
災

害
時

に
お

け
る

『
輸

送
拠

点
空

港
』
と

し
て

位
置

づ
け

ら
れ

て
お

り
、

空
輸

に
よ

る
緊

急
輸

送
の

受
け

入
れ

地
点

と
し

て
機

能
す

る
役

割
を

有
し

て
お

り
ま

す
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5

4
章

P
6
9

2
4
行

こ
の

た
め

、
計

画
的

な
生

活
基

盤
の

整
備

を
行

う
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

化
・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
の

促
進

に
取

り
組

む
。

　
こ

の
た

め
、

計
画

的
な

生
活

基
盤

の
整

備
を

行
う

と
と

も
に

、
次

世
代

の
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

を
含

め
た

デ
ジ

タ
ル

化
・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
の

促
進

に
取

り
組

む
。

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

、
５

 G
 な

ど
次

世
代

通
信

環
境

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
る

。
海

洋
島

し
ょ

圏
の

新
た

な
イ

ン
フ

ラ
整

備
の

促
進

を
強

調
す

る
た

め
（
5
G

通
信

網
の

整
備

を
含

め
た

）
を

追
記

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
6

4
章

P
7
0

1
0
行

　
本

県
の

水
道

施
設

は
復

帰
前

に
整

備
さ

れ
た

も
の

も
多

く
、

ま
た

、
耐

震
性

が
低

い
こ

と
か

ら
、

老
朽

化
し

た
施

設
の

計
画

的
な

更
新

に
併

せ
て

耐
震

化
に

取
り

組
む

。

　
本

県
の

水
道

施
設

は
復

帰
前

に
整

備
さ

れ
た

耐
震

性
の

低
い

施
設

や
、

海
岸

近
く
に

整
備

さ
れ

た
施

設
も

多
い

こ
と

か
ら

、
施

設
の

計
画

的
な

更
新

に
併

せ
て

耐
震

化
等

の
減

災
対

策
に

取
り

組
む

。

浄
水

場
や

発
電

所
な

ど
は

ほ
ぼ

海
の

そ
ば

に
立

地
し

て
お

り
、

地
震

津
波

な
ど

の
災

害
に

脆
弱

で
あ

る
。

今
後

1
0
年

、
2
0
年

で
ど

う
い

っ
た

減
災

・
防

災
対

策
を

行
政

と
し

て
行

っ
て

い
く
の

か
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
7

4
章

P
7
1

9
行

・
2
-
(6

)-
ア

⑤
地

域
特

性
や

社
会

環
境

の
変

化
に

応
じ

た
都

市
公

園
の

整
備

　
「
災

害
時

に
お

け
る

避
難

地
と

し
て

～
備

蓄
倉

庫
等

の
整

備
に

取
り

組
む

。

－
　

単
な

る
避

難
場

所
と

し
て

の
整

備
で

は
な

く
、

安
心

の
た

め
の

通
信

設
備

(非
常

用
電

源
を

用
い

た
W

i-
F
i等

)も
重

要
で

あ
る

と
考

え
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
素

案
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

、
「
備

蓄
倉

庫
等

」
に

つ
い

て
、

具
体

的
に

は
都

市
公

園
法

施
行

規
則

第
1
条

の
2
に

定
め

る
以

下
の

災
害

応
急

対
策

に
必

要
な

施
設

の
整

備
に

取
り

組
む

予
定

で
す

。
災

害
応

急
対

策
に

必
要

な
施

設
・
備

蓄
倉

庫
、

耐
震

性
貯

水
槽

、
放

送
施

設
、

情
報

通
信

施
設

、
ヘ

リ
ポ

ー
ト

、
係

留
施

設
、

発
電

施
設

ま
た

、
W

i-
F
iの

整
備

状
況

に
つ

い
て

、
通

信
事

業
者

や
各

市
町

村
に

お
い

て
一

部
の

都
市

公
園

を
対

象
に

フ
リ

ー
W

i-
F
iを

設
置

し
て

い
る

状
況

で
す

。
今

後
と

も
通

信
事

業
者

や
各

市
町

村
と

連
携

し
W

i-
F
i等

通
信

設
備

の
整

備
に

取
り

組
み

ま
す

。

1
8

4
章

P
7
1

1
9
行

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

自
立

分
散

化
を

推
進

し
、

集
中

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
シ

ス
テ

ム
の

技
術

的
・
経

済
的

・
対

外
的

弱
点

を
補

い
つ

つ
、

安
定

供
給

と
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

等
の

活
用

に
よ

り
社

会
全

体
の

効
率

的
な

電
力

用
に

取
り

組
む

。

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

自
立

分
散

化
を

推
進

し
、

集
中

的
な

エ
ネ

ル
ギ

ー
供

給
シ

ス
テ

ム
の

技
術

的
・
経

済
的

・
対

外
的

弱
点

を
補

い
つ

つ
、

安
定

供
給

と
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
（
強

靱
性

）
の

強
化

を
図

る
と

と
も

に
、

デ
ジ

タ
ル

技
術

等
の

活
用

に
よ

り
社

会
全

体
の

効
率

的
な

電
力

用
に

取
り

組
む

。

「
エ

ネ
ル

ギ
ー

の
安

定
供

給
と

レ
ジ

リ
エ

ン
ス

」
に

つ
い

て
、

解
り

や
す

い
表

現
を

使
用

す
べ

き
で

あ
る

。
「
レ

ジ
リ

エ
ン

ス
」
を

「
回

復
力

」
と

す
る

な
ど

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
9

4
章

P
7
1

2
6
行

□
デ

ジ
タ

ル
化

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

促
進

す
る

た
め

、
次

世
代

の
通

信
環

境
に

対
応

し
た

環
境

整
備

と
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
向

け
た

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

□
デ

ジ
タ

ル
化

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
や

、
IC

T
を

活
用

し
た

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る
た

め
、

・
・
・

　
デ

ジ
タ

ル
化

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
の

促
進

に
つ

い
て

、
1
0
年

後
を

考
え

る
と

、
も

っ
と

情
報

時
代

を
超

え
た

次
の

時
代

の
流

れ
に

な
る

と
考

え
ら

れ
る

た
め

、
「
デ

ジ
タ

ル
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
を

見
据

え
た

デ
ジ

タ
ル

化
・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
を

推
進

」
や

「
第

４
次

産
業

革
命

を
見

据
え

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
に

取
り

組
む

」
と

す
る

な
ど

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
0

4
章

P
7
1

2
6
行

次
世

代
の

通
信

環
境

に
対

応
し

た
環

境
整

備
次

世
代

の
情

報
通

信
に

対
応

し
た

基
盤

整
備

と
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
向

け
た

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

適
切

と
考

え
る

語
句

へ
の

修
正

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1

4
章

P
7
1

3
0
行

先
端

IC
T
 技

術
に

対
応

し
た

社
会

シ
ス

テ
ム

の
構

築
や

産
業

の
競

争
力

強
化

に
向

け
て

は
、

次
世

代
の

通
信

環
境

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
る

こ
と

か
ら

、
民

間
通

信
事

業
者

や
関

係
機

関
と

連
携

し
、

海
洋

島
し

ょ
圏

の
新

た
な

イ
ン

フ
ラ

と
し

て
、

５
Ｇ

（
第

５
世

代
移

動
通

信
シ

ス
テ

ム
）
や

B
e
yo

n
d 

５
Ｇ

な
ど

次
世

代
の

情
報

通
信

基
盤

の
整

備
に

取
り

組
む

。

－
沖

縄
が

国
際

的
な

観
光

地
と

な
る

た
め

、
そ

れ
か

ら
、

小
規

模
離

島
に

お
け

る
医

療
の

問
題

、
遠

隔
医

療
や

教
育

、
い

ろ
い

ろ
な

面
で

こ
の

通
信

基
盤

、
技

術
は

使
え

る
た

め
、

５
Ｇ

に
つ

い
て

は
行

政
も

関
わ

っ
て

整
備

を
進

め
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
情

報
通

信
基

盤
整

備
の

推
進

に
つ

い
て

は
、

「
2
-
(6

)-
イ

①
情

報
通

信
技

術
を

利
活

用
で

き
る

環
境

整
備

」
の

他
に

も
、

「
2
-
(7

)-
ア

②
情

報
通

信
基

盤
の

強
化

と
IC

T
の

活
用

」
、

「
3
-

(1
2
)-

ア
①

未
来

創
造

の
情

報
通

信
基

盤
の

構
築

」
の

中
で

、
取

組
み

を
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
　

5
G

を
は

じ
め

と
す

る
次

世
代

の
情

報
通

信
基

盤
の

構
築

に
向

け
、

民
間

通
信

事
業

者
や

関
係

機
関

と
連

携
し

な
が

ら
取

り
組

ん
で

ま
い

り
ま

す
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
2

4
章

P
7
2

1
行

ま
た

、
離

島
等

の
条

件
不

利
地

域
に

お
い

て
は

、
都

市
部

と
同

等
の

情
報

通
信

環
境

の
確

保
に

向
け

、
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

等
の

中
継

伝
送

路
の

段
階

的
な

整
備

や
陸

上
通

信
網

の
地

下
埋

設
等

の
整

備
を

図
り

、
安

定
か

つ
質

の
高

い
情

報
通

信
基

盤
の

確
保

に
取

り
組

む
。

ま
た

、
離

島
等

の
条

件
不

利
地

域
に

お
い

て
は

、
都

市
部

と
同

等
の

情
報

通
信

環
境

の
確

保
に

向
け

、
海

底
光

ケ
ー

ブ
ル

等
の

中
継

伝
送

路
の

段
階

的
な

整
備

や
、

生
活

基
盤

に
お

い
て

重
要

と
な

る
施

設
を

中
心

に
陸

上
通

信
網

の
地

下
埋

設
等

の
整

備
を

図
り

、
安

定
か

つ
質

の
高

い
情

報
通

信
基

盤
の

確
保

に
取

り
組

む
。

こ
こ

で
言

及
さ

れ
て

い
る

内
容

は
非

常
に

重
要

な
も

の
と

認
識

。
特

に
、

陸
上

通
信

網
の

「
地

下
埋

設
」
等

の
整

備
と

い
う

視
点

。
近

年
の

自
然

災
害

の
激

甚
化

等
を

踏
ま

え
る

と
、

特
に

離
島

等
条

件
不

利
地

域
に

お
け

る
社

会
イ

ン
フ

ラ
（
通

信
、

電
力

等
）
の

強
靭

化
が

求
め

ら
れ

る
。

通
信

に
お

い
て

は
、

特
に

重
要

拠
点

（
役

場
、

空
港

・
港

、
診

療
所

等
）
で

の
不

具
合

が
発

生
し

た
場

合
の

生
活

基
盤

に
与

え
る

影
響

は
大

き
く
、

ま
た

復
旧

に
も

相
応

の
時

間
が

か
か

る
こ

と
も

あ
り

、
通

信
事

業
者

と
連

携
し

た
、

強
靭

化
対

策
が

必
要

と
考

え
る

。
こ

れ
ら

を
踏

ま
え

、
こ

こ
で

の
記

述
に

お
い

て
は

、
「
重

点
施

設
を

中
心

と
し

た
陸

上
通

信
網

の
地

下
埋

設
等

の
整

備
を

図
り

」
と

し
て

は
ど

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
3

4
章

P
7
2

9
行

□
自

治
体

の
デ

ジ
タ

ル
化

に
つ

い
て

は
、

行
政

手
続

の
オ

ン
ラ

イ
ン

化
や

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
化

の
推

進
な

ど
、

利
用

者
目

線
に

立
っ

た
行

政
サ

ー
ビ

ス
の

質
の

向
上

に
取

り
組

む
。

　
□

自
治

体
の

デ
ジ

タ
ル

化
、

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

行
政

手
続

の
・
・
・

デ
ィ

ジ
タ

ル
化

・
オ

ン
ラ

イ
ン

化
・
オ

ー
プ

ン
デ

ー
タ

化
だ

け
で

は
古

い
た

め
、

「
第

四
次

産
業

革
命

（
o
rデ

ィ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

メ
ー

シ
ョ

ン
）
を

見
す

え
た

行
政

サ
ー

ビ
ス

に
取

り
組

む
。

」
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

17



別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
4

4
章

P
7
6

2
9
行

－
－

(8
) 
あ

ら
ゆ

る
リ

ス
ク

に
対

応
す

る
安

全
・
安

心
な

島
づ

く
り

災
害

な
ど

の
有

事
の

際
に

、
防

災
無

線
の

よ
う

な
一

方
的

な
報

知
で

は
な

く
、

県
民

が
避

難
し

た
の

か
救

助
を

求
め

て
い

な
い

か
、

と
い

っ
た

双
方

向
の

通
信

を
IC

T
等

で
実

現
す

る
こ

と
で

、
県

民
一

人
ひ

と
り

に
寄

り
添

い
、

さ
ら

に
は

定
量

的
な

観
点

か
ら

自
治

体
職

員
が

効
率

的
に

動
け

る
仕

組
み

を
構

築
す

る
必

要
が

あ
る

と
考

え
る

。

【
原

文
ど

お
り

】
災

害
時

の
双

方
向

の
通

信
に

は
、

本
人

確
認

を
確

実
に

行
う

こ
と

が
重

要
で

あ
り

、
そ

の
た

め
に

は
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
が

必
要

不
可

欠
あ

る
と

考
え

ま
す

。
し

た
が

っ
て

、
ご

提
案

い
た

だ
い

た
内

容
は

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

の
利

活
用

計
画

に
沿

っ
て

整
備

す
る

も
の

と
考

え
て

い
ま

す
。

　
災

対
法

で
は

、
各

市
町

村
に

避
難

行
動

要
支

援
者

の
名

簿
を

作
成

す
る

こ
と

が
義

務
付

け
ら

れ
て

お
り

、
直

近
の

改
正

に
お

い
て

、
マ

イ
ナ

ン
バ

ー
を

利
用

し
た

避
難

完
了

確
認

等
が

検
討

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
「
デ

ジ
タ

ル
社

会
の

実
現

に
向

け
た

重
点

計
画

」
（
令

和
３

年
６

月
１

５
日

付
　

高
度

情
報

通
信

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

社
会

推
進

戦
略

本
部

　
官

民
デ

ー
タ

活
用

推
進

戦
略

会
議

）
で

は
、

マ
イ

ナ
ン

バ
ー

を
利

用
し

、
被

災
者

が
自

治
体

へ
被

災
状

況
を

申
告

す
る

機
能

を
持

つ
シ

ス
テ

ム
が

計
画

さ
れ

て
い

ま
す

。
　

県
と

し
ま

し
て

は
、

こ
れ

ら
の

動
向

を
注

視
し

、
被

災
者

支
援

の
効

率
化

に
努

め
て

ま
い

り
ま

す
。

2
5

4
章

P
7
7

2
5
行

観
光

客
が

安
全

・
安

心
で

快
適

に
過

ご
す

た
め

、
空

港
・
港

湾
の

受
入

体
制

を
含

め
た

観
光

危
機

管
理

体
制

の
強

化
に

取
り

組
む

。

観
光

客
が

安
全

・
安

心
で

快
適

に
過

ご
す

た
め

、
IC

T
な

ど
の

活
用

に
よ

り
観

光
危

機
管

理
体

制
の

強
化

に
取

り
組

む
。

観
光

危
機

管
理

と
書

か
れ

て
い

ま
す

が
、

持
続

可
能

な
観

光
地

と
い

う
観

点
か

ら
も

観
光

危
機

管
理

は
重

要
で

す
。

こ
の

危
機

と
し

て
感

染
症

や
自

然
災

害
な

ど
様

々
な

こ
と

を
想

定
す

れ
ば

よ
い

の
で

す
が

、
少

な
く
と

も
島

嶼
地

域
に

お
い

て
人

命
を

失
う

よ
う

な
自

然
災

害
が

発
生

し
た

場
合

、
観

光
復

興
に

時
間

が
か

か
る

こ
と

は
過

去
の

災
害

か
ら

明
ら

か
で

す
。

こ
の

対
応

に
加

え
、

観
光

交
通

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

や
自

然
環

境
へ

の
影

響
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
の

観
点

か
ら

も
、

観
光

客
の

流
動

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
こ

と
は

重
要

で
す

。
そ

れ
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

例
え

ば
津

波
浸

水
想

定
区

域
内

に
ど

れ
だ

け
の

人
が

い
る

の
か

？
（
L
1
・
L
2
災

害
）
何

人
の

帰
宅

困
難

者
が

ど
の

島
・
地

域
で

発
生

す
る

の
か

？
そ

れ
ら

を
受

け
入

れ
る

キ
ャ

パ
シ

テ
ィ

は
？

な
ど

が
検

討
さ

れ
ま

す
。

現
状

に
お

い
て

は
、

検
討

の
た

め
の

定
量

的
な

数
値

す
ら

明
確

に
取

ら
れ

て
い

な
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
コ

ロ
ナ

か
ら

の
回

復
に

お
け

る
地

域
差

な
ど

も
こ

れ
か

ら
問

題
に

な
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
こ

の
よ

う
な

観
点

か
ら

、
「
（
IC

T
技

術
な

ど
を

活
用

し
た

）
観

光
流

動
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

」
と

い
う

言
葉

は
必

要
だ

と
思

い
ま

す
。

こ
こ

で
は

無
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
災

害
時

に
大

型
旅

客
船

を
寄

港
さ

せ
、

一
時

的
な

避
難

所
と

し
て

利
用

す
る

こ
と

も
十

分
検

討
に

値
す

る
と

思
い

ま
す

。
そ

の
ま

ま
乗

せ
て

鹿
児

島
ま

で
運

ぶ
の

も
あ

ろ
う

か
と

思
い

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
6

4
章

P
7
8

8
行

・
・
・
国

が
進

め
る

国
土

強
靱

化
、

防
災

・
減

災
の

取
組

を
踏

ま
え

、
次

に
掲

げ
る

施
策

を
推

進
す

る
。

－
・
・
・
国

が
進

め
る

国
土

強
靱

化
、

防
災

・
減

災
の

取
組

を
基

本
に

、
島

し
ょ

県
の

特
性

を
踏

ま
え

た
、

地
球

温
暖

化
に

よ
る

海
面

上
昇

、
ス

ー
パ

ー
台

風
の

来
襲

、
塩

害
等

の
対

策
に

留
意

し
、

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

な
ど

、
沖

縄
の

特
殊

性
を

前
面

に
出

し
た

記
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
の

特
殊

性
の

表
現

に
つ

い
て

は
、

P
7
8
の

6
行

「
大

規
模

な
自

然
災

害
や

社
会

基
盤

等
の

老
朽

化
の

進
行

に
起

因
す

る
リ

ス
ク

～
」
で

表
現

し
て

お
り

、
災

害
発

生
時

に
お

け
る

空
港

の
取

組
と

し
て

は
7
9
頁

1
6
行

に
示

す
「
緊

急
輸

送
機

能
を

持
つ

施
設

の
整

備
」
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

台
風

な
ど

の
自

然
災

害
時

に
お

け
る

緊
急

輸
送

機
能

の
確

保
の

た
め

の
市

街
地

等
の

緊
急

輸
送

道
路

に
お

け
る

無
電

柱
化

に
つ

い
て

は
、

第
4
章

2
-
（
8
）
-
イ

-
④

「
緊

急
時

に
お

け
る

輸
送

機
能

及
び

避
難

地
等

の
確

保
」
に

お
い

て
記

載
し

て
い

る
た

め
原

文
ど

お
り

と
い

た
し

ま
す

。

2
7

4
章

P
7
8

1
1
行

社
会

基
盤

等
の

防
災

・
減

災
対

策
に

つ
い

て
は

、
予

防
的

対
策

を
含

む
既

存
施

設
の

機
能

維
持

・
強

化
対

策
を

は
じ

め
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
地

震
対

策
、

河
川

の
治

水
・
浸

水
対

策
、

海
岸

の
津

波
・
高

潮
対

策
、

土
砂

災
害

対
策

等
に

取
り

組
む

。

社
会

基
盤

等
の

防
災

・
減

災
対

策
に

つ
い

て
は

、
予

防
的

対
策

を
含

む
既

存
施

設
の

機
能

維
持

・
強

化
対

策
を

は
じ

め
 、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
地

震
対

策
、

河
川

の
治

水
・
浸

水
対

策
、

海
岸

の
津

波
・
高

潮
対

策
、

土
砂

災
害

対
策

等
に

取
り

組
む

。

社
会

基
盤

の
防

災
・
減

災
対

策
に

お
い

て
、

地
域

の
実

情
に

応
じ

た
対

策
と

の
表

現
が

あ
る

が
、

例
え

ば
海

岸
の

津
波

・
高

潮
対

策
に

お
け

る
必

要
な

堤
防

高
の

確
保

な
ど

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

示
す

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

※
「
地

域
の

実
情

」
と

し
て

は
、

年
間

を
と

お
し

て
、

塩
分

を
含

む
強

い
風

が
吹

く
こ

と
に

加
え

、
高

温
多

湿
な

気
候

か
ら

鉄
筋

の
腐

食
に

よ
る

構
造

物
の

劣
化

を
著

し
く
す

る
塩

害
、

水
を

含
む

と
粘

性
の

強
い

流
動

体
と

な
る

性
質

を
持

つ
島

尻
泥

岩
層

の
対

策
な

ど
が

本
県

に
お

け
る

「
地

域
の

実
情

」
と

し
て

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
　

し
か

し
、

県
内

に
限

れ
ば

、
こ

れ
ら

は
地

形
形

状
、

外
力

特
性

、
地

質
条

件
な

ど
設

計
条

件
と

な
り

ま
す

。
「
地

域
の

実
情

」
は

設
計

条
件

を
一

般
的

な
表

現
と

し
た

も
の

で
す

が
、

意
味

の
捉

え
方

が
不

明
瞭

と
な

る
た

め
削

除
し

ま
す

。

2
8

4
章

P
7
8

1
4
行

治
水

対
策

に
つ

い
て

は
、

氾
濫

域
も

含
め

て
一

つ
の

流
域

と
し

て
捉

え
、

河
川

流
域

全
体

の
あ

ら
ゆ

る
関

係
者

が
協

働
し

、
流

域
全

体
で

水
害

を
軽

減
さ

せ
る

流
域

治
水

に
取

り
組

む
。

－
流

域
治

水
に

つ
い

て
、

沖
縄

県
は

他
県

と
異

な
り

複
数

の
都

道
府

県
と

か
複

数
の

市
町

村
を

ま
た

が
る

大
き

な
河

川
が

な
い

。
そ

の
た

め
土

地
利

用
を

考
慮

し
た

表
現

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

都
市

河
川

で
は

、
流

域
の

最
大

土
地

利
用

は
宅

地
で

あ
る

の
で

、
宅

地
の

透
水

性
な

ど
を

流
域

で
担

保
す

る
方

策
や

、
市

町
村

の
雨

水
タ

ン
ク

の
設

置
助

成
な

ど
を

支
援

す
る

、
な

ど
が

盛
り

込
め

な
い

か

【
原

文
の

と
お

り
】

　
国

土
交

通
省

及
び

各
都

道
府

県
に

お
い

て
も

同
様

の
取

組
を

進
め

て
い

る
と

こ
ろ

で
あ

り
、

全
国

で
流

域
治

水
へ

の
転

換
が

進
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

ま
た

、
す

で
に

沖
縄

県
に

お
い

て
も

土
地

利
用

計
画

の
策

定
主

体
者

で
あ

る
関

係
市

町
村

等
を

含
め

た
協

議
会

に
流

域
治

水
を

位
置

づ
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

こ
と

か
ら

原
文

の
と

お
り

と
致

し
ま

す
。

　
雨

水
タ

ン
ク

等
の

雨
水

貯
留

施
設

に
つ

い
て

は
、

流
域

治
水

の
中

で
、

今
後

、
市

町
村

と
協

議
を

行
い

な
が

ら
進

め
て

行
く

予
定

と
な

っ
て

お
り

、
原

文
の

と
お

り
と

い
た

し
ま

す
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
9

4
章

P
7
8

2
8
行

追
加

－
台

風
の

大
型

化
に

対
す

る
施

策
も

必
要

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

以
下

を
追

記
す

る
必

要
が

あ
る

。
「
☐

公
共

建
造

物
・
建

築
物

に
つ

い
て

は
、

ス
ー

パ
ー

台
風

に
備

え
た

風
速

１
０

０
ｍ

に
も

耐
え

ら
れ

る
強

靭
化

、
電

線
類

地
中

化
の

推
進

を
図

る
。

」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
台

風
な

ど
の

自
然

災
害

時
に

お
け

る
緊

急
輸

送
機

能
の

確
保

の
た

め
の

市
街

地
等

の
緊

急
輸

送
道

路
に

お
け

る
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
第

4
章

2
-
（
8
）
-
イ

-
④

「
緊

急
時

に
お

け
る

輸
送

機
能

及
び

避
難

地
等

の
確

保
」
に

お
い

て
記

載
し

て
い

る
た

め
原

文
ど

お
り

と
い

た
し

ま
す

。
　

沖
縄

県
が

整
備

す
る

建
築

物
に

つ
い

て
は

、
法

令
で

は
5
0
年

間
の

想
定

最
大

風
速

4
6
m

/
s（

沖
縄

県
）
と

し
て

規
定

さ
れ

て
い

ま
す

が
、

県
有

施
設

の
構

造
検

討
に

お
い

て
風

圧
力

よ
り

も
地

震
力

の
影

響
が

大
き

い
と

い
う

現
状

が
あ

り
、

委
員

想
定

の
最

大
瞬

間
風

速
1
0
0
m

/
s（

最
大

風
速

換
算

約
7
0
m

/
s）

の
場

合
で

も
地

震
力

の
影

響
が

大
き

い
と

い
う

試
算

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
従

来
ど

お
り

4
6
m

/
sを

適
用

し
た

い
と

考
え

て
い

ま
す

。
　

ま
た

、
現

在
、

県
有

施
設

に
お

け
る

サ
ッ

シ
等

の
建

具
は

最
大

瞬
間

風
速

7
0
m

/
sに

耐
え

ら
れ

る
仕

様
と

し
て

お
り

、
過

去
の

最
大

瞬
間

風
速

や
、

リ
ス

ク
発

現
率

と
費

用
対

効
果

の
側

面
か

ら
、

現
行

基
準

を
採

用
す

る
方

針
と

し
て

お
り

ま
す

。

3
0

4
章

P
7
9

3
行

□
亜

熱
帯

地
域

に
適

し
た

防
災

・
減

災
、

長
寿

命
化

等
に

対
応

す
る

た
め

の
建

設
技

術
の

研
究

・
開

発
を

促
進

す
る

。

□
亜

熱
帯

地
域

に
適

し
た

防
災

・
減

災
、

長
寿

命
化

等
に

対
応

す
る

た
め

の
技

術
者

の
育

成
及

び
建

設
技

術
の

研
究

・
開

発
を

促
進

す
る

。

　
本
土

復
帰

後
、

集
中

的
に

整
備

さ
れ

た
社

会
基

盤
の

経
年

劣
化

や
塩

害
に

よ
る

急
速

な
劣

化
の

進
行

な
ど

、
適

切
な

維
持

管
理

や
補

修
の

実
施

が
重

要
と

な
っ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
維

持
管

理
を

担
う

技
術

者
の

育
成

確
保

を
促

進
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
1

4
章

P
7
9

7
行

各
種

災
害

の
発

生
を

想
定

し
た

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
の

作
成

、
各

種
即

報
シ

ス
テ

ム
の

拡
充

・
強

化
を

図
り

、
県

民
や

本
県

を
訪

れ
て

い
る

観
光

客
に

向
け

た
情

報
発

信
の

強
化

に
取

り
組

む
。

各
種

災
害

が
想

定
さ

れ
る

区
域

を
設

定
し

、
ハ

ザ
ー

ド
マ

ッ
プ

作
成

の
推

進
、

各
種

即
報

シ
ス

テ
ム

の
拡

充
・

強
化

を
図

り
、

県
民

や
本

県
を

訪
れ

て
い

る
観

光
客

に
向

け
た

情
報

発
信

の
強

化
に

取
り

組
む

。

水
害

や
高

潮
も

含
め

て
、

住
民

が
避

難
す

べ
き

か
ど

う
か

の
判

断
材

料
と

な
る

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
が

作
ら

れ
て

い
な

い
た

め
、

ま
ず

浸
水

想
定

に
関

し
て

整
備

す
る

と
い

う
表

現
を

最
初

に
入

れ
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
2

4
章

P
8
4

2
7
行

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

経
済

へ
の

移
行

を
　

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

経
済

 へ
の

移
行

成
長

を
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

型
経

済
と

い
う

用
語

は
な

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
3

4
章

P
8
5

3
行

・
P

8
5
、

3
行

目
「
□

 観
光

、
も

の
づ

く
り

、
農

林
水

産
業

・
・
・
」

・
P

8
5
、

3
行

目
「
□

 観
光

産
業

、
も

の
づ

く
り

産
業

、
建

設
産

業
、

農
林

水
産

業
・
・
・
」

　
 「

３
　

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

豊
か

な
島

を
め

ざ
し

て
」

の
「
(1

)県
民

所
得

の
着

実
な

向
上

に
つ

な
が

る
企

業
の

『
稼

ぐ
力

』
の

強
化

」
の

項
目

に
つ

い
て

は
、

県
民

所
得

の
向

上
に

貢
献

し
、

大
き

な
稼

ぐ
力

に
な

っ
て

い
る

建
設

業
も

含
め

て
全

産
業

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
よ

う
、

全
体

的
に

項
目

の
出

し
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
4

4
章

P
8
5

2
1
行

「
□

 観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

や
情

報
通

信
産

業
を

は
じ

め
・
・
・
」

「
□

 観
光

リ
ゾ

ー
ト

産
業

や
情

報
通

信
産

業
、

建
設

産
業

を
は

じ
め

・
・
・
」

　
 「

３
　

希
望

と
活

力
に

あ
ふ

れ
る

豊
か

な
島

を
め

ざ
し

て
」

の
「
(1

)県
民

所
得

の
着

実
な

向
上

に
つ

な
が

る
企

業
の

『
稼

ぐ
力

』
の

強
化

」
の

項
目

に
つ

い
て

は
、

県
民

所
得

の
向

上
に

貢
献

し
、

大
き

な
稼

ぐ
力

に
な

っ
て

い
る

建
設

業
も

含
め

て
全

産
業

が
対

象
と

な
っ

て
い

る
こ

と
が

わ
か

る
よ

う
、

全
体

的
に

項
目

の
出

し
方

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
5

4
章

P
8
6

9
行

小
売

業
や

飲
食

店
・
宿

泊
業

等
サ

ー
ビ

ス
業

に
お

け
る

予
約

・
注

文
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

や
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

の
導

入
、

建
設

業
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
を

活
用

し
た

測
量

等
（
i-

c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
）
の

推
進

、
医

療
・
介

護
分

野
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
・
IC

T
 化

、
農

業
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
及

び
デ

ー
タ

分
析

等
に

よ
る

生
産

性
向

上
な

ど
、

全
産

業
に

お
け

る
D

X
 を

促
進

す
る

。

小
売

業
や

飲
食

店
・
宿

泊
業

等
サ

ー
ビ

ス
業

に
お

け
る

予
約

・
注

文
の

オ
ン

ラ
イ

ン
化

や
キ

ャ
ッ

シ
ュ

レ
ス

決
済

の
導

入
、

建
設

産
業

に
お

け
る

 ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
 測

量
等

（
i-

c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
）
の

推
進

、
i-

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n

及
び

B
IM

/
C

IM
等

の
促

進
、

医
療

・
介

護
分

野
に

お
け

る
ロ

ボ
ッ

ト
・
IC

T
 化

、
農

業
に

お
け

る
ド

ロ
ー

ン
活

用
及

び
デ

ー
タ

分
析

等
に

よ
る

生
産

性
向

上
な

ど
、

全
産

業
に

お
け

る
D

X
 を

促
進

す
る

。

「
建

設
業

に
お

け
る

ド
ロ

ー
ン

を
活

用
し

た
測

量
等

（
i-

c
o
n
st

ru
c
ti
o
n
）
の

推
進

」
と

書
か

れ
て

い
ま

す
が

，
ド

ロ
ー

ン
に

よ
る

出
来

形
管

理
な

ど
は

当
た

り
前

の
よ

う
に

既
に

実
施

さ
れ

て
い

る
べ

き
こ

と
で

あ
り

，
も

の
す

ご
く
消

極
的

な
表

現
と

な
っ

て
い

る
と

思
い

ま
す

。
例

え
ば

，
「
建

設
分

野
に

お
い

て
は

，
B

IM
/
C

IM
に

よ
る

調
査

・
設

計
・
施

工
・
維

持
管

理
に

お
け

る
3
次

元
モ

デ
ル

の
連

携
，

M
M

S
等

に
よ

る
点

群
を

用
い

た
維

持
管

理
の

効
率

化
や

災
害

復
旧

対
応

の
迅

速
化

等
，

設
計

か
ら

維
持

管
理

や
災

害
時

を
も

含
め

た
建

設
分

野
に

お
け

る
IC

T
技

術
の

推
進

と
活

用
に

よ
る

生
産

性
向

上
に

取
り

組
む

．
」
な

ど
の

表
現

に
は

で
き

な
い

で
し

ょ
う

か
。

さ
ら

に
言

え
ば

，
「
こ

れ
ら

で
取

得
さ

れ
た

デ
ー

タ
を

施
工

段
階

や
維

持
管

理
段

階
へ

活
用

す
る

デ
ジ

タ
ル

ツ
イ

ン
，

デ
ジ

タ
ル

静
岡

の
よ

う
な

観
光

な
ど

他
分

野
へ

の
活

用
に

よ
る

多
分

野
も

含
め

た
新

た
な

価
値

創
造

へ
繋

げ
る

」
と

い
う

と
こ

ろ
ま

で
行

け
る

と
思

い
ま

す
。

な
お

、
こ

こ
で

記
し

た
こ

と
は

国
内

で
は

新
し

い
こ

と
で

は
な

い
と

思
っ

て
い

ま
す

。
さ

す
が

に
、

原
文

の
ま

ま
だ

と
1
0
年

前
の

文
書

に
な

っ
て

し
ま

っ
て

お
り

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
6

4
章

P
8
6

2
5
行

そ
の

た
め

の
人

材
へ

の
－

具
体

的
に

記
載

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
こ

こ
で

は
、

教
育

・
訓

練
等

の
人

材
へ

の
育

成
に

限
ら

ず
、

企
業

の
積

極
的

な
採

用
活

動
や

、
給

与
の

引
き

上
げ

等
、

企
業

等
が

、
重

要
な

経
営

資
源

と
し

て
、

「
人

材
に

資
本

を
投

じ
る

」
こ

と
を

想
定

し
て

い
ま

す
。

そ
の

た
め

、
原

案
通

り
と

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
7

4
章

P
8
9

1
行

中
央

中
欧

記
載

ミ
ス

と
思

わ
れ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

3
8

4
章

P
8
9

3
行

収
束

後
を

見
据

え
た

感
染

症
の

収
束

後
を

見
据

え
た

こ
の

項
目

で
は

何
の

収
束

か
明

ら
か

で
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
9

4
章

P
8
9

7
行

民
間

部
門

の
誘

導
・
保

管
も

役
割

の
一

つ
に

挙
げ

ら
れ

る
。

民
間

部
門

の
誘

導
・
保

管
も

県
の

役
割

の
一

つ
に

挙
げ

ら
れ

る
。

主
語

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
0

4
章

P
8
9

1
1
行

民
間

の
活

動
を

誘
導

・
誘

発
へ

つ
な

げ
る

こ
と

が
重

要
で

あ
る

。
民

間
の

活
動

を
誘

導
・
誘

発
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

つ
な

げ
る

と
は

何
か

わ
か

ら
な

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
1

4
章

P
9
0

2
0
行

□
  
空

港
・
港

湾
に

お
い

て
は

、
多

数
の

外
国

人
旅

行
者

等
が

同
時

に
入

域
す

る
ス

ム
ー

ズ
で

ス
ト

レ
ス

の
な

い
玄

関
口

と
し

て
、

C
IQ

の
迅

速
化

等
に

取
り

組
む

。

－
特

に
那

覇
空

港
内

に
お

け
る

宿
泊

施
設

、
ク

リ
ニ

ッ
ク

及
び

保
育

所
な

ど
新

た
な

機
能

が
必

要
で

あ
る

。
ま

た
、

感
染

症
対

策
の

観
点

か
ら

は
、

国
際

線
に

限
ら

ず
空

港
内

の
全

体
感

染
症

対
策

と
し

て
の

検
疫

機
能

の
充

実
や

医
療

機
関

と
の

連
携

な
ど

が
必

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
那

覇
空

港
に

つ
き

ま
し

て
は

、
P

1
4
1
_3

1
行

①
 那

覇
空

港
の

更
な

る
機

能
強

化
に

お
い

て
、

中
長

期
的

な
航

空
需

要
等

を
勘

案
し

、
空

港
エ

リ
ア

の
拡

張
や

展
開

用
地

の
確

保
、

新
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
整

備
な

ど
、

国
や

関
係

機
関

と
連

携
し

て
調

査
・
研

究
に

取
り

組
む

方
針

と
し

て
お

り
、

宿
泊

施
設

や
ク

リ
ニ

ッ
ク

な
ど

新
た

な
ニ

ー
ズ

に
対

応
で

き
る

施
設

整
備

に
つ

い
て

も
調

査
・
研

究
を

進
め

、
国

や
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
　

ま
た

、
他

の
委

員
か

ら
、

1
4
2
頁

2
3
行

に
お

い
て

も
同

様
の

ご
意

見
を

い
た

だ
い

て
お

り
、

同
意

見
を

踏
ま

え
て

修
正

し
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
が

、
左

記
ご

意
見

は
、

当
該

修
正

に
反

映
・

包
含

さ
れ

て
い

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

<
参

考
：
1
4
2
頁

2
3
行

>
□

  
特

に
検

疫
機

能
の

強
化

が
求

め
れ

て
お

り
、

各
圏

域
に

お
い

て
C

IQ
 の

体
制

強
化

な
ど

、
外

国
人

観
光

客
の

円
滑

な
受

入
体

制
の

構
築

に
関

係
機

関
と

連
携

し
て

取
り

組
む

。

4
2

4
章

P
9
0

2
1
行

Ｃ
ＩＱ

C
IQ

と
は

、
C

u
st

o
m

〈
税

関
〉
、

Im
m

ig
ra

ti
o
n
〈
出

入
国

管
理

〉
、

Q
u
ar

an
ti
n
e
〈
検

疫
〉
の

略
C

IQ
は

一
般

に
は

わ
か

ら
な

い
た

め
、

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
3

4
章

P
9
2

2
4
行

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
に

よ
る

社
会

的
利

益
の

創
出

と
地

域
へ

の
還

元
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

ク
ル

ー
ズ

船
寄

港
に

よ
る

経
済

的
利

益
の

創
出

と
地

域
へ

の
還

元
の

あ
り

方
に

つ
い

て
検

討
す

る
。

「
社

会
的

利
益

」
と

記
載

が
あ

り
ま

す
が

、
社

会
的

便
益

で
は

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4

4
章

P
9
2

3
1
行

本
県

の
観

光
産

業
に

つ
い

て
は

、
自

立
型

経
済

の
持

続
可

能
な

発
展

に
貢

献
し

、
地

元
ひ

い
て

は
県

民
の

幸
福

感
を

高
め

る
観

光
を

推
進

す
べ

き
で

あ
り

、
中

長
期

的
な

ス
パ

ン
で

観
光

収
入

と
環

境
保

持
そ

し
て

住
民

の
幸

福
感

の
三

位
一

体
と

な
っ

た
バ

ラ
ン

ス
が

取
れ

た
持

続
的

発
展

の
観

光
産

業
を

目
指

す
必

要
が

あ
る

。
今

後
は

、
特

に
「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
に

対
応

し
た

質
の

高
い

観
光

の
推

進
が

、
結

果
と

し
て

滞
在

日
数

や
観

光
収

入
の

増
加

、
環

境
配

慮
、

地
元

住
民

の
理

解
、

生
活

の
向

上
等

に
つ

な
が

る
こ

と
が

理
想

的
で

あ
る

。

（
8
9
項

1
7
行

目
）

沖
縄

経
済

を
牽

引
す

る
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
産

業
と

し
て

、
感

染
症

等
の

多
様

な
リ

ス
ク

、
Ｓ

Ｄ
Ｇ

Ｓ
、

ＩＣ
Ｔ

の
進

化
な

ど
、

外
部

環
境

の
変

化
に

適
応

す
る

と
と

も
に

、
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

「
健

康
・
長

寿
」
、

「
安

全
・
安

心
」
、

「
快

適
・
環

境
」
に

対
応

で
き

る
沖

縄
の

ソ
フ

ト
パ

ワ
ー

を
生

か
し

、
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

を
目

指
す

。

「
高

次
元

の
ニ

ー
ズ

」
と

は
何

か
。

マ
ズ

ロ
ー

の
階

層
理

論
で

は
な

さ
そ

う
で

す
し

、
文

章
を

読
む

と
こ

れ
に

対
応

す
る

こ
と

が
観

光
収

入
の

増
加

や
環

境
配

慮
に

繋
が

る
よ

う
な

の
で

、
単

価
の

高
い

観
光

と
い

う
こ

と
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
5

4
章

P
9
6

1
8
行

(2
)世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

と
沖

縄
観

光
の

変
革

⑥
 空

港
・
港

湾
と

観
光

拠
点

エ
リ

ア
に

お
け

る
観

光
二

次
交

通
の

利
便

性
向

上

－
他

の
と

こ
ろ

で
鉄

軌
道

も
計

画
に

出
し

て
い

る
が

、
観

光
客

や
県

民
の

足
と

し
て

の
鉄

軌
道

だ
け

で
は

な
く
、

移
動

そ
の

も
の

が
観

光
資

源
に

な
る

観
光

列
車

の
構

想
「
日

本
最

南
端

の
観

光
列

車
」
も

考
え

て
は

ど
う

か

【
原

文
の

と
お

り
】

　
鉄

軌
道

を
観

光
資

源
と

し
て

も
活

用
す

る
こ

と
は

、
大

事
な

視
点

で
あ

る
と

認
識

し
て

お
り

ま
す

。
　

一
方

、
経

済
性

や
速

達
性

、
騒

音
、

周
辺

環
境

に
与

え
る

影
響

な
ど

、
様

々
な

視
点

か
ら

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

こ
の

た
め

、
具

体
的

な
ル

ー
ト

や
構

造
等

に
つ

い
て

検
討

を
行

う
計

画
段

階
に

お
い

て
は

、
現

場
の

状
況

等
を

詳
細

に
把

握
し

た
上

で
、

観
光

資
源

と
し

て
の

活
用

も
含

め
、

幅
広

く
検

討
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

て
お

り
ま

す
。
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１
－

１
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頁
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新
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本

文
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正

 
文
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由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

4
6

4
章

P
9
7

1
9
行

⑤
 観

光
二

次
交

通
の

利
用

促
進

9
7
頁

2
0
行

過
度

な
レ

ン
タ

カ
ー

利
用

に
起

因
す

る
那

覇
空

港
や

観
光

地
等

の
混

雑
等

の
課

題
を

解
決

す
る

た
め

に
は

、
観

光
客

が
最

適
な

モ
ビ

リ
テ

ィ
の

情
報

を
収

集
し

、
か

つ
容

易
に

利
用

で
き

る
環

境
が

必
要

で
あ

る
。

そ
の

た
め

、
民

間
が

取
り

組
む

M
aa

S
 や

C
A

S
E
 等

の
基

盤
と

な
る

公
共

交
通

情
報

等
の

オ
ー

プ
ン

デ
ー

タ
を

継
続

的
に

利
用

で
き

る
環

境
を

構
築

し
、

維
持

す
る

と
と

も
に

、
公

共
交

通
に

お
け

る
コ

ン
タ

ク
ト

レ
ス

決
済

の
普

及
を

促
進

す
る

こ
と

で
、

IC
T
 を

活
用

し
た

新
た

な
サ

ー
ビ

ス
の

創
出

を
促

進
し

、
国

内
外

か
ら

来
訪

す
る

観
光

客
の

二
次

交
通

の
利

便
性

・
満

足
性

の
向

上
を

図
る

。

「
観

光
二

次
交

通
の

利
用

促
進

」
と

い
う

タ
イ

ト
ル

に
な

っ
て

い
ま

す
が

、
内

容
は

公
共

交
通

の
利

用
促

進
か

と
思

わ
れ

ま
す

。
観

光
二

次
交

通
は

飛
行

機
や

ク
ル

ー
ズ

な
ど

で
来

ら
れ

た
方

と
次

の
移

動
手

段
を

意
味

し
て

い
る

だ
け

で
あ

り
、

レ
ン

タ
カ

ー
で

あ
っ

て
も

公
共

交
通

で
あ

っ
て

も
利

用
し

て
い

ま
す

。
タ

イ
ト

ル
が

適
切

で
は

無
い

よ
う

に
思

わ
れ

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
7

4
章

P
9
9

9
行

R
e
so

rT
e
c
h
　

O
ki

n
aw

a
①

 リ
ゾ

テ
ッ

ク
お

き
な

わ
の

推
進

に
よ

る
産

業
D

X
 の

加
速

化

リ
ゾ

テ
ッ

ク
お

き
な

わ
と

は
、

本
県

に
お

い
て

デ
ジ

タ
ル

社
会

を
実

現
し

て
い

く
中

で
、

社
会

・
経

済
の

D
X
推

進
に

向
け

た
取

組
の

総
称

を
い

う
。

R
e
so

rT
e
c
h
 O

ki
n
aw

aは
と

て
も

良
い

概
念

で
あ

り
沖

縄
に

適
し

た
造

語
で

あ
る

と
思

う
。

し
か

し
、

「
本

県
に

お
い

て
デ

ジ
タ

ル
社

会
を

実
現

し
て

い
く
中

で
、

情
報

通
信

産
業

の
高

度
化

と
全

産
業

の
D

X
を

推
進

す
る

取
り

組
み

の
総

称
」
と

し
て

は
適

当
で

な
い

と
思

う
。

用
語

を
さ

ら
に

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
8

4
章

P
9
9

1
1
行

全
産

業
の

D
X
を

－
R

e
so

rt
と

整
合

す
る

す
る

た
め

「
観

光
産

業
を

は
じ

め
全

産
業

の
D

X
（
デ

ジ
タ

ル
・
ト

ラ
ン

ス
フ

ォ
ー

メ
ー

シ
ョ

ン
、

IT
に

よ
り

人
々

の
生

活
を

あ
ら

ゆ
る

面
で

良
い

方
向

へ
変

化
さ

せ
る

こ
と

）
を

・
・
・
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
ま

た
、

D
X
は

、
こ

こ
で

は
重

要
な

略
号

で
あ

る
。

こ
の

あ
と

何
回

も
出

て
く
る

。
最

初
の

方
で

説
明

が
必

要
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

1
4
頁

の
3
0
行

目
に

D
X
の

説
明

が
な

さ
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
と

お
り

と
す

る
。

4
9

4
章

P
1
0
0

2
2
行

P
P

P
P

P
P

（
公

民
連

携
）

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
0

4
章

P
1
0
0

2
2
行

P
F
I

P
F
I（

民
間

主
導

公
共

サ
ー

ビ
ス

）
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
1

4
章

P
1
0
0

2
9
行

士
業

専
門

家
　

 国
内

外
の

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
企

業
と

投
資

家
、

金
融

機
 関

、
士

業
専

門
家

、
県

内
事

業
者

等
と

の
マ

ッ
チ

ン
グ

 や
、

産
学

官
金

連
携

に
よ

る
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

・
イ

ノ
ベ

ー
 シ

ョ
ン

の
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

な
ど

、
継

続
的

に
ビ

ジ
 ネ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

環
境

整
備

に
取

り
 組

む
。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
2

4
章

P
1
0
0

3
1
行

エ
コ

シ
ス

テ
ム

　
 国

内
外

の
ス

タ
ー

ト
ア

ッ
プ

企
業

と
投

資
家

、
金

融
機

 関
、

士
業

専
門

家
、

県
内

事
業

者
等

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
 や

、
産

学
官

金
連

携
に

よ
る

ス
タ

ー
ト

ア
ッ

プ
・
イ

ノ
ベ

ー
 シ

ョ
ン

の
エ

コ
シ

ス
テ

ム
の

構
築

な
ど

、
継

続
的

に
ビ

ジ
 ネ

ス
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

環
境

整
備

に
取

り
 組

む
。

エ
コ

シ
ス

テ
ム

は
一

般
に

は
生

物
に

関
連

し
た

生
態

系
。

こ
の

文
脈

で
は

「
ビ

ジ
ネ

ス
生

態
系

」
と

し
た

方
が

良
い

の
で

は
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
3

4
章

P
1
0
2

2
1
行

那
覇

港
及

び
那

覇
港

を
基

軸
と

す
る

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

、
国

際
物

流
産

業
の

集
積

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

那
覇

空
港

 及
び

 ・
那

覇
港

及
び

中
城

湾
港

新
港

地
区

を
機

軸
と

す
る

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

、
国

際
物

流
産

業
の

集
積

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

中
城

湾
港

の
あ

る
う

る
ま

・
沖

縄
地

区
も

「
国

際
物

流
拠

点
産

業
集

積
地

域
」
に

指
定

さ
れ

て
い

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4

4
章

P
1
0
3

8
行

リ
ー

ド
タ

イ
ム

リ
ー

ド
タ

イ
ム

（
所

要
時

間
）

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
5

4
章

P
1
0
3

2
8
行

国
際

航
空

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

向
け

て
、

関
連

施
設

の
整

備
促

進
、

物
流

機
能

の
強

化
等

に
よ

り
航

空
物

流
産

業
の

サ
ー

ビ
ス

・
コ

ス
ト

両
面

で
の

国
際

競
争

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

国
際

線
の

拡
充

に
向

け
て

復
便

及
び

新
規

路
線

の
誘

致
に

取
り

組
む

。

国
際

航
空

物
流

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
強

化
に

向
け

て
、

関
連

施
設

の
整

備
促

進
、

物
流

機
能

の
強

化
等

に
よ

り
航

空
物

流
産

業
の

サ
ー

ビ
ス

・
コ

ス
ト

両
面

で
の

国
際

競
争

力
を

高
め

る
と

と
も

に
、

国
際

路
線

の
拡

充
に

向
け

て
運

休
路

線
の

復
便

及
び

新
規

路
線

の
誘

致
に

取
り

組
む

。

復
便

の
誘

致
だ

と
な

ぜ
復

便
だ

け
か

と
い

う
疑

問
に

思
う

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
6

4
章

P
1
0
4

5
行

片
荷

　
創

貨
〈
説

明
文

案
〉

・
片

荷
輸

送
・
・
・
物

流
に

お
い

て
、

往
路

ま
た

は
復

路
の

ど
ち

ら
か

一
方

に
し

か
荷

物
を

積
ま

な
い

こ
と

。
非

効
率

な
貨

物
輸

送
に

繋
が

り
、

物
流

コ
ス

ト
増

加
の

一
因

と
な

っ
て

い
る

。
・
創

貨
・
・
・
港

湾
に

お
け

る
貨

物
の

創
出

。
外

部
か

ら
港

湾
物

流
に

関
連

す
る

企
業

の
立

地
を

図
り

、
新

た
な

物
流

を
生

み
出

す
こ

と
。

物
流

施
設

の
立

地
等

に
よ

り
国

内
外

の
貨

物
に

付
加

価
値

を
与

え
た

貨
物

な
ど

。

専
門

用
語

で
な

く
、

わ
か

る
言

葉
に

変
え

ら
れ

な
い

か
。

片
荷

：
片

方
向

荷
物

　
創

貨
：
貨

物
需

要
の

創
出

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

5
7

4
章

P
1
0
4

2
7
行

（
追

加
挿

入
）

P
.1

0
4
 _
2
7
行

目
④

 空
港

・
港

湾
へ

の
ア

ク
セ

ス
強

化
に

向
け

た
陸

上
輸

送
の

基
盤

整
備

　
那

覇
港

と
背

後
の

主
要

ア
ク

セ
ス

道
で

あ
る

臨
港

道
路

港
湾

１
号

線
及

び
周

辺
の

都
市

内
道

路
に

お
い

て
慢

性
的

な
渋

滞
が

発
生

し
て

お
り

、
円

滑
な

港
湾

貨
物

の
輸

送
に

支
障

を
き

た
し

て
い

る
。

今
後

、
総

合
物

流
セ

ン
タ

ー
の

 整
備

拡
充

な
ど

港
湾

機
能

の
強

化
が

進
む

に
つ

れ
、

さ
ら

に
渋

滞
が

悪
化

す
る

こ
と

が
懸

念
さ

れ
る

こ
と

か
ら

引
き

続
き

渋
滞

対
策

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。
　

ま
た

、
那

覇
空

港
・
那

覇
港

の
連

携
強

化
と

と
も

に
、

背
後

地
に

国
際

物
流

拠
点

産
業

集
積

地
域

を
有

し
東

海
岸

地
域

の
産

業
支

援
港

湾
で

あ
る

中
城

湾
港

新
港

地
区

と
の

連
携

強
化

に
も

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

　
空

港
・
港

湾
の

国
際

物
流

機
能

を
活

用
し

た
産

業
の

集
積

、
 重

要
課

題
で

あ
る

那
覇

空
港

と
那

覇
港

の
連

 結
を

は
じ

め
と

す
る

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
の

実
現

に
向

 け
て

、
空

港
と

港
湾

、
空

港
・
港

湾
と

産
業

拠
点

と
の

ア
ク

セ
シ

ビ
リ

テ
ィ

 の
強

化
に

向
け

て
、

 が
重

要
で

あ
り

、
 那

覇
港

総
合

物
流

セ
ン

タ
ー

Ⅱ
期

・
Ⅲ

期
の

整
備

に
よ

 る
集

貨
等

に
伴

う
陸

上
貨

物
増

大
へ

の
対

応
や

、
那

 覇
空

港
及

び
ク

ル
ー

ズ
タ

ー
ミ

ナ
ル

か
ら

の
人

流
効

率
 化

を
含

め
た

交
通

の
円

滑
化

を
図

る
た

め
、

重
要

物
流

道
路

等
の

陸
上

輸
送

の
基

盤
整

備
 の

を
促

進
 に

取
り

 組
む

。
す

る
。

①
現

状
で

産
業

集
積

地
と

し
て

最
も

機
能

し
て

い
る

中
城

湾
港

と
の

連
結

が
必

要
。

②
狭

隘
化

・
老

朽
化

し
て

い
る

那
覇

港
を

補
完

す
る

た
め

、
中

城
湾

港
を

整
備

の
上

、
交

通
ア

ク
セ

ス
を

強
化

す
る

た
め

。
以

下
の

文
案

を
記

載
し

て
は

ど
う

か
。

「
ま

た
、

那
覇

港
の

狭
隘

化
・
老

朽
化

を
受

け
、

他
の

港
湾

と
の

複
合

的
な

整
備

・
開

発
は

不
可

欠
で

あ
る

。
｢沖

縄
県

東
海

岸
サ

ン
ラ

イ
ズ

ベ
ル

ト
構

想
｣に

も
あ

る
と

お
り

、
中

城
湾

港
の

産
業

支
援

港
湾

と
し

て
の

機
能

の
充

実
・
強

化
を

図
る

と
と

も
に

、
那

覇
空

港
や

那
覇

港
を

は
じ

め
と

し
た

西
海

岸
地

域
と

の
連

携
・
役

割
分

担
や

有
機

的
連

携
の

推
進

、
相

乗
効

果
発

揮
の

た
め

に
、

基
幹

道
路

の
整

備
に

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
。

」

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
8

4
章

P
1
0
5

2
2
行

コ
ー

ル
ド

チ
ェ

ー
ン

　
ロ

ジ
ス

テ
ィ

ッ
ク

ス
　

セ
ン

ト
ラ

ル
キ

ッ
チ

ン
－

「
冷

凍
流

通
体

系
　

物
流

管
理

　
集

中
調

理
施

設
」
な

ど
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
専

門
用

語
の

表
記

方
法

等
に

つ
い

て
は

、
計

画
全

体
の

取
扱

の
中

で
、

県
民

に
分

か
り

や
す

い
よ

う
に

対
応

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

5
9

4
章

P
1
0
6

2
7
行

ブ
ラ

ン
デ

ィ
ン

グ
－

「
顧

客
満

足
度

向
上

」
な

ど
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
ブ

ラ
ン

デ
ィ

ン
グ

と
は

、
ブ

ラ
ン

ド
化

の
た

め
の

戦
略

の
意

味
と

し
て

一
般

的
に

使
わ

れ
る

用
語

と
し

て
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

6
0

4
章

P
1
0
7

2
0
行

エ
コ

シ
ス

テ
ム

「
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
」

エ
コ

シ
ス

テ
ム

は
一

般
に

は
生

物
に

関
連

し
た

生
態

系
。

こ
の

文
脈

で
は

「
ビ

ジ
ネ

ス
生

態
系

」
が

よ
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
1

4
章

P
1
0
7

2
7
行

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

経
済

へ
の

転
換

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
型

の
経

済
成

長
へ

の
転

換
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
2

4
章

P
1
0
7

3
3
行

エ
コ

シ
ス

テ
ム

「
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
」

エ
コ

シ
ス

テ
ム

は
一

般
に

は
生

物
に

関
連

し
た

生
態

系
。

こ
の

文
脈

で
は

「
ビ

ジ
ネ

ス
生

態
系

」
が

よ
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
3

4
章

P
1
0
8

8
行

異
な

る
分

野
の

プ
レ

イ
ヤ

ー
の

「
異

な
る

分
野

間
の

マ
ッ

チ
ン

グ
」

日
本

語
と

し
て

適
当

で
な

い
。

辞
典

に
よ

れ
ば

プ
レ

イ
ヤ

ー
は

、
プ

レ
イ

ヤ
ー

ド
【
L
a 

P
le

ia
de

 フ
ラ

ン
ス

】
。

プ
レ

ー
ヤ

ー
【
pl

ay
e
r】

は
①

競
技

者
。

②
演

技
者

。
演

奏
者

。
③

レ
コ

ー
ド

‐
プ

レ
ー

ヤ
ー

・
C

D
プ

レ
ー

ヤ
ー

な
ど

の
略

と
な

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
「
異

な
る

分
野

の
　

ま
た

は
　

異
な

る
分

野
の

間
の

」
な

ど
と

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
4

4
章

P
1
0
8

1
8
行

エ
コ

シ
ス

テ
ム

「
絶

え
間

な
く
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

が
創

出
さ

れ
る

イ
ノ

ベ
ー

シ
ョ

ン
・
エ

コ
シ

ス
テ

ム
」

エ
コ

シ
ス

テ
ム

は
一

般
に

は
生

物
に

関
連

し
た

生
態

系
。

こ
の

文
脈

で
は

「
ビ

ジ
ネ

ス
生

態
系

」
が

よ
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
5

4
章

P
1
0
9

1
3
行

ハ
ン

ズ
オ

ン
支

援
「
各

段
階

に
応

じ
た

支
援

に
取

り
組

む
」

「
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

（
専

門
家

派
遣

）
」
な

ど
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
6

4
章

P
1
1
0

1
6
行

バ
リ

ュ
ー

チ
ェ

ー
ン

一
連

の
流

れ
の

中
で

価
値

を
生

み
出

す
バ

リ
ュ

ー
チ

ェ
ー

ン
カ

タ
カ

ナ
だ

け
で

は
わ

か
り

に
く
い

た
め

、
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
7

4
章

P
1
1
3

1
1
行

ビ
ジ

ネ
ス

を
通

じ
て

社
会

課
題

を
解

決
し

、
社

会
の

変
革

を
も

た
ら

す
ソ

ー
シ

ャ
ル

・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

を
促

進
す

る

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

（
ビ

ジ
ネ

ス
を

通
じ

て
社

会
課

題
を

解
決

し
、

社
会

の
変

革
を

も
た

ら
す

こ
と

）
を

促
進

す
る

定
義

で
あ

る
こ

と
を

明
確

に
す

べ
き

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

6
8

4
章

P
1
1
3

2
1
行

本
県

の
置

か
れ

た
特

殊
な

諸
事

情
…

マ
ッ

チ
ン

グ
の

推
進

－
具

体
性

に
欠

け
、

専
門

用
語

を
並

べ
た

だ
け

と
い

う
よ

う
な

印
象

を
受

け
や

す
い

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
沖

縄
の

政
策

課
題

の
解

消
に

向
け

た
E
S
G

を
意

識
し

た
企

業
活

動
の

事
例

と
し

て
、

以
下

の
よ

う
な

こ
と

が
挙

げ
ら

れ
る

。
・
耕

作
放

棄
地

か
ら

の
赤

土
流

出
を

防
止

す
る

た
め

、
緑

肥
（
花

）
に

よ
る

観
光

資
源

の
開

発
及

び
ハ

チ
ミ

ツ
採

取
を

行
い

、
特

産
品

を
生

み
出

す
・
離

島
の

高
コ

ス
ト

な
電

力
シ

ス
テ

ム
を

改
善

さ
せ

る
べ

く
、

太
陽

光
発

電
と

蓄
電

池
に

よ
り

電
力

需
要

の
平

準
化

を
図

る
事

業
を

展
開

し
、

再
生

エ
ネ

ル
ギ

ー
の

普
及

及
び

電
力

コ
ス

ト
の

低
減

を
図

る
。

　
沖

縄
の

政
策

課
題

解
決

に
向

け
た

S
D

G
ｓ
の

取
組

に
つ

い
て

は
幅

広
い

ア
プ

ロ
ー

チ
が

あ
り

、
個

々
の

企
業

の
ア

イ
デ

ア
や

ノ
ウ

ハ
ウ

に
よ

り
幅

広
い

業
種

、
全

く
新

し
い

事
業

展
開

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

、
各

企
業

や
団

体
の

取
組

事
例

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

県
が

実
施

し
て

い
る

S
D

G
ｓ
パ

ー
ト

ナ
ー

制
度

の
H

P
に

多
く
掲

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

引
き

続
き

こ
れ

ら
を

活
用

し
、

本
稿

で
の

具
体

的
な

事
業

内
容

の
例

示
等

は
行

わ
な

い
こ

と
と

し
た

い
。

6
9

4
章

P
1
1
3

2
1
行

E
S
G

-
E
S
G

が
唐

突
に

表
れ

て
い

る
。

「
E
S
G

 (
E
n
vi

ro
n
m

e
n
ta

l, 
S
o
c
ia

l, 
an

d 
C

o
rp

o
ra

te
 G

o
ve

rn
an

c
e
; 
社

会
的

お
よ

び
環

境
的

要
因

に
対

す
る

企
業

の
集

合
的

な
誠

実
性

の
評

価
)」

と
す

る
な

ど
説

明
が

必
要

で
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

第
２

章
１

－
⑴

②
「
S
D

G
sの

展
開

」
（
P

６
、

3
0
行

）
で

E
S
G

の
説

明
を

記
載

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
ど

お
り

と
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
0

4
章

P
1
1
3

2
9
行

新
た

な
ビ

ジ
ネ

ス
モ

デ
ル

　
こ

れ
ま

で
の

行
政

が
主

体
と

な
っ

て
行

っ
て

い
た

社
会

課
題

解
決

の
取

り
組

み
を

民
間

事
業

者
の

持
つ

新
た

な
視

点
・
手

法
を

活
か

し
て

ビ
ジ

ネ
ス

化
す

る
取

り
組

み
に

転
換

す
る

支
援

や
民

間
事

業
者

と
の

協
働

を
通

じ
て

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
に

取
り

組
む

。

具
体

性
に

欠
け

、
専

門
用

語
を

た
だ

並
べ

た
だ

け
と

い
う

よ
う

な
印

象
を

受
け

や
す

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
1

4
章

P
1
1
3

3
0
行

ビ
ジ

ネ
ス

に
よ

る
社

会
課

題
解

決
を

図
る

ソ
ー

シ
ャ

ル
・
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

の
促

進
に

－
具

体
性

に
欠

け
、

専
門

用
語

を
た

だ
並

べ
た

だ
け

と
い

う
よ

う
な

印
象

を
受

け
や

す
い

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
委

員
か

ら
の

意
見

に
よ

り
、

P
1
1
3
の

1
1
行

及
び

2
9
行

を
修

正
す

る
こ

と
か

ら
、

当
該

箇
所

に
つ

い
て

は
原

案
の

と
お

り
と

す
る

。

7
2

4
章

P
1
2
5

5
行

ハ
ン

ズ
オ

ン
支

援
－

「
専

門
家

派
遣

」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
ハ

ン
ズ

オ
ン

支
援

に
は

、
専

門
家

派
遣

だ
け

で
な

く
、

専
門

的
な

職
員

、
委

託
業

者
に

よ
る

助
言

や
、

経
営

体
制

・
自

主
財

源
確

保
に

向
け

た
銀

行
等

へ
の

調
整

対
応

、
材

料
調

達
先

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
事

業
連

携
先

の
マ

ッ
チ

ン
グ

、
タ

ー
ゲ

ッ
ト

層
へ

の
マ

ー
ケ

テ
ィ

ン
グ

リ
サ

ー
チ

等
、

各
事

業
者

に
応

じ
た

個
々

の
対

応
が

該
当

し
ま

す
の

で
、

原
文

ま
ま

で
考

え
て

お
り

ま
す

。

7
3

4
章

P
1
2
5

2
7
行

サ
ポ

ー
テ

ィ
ン

グ
産

業
サ

ポ
ー

テ
ィ

ン
グ

産
業

（
工

業
を

支
え

る
中

小
企

業
、

部
品

メ
ー

カ
な

ど
）

カ
タ

カ
ナ

だ
け

で
は

わ
か

ら
な

い
た

め
、

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
4

4
章

P
1
2
6

2
5
行

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

－
「
訪

日
外

国
人

旅
行

」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

イ
ン

バ
ウ

ン
ド

市
場

と
は

、
訪

日
外

国
人

（
日

本
を

観
光

目
的

で
訪

れ
る

外
国

人
）
か

ら
派

生
す

る
全

て
の

消
費

マ
ー

ケ
ッ

ト
を

差
し

て
お

り
、

旅
行

に
限

定
さ

れ
な

い
た

め
、

原
文

ま
ま

と
致

し
ま

す
。

30



別
紙

１
－

１
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頁
行

新
た

な
振

興
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本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
5

4
章

P
1
2
7

6
行

E
C

E
C

(電
子

商
取

引
)

「
電

子
商

取
引

」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
6

4
章

P
1
2
7

1
9
行

建
設

産
業

の
高

度
化

を
促

進
し

、
 「
建

設
産

業
の

高
度

化
を

促
進

し
、

県
内

は
も

と
よ

り
、

 ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

に
積

極
的

に
技

術
貢

献
し

う
る

 グ
ロ

ー
バ

ル
産

業
と

し
て

の
新

た
な

展
開

に
取

り
組

 む
。

」
　

建
設

産
業

に
お

い
て

は
、

B
IM

/
C

IM
に

よ
る

調
査

・
設

計
・
施

工
・
維

持
管

理
の

各
段

階
に

お
け

る
３

次
元

モ
デ

ル
の

連
携

、
３

次
元

計
測

に
よ

る
点

群
を

用
い

た
維

持
管

理
の

効
率

化
や

災
害

時
対

応
の

迅
速

化
等

、
設

計
か

ら
維

持
管

理
や

災
害

時
を

含
め

た
建

設
分

野
に

お
け

る
i-

C
o
n
st

ru
c
ti
o
n
の

推
進

と
活

用
に

よ
る

生
産

性
向

上
に

取
り

組
む

。
更

に
、

こ
れ

ら
で

得
ら

れ
た

デ
ー

タ
の

他
分

野
を

含
め

た
新

た
な

活
用

に
取

り
組

み
、

イ
ン

フ
ラ

分
野

の
D

X
を

促
進

す
る

。

Ａ
Ｉや

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
デ

ー
タ

が
必

要
で

あ
り

、
計

画
に

、
何

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
か

、
何

を
計

測
す

る
か

と
い

う
こ

と
を

表
現

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
7

4
章

P
1
2
7

3
1
行

　
社

会
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

産
学

官
連

携
の

下
、

自
然

環
境

の
保

全
・
再

生
、

循
環

型
・
低

炭
素

都
市

づ
く
り

、
沖

縄
ら

し
い

風
景

づ
く
り

、
耐

震
化

・
老

朽
化

及
び

長
寿

命
化

、
生

産
性

の
向

上
等

に
対

応
し

た
新

た
な

工
法

・
資

材
等

の
技

術
開

発
に

取
り

組
む

。

　
社

会
ニ

ー
ズ

に
対

応
す

る
た

め
、

新
た

な
工

法
・
資

材
等

の
技

術
開

発
に

取
り

組
む

企
業

や
大

学
等

と
連

携
し

、
自

然
環

境
の

保
全

・
再

生
、

循
環

型
・
低

炭
素

都
市

づ
く
り

、
沖

縄
ら

し
い

風
景

づ
く
り

、
耐

震
化

・
老

朽
化

及
び

長
寿

命
化

、
生

産
性

の
向

上
等

に
関

す
る

取
組

を
促

進
す

る
。

　
 新

た
な

技
術

開
発

に
つ

い
て

は
、

産
学

官
連

携
の

も
と

で
取

り
組

む
こ

と
と

な
っ

て
お

り
、

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
や

具
体

的
な

進
め

方
を

記
載

し
て

ほ
し

い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

7
8

4
章

P
1
2
8

1
行

島
し

ょ
性

や
亜

熱
帯

性
等

の
地

域
特

性
に

よ
り

培
わ

れ
て

き
た

技
術

な
ど

、
県

内
建

設
業

の
強

み
や

幅
広

い
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

活
用

し
、

海
外

建
設

市
場

等
の

新
市

場
へ

の
進

出
促

進
に

取
り

組
む

。

島
し

ょ
性

や
亜

熱
帯

性
等

の
地

域
特

性
に

よ
り

培
わ

れ
て

き
た

技
術

な
ど

、
県

内
建

設
業

の
強

み
や

産
・
学

・
官

の
幅

広
い

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

等
を

活
用

し
、

海
外

建
設

市
場

等
の

新
市

場
へ

の
進

出
促

進
に

取
り

組
む

。

　
台

風
に

強
い

住
宅

な
ど

の
沖

縄
の

建
設

技
術

に
つ

い
て

、
ア

ジ
ア

の
島

し
ょ

国
へ

の
売

り
込

み
は

可
能

と
考

え
る

が
、

建
設

産
業

界
だ

け
で

は
厳

し
い

た
め

県
と

一
緒

に
タ

ッ
グ

を
組

ん
で

推
進

し
て

い
く
。

そ
れ

ぞ
れ

の
役

割
な

ど
に

つ
い

て
具

体
的

に
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

7
9

4
章

P
1
2
8

4
行

米
軍

発
注

工
事

に
つ

い
て

は
、

県
内

建
設

業
者

に
対

す
る

き
め

細
か

な
参

入
支

援
に

取
り

組
む

ほ
か

、
高

率
ボ

ン
ド

（
履

行
保

証
）
制

度
の

軽
減

緩
和

な
ど

米
軍

に
対

す
る

入
札

要
件

緩
和

要
請

に
取

り
組

む
。

－
　

米
軍

発
注

工
事

に
お

け
る

履
行

保
証

、
ボ

ン
ド

枠
の

構
築

に
つ

い
て

、
沖

縄
振

興
開

発
金

融
公

庫
に

お
い

て
そ

の
役

割
を

担
え

な
い

か
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

　
現

振
興

計
画

策
定

に
あ

た
り

、
国

に
対

し
て

、
沖

縄
振

興
開

発
金

融
公

庫
が

ボ
ン

ド
保

証
を

支
援

す
る

「
米

軍
発

注
工

事
へ

の
県

内
建

設
業

者
参

入
支

援
制

度
」
の

創
設

を
要

望
し

た
が

、
法

改
正

が
必

要
な

た
め

、
断

念
し

た
経

緯
が

あ
る

。

8
0

4
章

P
1
4
0

1
4
行

ア
　

次
世

代
の

通
信

環
境

に
対

応
し

た
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

 □
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
は

大
き

な
組

織
に

組
み

込
ま

れ
る

こ
と

 な
く
、

数
の

力
が

得
ら

れ
、

お
互

い
に

違
う

も
の

同
士

を
 引

き
合

わ
せ

、
そ

れ
ぞ

れ
が

お
互

い
の

知
識

や
技

術
 を

補
完

す
る

こ
と

で
一

人
ず

つ
で

は
で

き
な

い
こ

と
を

可
 能

に
す

る
。

各
地

に
散

在
す

る
安

価
で

良
質

な
ヒ

ト
、

モ
 ノ

、
カ

ネ
、

情
報

等
の

生
産

要
素

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

効
 率

的
に

組
み

合
わ

せ
、

商
品

化
す

る
と

い
う

コ
ー

デ
ィ

 ネ
ー

ト
力

に
よ

っ
て

、
産

業
立

地
の

不
利

性
を

克
服

し
 比

較
劣

位
を

比
較

優
位

に
転

換
で

き
る

の
で

あ
る

。
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

発
達

は
、

市
場

の
理

論
、

組
織

の
理

 論
に

続
く
第

３
の

理
論

と
呼

ば
れ

単
に

経
済

発
展

を
超

 え
て

文
明

の
展

開
そ

の
も

の
を

規
定

す
る

と
さ

え
い

わ
 れ

て
い

る
。

□
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

経
済

の
主

体
は

、
…

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
メ

リ
ッ

ト
を

駆
使

す
れ

ば
、

…
島

し
ょ

で
狭

小
な

本
県

に
と

っ
て

画
期

的
な

経
営

戦
略

の
土

台
と

な
る

。
□

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

、
産

業
や

教
育

、
医

療
、

防
災

等
、

社
会

の
様

々
な

分
野

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

や
産

業
競

争
力

の
強

化
に

お
い

て
、

５
G

や
B

e
yo

n
d５

G
な

ど
、

次
世

代
の

通
信

環
境

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
り

、
海

洋
島

し
ょ

圏
の

新
た

な
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

、
離

島
を

含
め

た
、

次
世

代
の

超
高

速
通

信
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

こ
の

ま
ま

で
は

全
国

一
般

的
な

記
述

で
あ

り
、

沖
縄

の
特

異
性

を
踏

ま
え

た
記

述
が

少
な

い
。

具
体

性
に

欠
け

る
。

　
そ

の
た

め
離

島
に

対
す

る
施

策
を

踏
ま

え
た

記
述

、
産

業
に

対
す

る
施

策
を

踏
ま

え
た

記
述

、
防

災
の

基
盤

と
し

て
の

記
述

、
教

育
の

基
盤

と
し

て
の

記
述

な
ど

が
必

要
で

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
1

4
章

P
1
4
0

1
7
行

各
地

に
 □

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

は
大

き
な

組
織

に
組

み
込

ま
れ

る
こ

と
 な

く
、

数
の

力
が

得
ら

れ
、

お
互

い
に

違
う

も
の

同
士

を
 引

き
合

わ
せ

、
そ

れ
ぞ

れ
が

お
互

い
の

知
識

や
技

術
 を

補
完

す
る

こ
と

で
一

人
ず

つ
で

は
で

き
な

い
こ

と
を

可
 能

に
す

る
。

各
地

に
散

在
す

る
安

価
で

良
質

な
ヒ

ト
、

モ
 ノ

、
カ

ネ
、

情
報

等
の

生
産

要
素

を
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
で

効
 率

的
に

組
み

合
わ

せ
、

商
品

化
す

る
と

い
う

コ
ー

デ
ィ

 ネ
ー

ト
力

に
よ

っ
て

、
産

業
立

地
の

不
利

性
を

克
服

し
 比

較
劣

位
を

比
較

優
位

に
転

換
で

き
る

の
で

あ
る

。
 ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

発
達

は
、

市
場

の
理

論
、

組
織

の
理

 論
に

続
く
第

３
の

理
論

と
呼

ば
れ

単
に

経
済

発
展

を
超

 え
て

文
明

の
展

開
そ

の
も

の
を

規
定

す
る

と
さ

え
い

わ
 れ

て
い

る
。

□
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
に

よ
り

経
済

の
主

体
は

、
…

デ
ジ

タ
ル

社
会

の
メ

リ
ッ

ト
を

駆
使

す
れ

ば
、

…
島

し
ょ

で
狭

小
な

本
県

に
と

っ
て

画
期

的
な

経
営

戦
略

の
土

台
と

な
る

。
□

S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

、
産

業
や

教
育

、
医

療
、

防
災

等
、

社
会

の
様

々
な

分
野

に
お

け
る

デ
ジ

タ
ル

化
の

推
進

や
産

業
競

争
力

の
強

化
に

お
い

て
、

５
G

や
B

e
yo

n
d５

G
な

ど
、

次
世

代
の

通
信

環
境

の
整

備
が

不
可

欠
で

あ
り

、
海

洋
島

し
ょ

圏
の

新
た

な
イ

ン
フ

ラ
と

し
て

、
離

島
を

含
め

た
、

次
世

代
の

超
高

速
通

信
環

境
の

整
備

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
る

。

こ
の

段
落

は
と

く
に

沖
縄

県
と

無
関

係
の

印
象

を
受

け
る

。
例

え
ば

左
の

よ
う

に
挿

入
し

、
ほ

か
の

段
落

と
同

じ
く
ら

い
に

短
く
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
2

4
章

P
1
4
0

2
7
行

・
3
-
(1

2
)-

ア
次

世
代

の
通

信
環

境
に

対
応

し
た

情
報

通
信

基
盤

の
整

備
・
「
リ

ー
ド

文
お

よ
び

①
未

来
創

造
の

情
報

通
信

基
盤

の
構

築
」

・
リ

ー
ド

文
「
S
o
c
ie

ty
5
.0

の
実

現
に

向
け

、
～

次
世

代
の

超
高

速
通

信
の

環
境

整
備

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
」

・
①

「
D

X
 の

基
盤

と
な

る
～

、
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

に
取

り
組

む
。

～
、

離
島

を
含

め
た

、
次

世
代

の
超

高
速

通
信

の
環

境
整

備
に

取
組

む
必

要
が

あ
る

。
「
離

島
を

含
め

た
、

次
世

代
の

超
高

速
通

信
の

環
境

整
備

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

」
に

つ
い

て
、

非
常

に
重

要
な

記
述

だ
と

考
え

る
が

、
こ

こ
で

「
検

討
す

る
」
と

い
う

表
現

は
不

要
で

は
な

い
か

。
（
「
検

討
す

る
」
と

し
た

意
図

が
あ

れ
ば

教
え

て
い

た
だ

き
た

い
。

）
※

P
.7

1
で

は
「
5
G

や
B

e
yo

n
d5

G
な

ど
次

世
代

の
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

に
取

り
組

む
」
と

し
て

い
る

。
※

P
.7

3
で

は
、

離
島

の
情

報
通

信
基

盤
と

し
て

「
5
G

な
ど

次
世

代
の

超
高

速
通

信
環

境
の

普
及

促
進

に
取

り
組

む
」
と

し
て

い
る

。
ま

た
、

次
の

①
の

項
目

で
は

、
こ

こ
に

だ
け

「
ロ

ー
カ

ル
5
G

の
導

入
」
に

つ
い

て
の

言
及

が
あ

る
が

、
「
ロ

ー
カ

ル
5
G

」
に

つ
い

て
は

、
こ

こ
に

だ
け

登
場

し
て

い
る

と
認

識
。

（
何

か
意

図
が

あ
る

の
で

あ
れ

ば
教

え
て

い
た

だ
き

た
い

。
）

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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8
3

4
章

P
1
4
1

4
行

イ
　

世
界

水
準

の
拠

点
空

港
等

の
整

備

□
　

ア
ジ

ア
の

玄
関

の
役

割
を

担
う

べ
く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
向

け
た

３
Ｆ

、
Ｆ

re
e
「
楽

に
」
、

Ｆ
as

t
＆

Ｓ
e
am

le
ss

「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
Ｆ

u
n
「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
空

港
整

備
を

促
進

す
る

。

－
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
沖

縄
の

地
理

的
優

位
性

を
活

か
し

た
「
世

界
最

高
水

準
」
と

し
て

の
空

港
整

備
を

行
う

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
、

そ
の

文
言

を
追

加
す

る
。

イ
　

世
界

最
高

水
準

の
拠

点
空

港
等

の
整

備

□
　

ア
ジ

ア
の

玄
関

の
役

割
を

担
う

べ
く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
向

け
た

３
Ｆ

、
Ｆ

re
e
「
楽

に
」
、

Ｆ
as

t＆
Ｓ

e
am

le
ss

「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
Ｆ

u
n
「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
世

界
最

高
水

準
の

空
港

整
備

を
促

進
す

る
。

ま
た

、
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

と
は

具
体

的
に

ど
こ

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
る

の
か

？
世

界
水

準
の

定
義

が
為

さ
れ

な
い

ま
ま

旅
客

数
を

成
果

指
標

に
置

い
て

い
る

こ
と

の
関

連
性

が
難

し
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】
　

・
　

「
イ

　
世

界
最

高
水

準
の

拠
点

空
港

等
の

整
備

」
に

つ
い

て
　

国
内

外
に

あ
る

世
界

最
高

と
評

価
さ

れ
る

空
港

と
那

覇
空

港
を

比
較

す
る

と
、

空
港

の
規

模
や

機
能

、
サ

ー
ビ

ス
、

国
際

航
空

路
線

数
な

ど
、

様
々

な
面

で
格

差
が

あ
る

も
の

と
認

識
し

て
お

り
ま

す
。

　
県

と
し

ま
し

て
は

、
今

後
１

０
年

の
計

画
期

間
に

お
い

て
、

ま
ず

は
「
世

界
水

準
」
の

拠
点

空
港

化
に

向
け

て
、

国
や

関
係

機
関

と
連

携
し

、
着

実
に

取
り

組
ん

で
い

く
方

針
と

し
て

お
り

、
原

文
の

と
お

り
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

・
「
□

　
ア

ジ
ア

の
玄

関
～

対
応

す
る

世
界

最
高

水
準

の
空

港
整

備
を

促
進

す
る

。
」
に

つ
い

て
　

県
と

し
ま

し
て

は
、

空
港

機
能

等
の

強
化

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

ビ
ル

の
快

適
性

向
上

、
国

内
外

の
航

空
路

線
網

の
拡

充
や

、
交

通
機

関
と

の
ス

ム
ー

ズ
な

接
続

な
ど

、
様

々
な

取
組

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

と
し

て
評

価
さ

れ
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

当
該

文
は

「
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

化
」
に

向
け

て
の

様
々

な
取

組
の

一
つ

に
つ

い
て

説
明

し
た

も
の

で
あ

り
、

当
該

箇
所

の
追

記
で

は
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

や
先

端
技

術
を

活
用

し
た

設
備

等
の

導
入

の
み

が
世

界
最

高
水

準
と

誤
解

を
招

く
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

の
で

、
原

文
の

と
お

り
と

す
る

。
　

ま
た

国
内

に
お

き
ま

し
て

は
、

羽
田

空
港

、
成

田
空

港
、

関
西

国
際

空
港

な
ど

が
国

内
外

の
空

港
利

用
者

か
ら

世
界

水
準

の
拠

点
空

港
と

し
て

評
価

さ
れ

て
お

り
、

那
覇

空
港

が
目

指
す

機
能

や
サ

ー
ビ

ス
を

有
す

る
空

港
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
な

お
、

県
と

し
ま

し
て

は
、

今
後

１
０

年
の

計
画

期
間

に
お

い
て

、
那

覇
空

港
に

係
る

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
や

、
世

界
水

準
と

評
価

さ
れ

る
主

要
空

港
の

サ
ー

ビ
ス

や
機

能
等

の
研

究
に

取
り

組
み

、
把

握
し

た
ニ

ー
ズ

や
不

足
し

て
い

る
能

力
に

対
応

す
る

機
能

の
強

化
を

、
国

や
関

係
機

関
と

連
携

し
て

着
実

に
進

め
る

こ
と

で
、

旅
客

利
便

性
が

向
上

し
、

那
覇

空
港

の
「
年

間
旅

客
数

」
の

増
加

に
つ

な
が

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

8
4

4
章

P
1
4
2

5
行

Ｃ
ＩＱ

C
IQ

と
は

、
C

u
st

o
m

〈
税

関
〉
、

Im
m

ig
ra

ti
o
n
〈
出

入
国

管
理

〉
、

Q
u
ar

an
ti
n
e
〈
検

疫
〉
の

略
C

IQ
は

一
般

に
は

わ
か

ら
な

い
た

め
、

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

8
5

4
章

P
1
4
2

7
行

M
aa

S
等

に
よ

る
－

説
明

を
加

え
る

か
、

「
IC

T
を

活
用

し
た

」
に

変
え

る
な

ど
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。
M

aa
S
は

一
般

に
は

わ
か

ら
な

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
M

aa
S
に

つ
い

て
は

、
3
3
頁

1
0
行

目
の

「
1
-
(1

)-
ウ

人
と

環
境

に
優

し
い

ま
ち

づ
く
り

の
推

進
」
の

中
で

概
要

を
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
、

原
文

の
ま

ま
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
6

4
章

P
1
4
3

6
行

A
I 
や

Io
T
 等

の
IC

T
 を

活
用

し
た

港
湾

の
建

設
・
維

持
管

理
・
運

営
サ

イ
ク

ル
全

体
の

ス
マ

ー
ト

化
・
強

靱
化

を
推

進
し

、
沖

縄
型

ス
マ

ー
ト

ポ
ー

ト
の

形
成

に
向

け
検

討
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。

－
Ａ

Ｉや
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
が

必
要

で
あ

り
、

計
画

に
、

何
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

か
、

何
を

計
測

す
る

か
と

い
う

こ
と

を
表

現
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】
　

　
国

に
お

い
て

は
、

平
成

3
0
年

７
月

「
港

湾
の

中
長

期
施

策
 

P
O

R
T
2
0
3
0
 （

国
土

交
通

省
港

湾
局

）
」
の

中
で

、
情

報
通

信
技

術
を

活
用

し
た

港
湾

の
ス

マ
ー

ト
化

・
強

靱
化

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

沖
縄

型
ス

マ
ー

ト
ポ

ー
ト

の
形

成
に

向
け

た
具

体
的

な
取

り
組

み
に

つ
い

て
は

、
本

県
各

港
湾

の
特

性
や

利
用

者
意

見
等

を
踏

ま
え

て
今

後
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

、
本

意
見

に
つ

き
ま

し
て

は
、

今
後

の
検

討
の

際
に

十
分

留
意

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

8
7

4
章

P
1
4
3

1
2
行

国
内

外
と

の
海

上
交

通
の

結
節

点
と

な
る

港
湾

の
拠

点
機

能
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
拡

充
に

よ
り

、
経

済
・
産

業
の

競
争

力
向

上
や

持
続

可
能

な
発

展
等

に
よ

る
自

立
型

経
済

の
構

築
を

実
現

す
る

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

国
内

外
と

の
海

上
交

通
の

結
節

点
と

な
る

港
湾

の
拠

点
機

能
や

シ
ー

・
ア

ン
ド

・
エ

ア
な

ど
多

様
な

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
拡

充
に

よ
り

、
経

済
・
産

業
の

競
争

力
向

上
や

持
続

可
能

な
発

展
等

に
よ

る
自

立
型

経
済

の
構

築
を

実
現

す
る

次
に

掲
げ

る
施

策
を

推
進

す
る

。

　
　

他
の

と
こ

ろ
で

は
出

て
く
る

が
、

こ
こ

に
も

「
シ

ー
＆

エ
ア

ー
」
と

い
う

言
葉

が
使

わ
れ

て
い

な
い

。
空

港
と

港
湾

を
連

結
さ

せ
、

シ
ー

＆
エ

ア
ー

の
機

能
向

上
か

ら
ま

お
一

体
化

し
た

整
備

に
つ

い
て

も
こ

の
部

分
に

表
現

は
必

要
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

8
8

4
章

P
1
4
3

2
2
行

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
〈
説

明
文

案
〉

モ
ー

ダ
ル

シ
フ

ト
・
・
・
輸

送
手

段
を

転
換

す
る

こ
と

。
具

体
的

に
は

ト
ラ

ッ
ク

に
よ

る
貨

物
輸

送
を

船
舶

等
の

環
境

負
荷

の
小

さ
い

輸
送

手
段

へ
転

換
さ

せ
、

C
O

2
排

出
量

を
抑

制
す

る
と

と
も

に
、

ト
ラ

ッ
ク

ド
ラ

イ
バ

ー
不

足
を

解
消

す
る

た
め

の
取

組
み

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

8
9

4
章

P
1
4
3

2
7
行

Ｒ
O

R
O

船
〈
説

明
文

案
〉

R
O

R
O

船
・
・
貨

物
を

積
ん

だ
ト

ラ
ッ

ク
や

荷
台

(シ
ャ

ー
シ

)ご
と

輸
送

す
る

船
舶

の
こ

と
。

船
尾

や
船

側
に

ゲ
ー

ト
を

有
し

、
ト

ラ
ッ

ク
ま

た
は

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
で

貨
物

の
積

み
卸

し
を

行
う

。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
0

4
章

P
1
4
3

2
7
行

特
に

…
取

り
組

む
。

　
特

に
、

新
港

ふ
頭

地
区

に
つ

い
て

は
、

R
O

R
O

 船
の

大
型

化
や

内
貿

貨
物

の
増

大
等

に
よ

り
那

覇
港

全
体

の
貨

物
の

７
割

が
集

中
し

て
お

り
、

 い
る

こ
と

か
ら

、
 那

覇
港

の
港

湾
施

設
用

地
等

の
拡

大
や

臨
港

産
業

等
の

産
業

集
積

の
た

め
の

 に
必

要
と

な
る

展
開

用
地

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
。

 に
つ

い
て

は
、

こ
の

た
め

、
港

湾
施

設
の

拡
張

等
に

対
す

る
様

々
な

方
策

を
検

討
し

、
新

た
な

内
外

貿
ユ

ニ
ッ

ト
ロ

ー
ド

タ
ー

ミ
ナ

ル
等

の
整

備
、

各
ふ

頭
の

機
能

再
編

、
那

覇
港

及
び

周
辺

地
域

の
物

流
倉

庫
の

更
新

・
整

備
等

を
図

り
 る

こ
と

で
、

港
湾

施
設

の
拡

張
等

 に
対

す
る

様
々

な
方

策
を

検
討

し
、

内
貿

貨
物

に
対

す
る

港
湾

機
能

の
充

実
に

取
り

組
む

。

文
が

長
い

の
で

、
最

後
の

方
で

は
文

頭
が

何
だ

っ
た

の
か

わ
か

ら
な

い
。

三
つ

に
分

け
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
1

4
章

P
1
4
3

3
0
行

ユ
ニ

ッ
ト

ロ
ー

ド
〈
説

明
文

案
〉

・
内

外
貿

ユ
ニ

ッ
ト

ロ
ー

ド
タ

ー
ミ

ナ
ル

・
・
・
国

内
外

へ
輸

送
す

る
（
ま

た
は

国
内

外
か

ら
輸

送
さ

れ
る

）
貨

物
の

中
で

、
雑

貨
な

ど
の

貨
物

を
コ

ン
テ

ナ
等

で
一

つ
に

ま
と

め
た

貨
物

（
ユ

ニ
ッ

ト
ロ

ー
ド

貨
物

）
を

取
り

扱
う

ふ
頭

（
タ

ー
ミ

ナ
ル

）

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

9
2

4
章

P
1
4
3

3
4
行

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
〈
説

明
文

案
〉

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
・
・
飛

行
機

（
フ

ラ
イ

）
と

船
（
ク

ル
ー

ズ
）
を

組
み

合
わ

せ
た

旅
行

の
こ

と
。

具
体

的
に

は
、

飛
行

機
で

国
内

外
の

ク
ル

ー
ズ

船
の

発
着

地
ま

で
行

き
、

ク
ル

ー
ズ

を
楽

し
む

旅
行

。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
3

4
章

P
1
4
3

3
4
行

□
 東

洋
の

カ
リ

ブ
構

想
の

実
現

に
向

け
、

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
等

の
付

加
価

値
の

高
い

ク
ル

ー
ズ

誘
致

を
行

う
た

め
、

ク
ル

ー
ズ

バ
ー

ス
の

整
備

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

浦
添

ふ
頭

地
区

に
お

い
て

は
、

富
裕

層
の

長
期

滞
在

型
観

光
の

拠
点

と
な

る
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

に
向

け
て

、
自

然
環

境
を

活
か

し
、

ビ
ー

チ
・
マ

リ
ー

ナ
等

か
ら

構
成

す
る

観
光

・
ビ

ジ
ネ

ス
の

拠
点

形
成

の
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
。

□
  東

洋
の

カ
リ

ブ
構

想
の

実
現

に
向

け
、

フ
ラ

イ
・
ア

ン
ド

・
ク

ル
ー

ズ
等

の
付

加
価

値
の

高
い

ク
ル

ー
ズ

誘
致

を
行

う
た

め
、

ク
ル

ー
ズ

バ
ー

ス
の

整
備

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

浦
添

ふ
頭

地
区

に
お

い
て

は
、

富
裕

層
の

長
期

滞
在

型
観

光
の

拠
点

と
な

る
世

界
か

ら
選

ば
れ

る
持

続
可

能
な

観
光

地
の

形
成

に
向

け
て

、
自

然
環

境
を

活
か

し
、

ビ
ー

チ
・
マ

リ
ー

ナ
等

か
ら

構
成

す
る

観
光

・
ビ

ジ
ネ

ス
の

拠
点

形
成

の
実

現
に

向
け

て
取

り
組

む
。

「
東

洋
の

カ
リ

ブ
構

想
」
は

コ
ロ

ナ
前

の
構

想
で

あ
り

、
新

計
画

に
向

け
て

構
想

自
体

を
見

直
し

、
時

代
の

潮
流

に
合

っ
た

構
想

に
す

る
必

要
が

あ
る

。
な

お
、

構
想

見
直

し
の

際
に

「
東

洋
の

○
○

」
と

い
っ

た
発

想
で

は
な

く
、

沖
縄

を
中

心
に

据
え

た
構

想
名

称
に

し
て

頂
き

た
い

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
4

4
章

P
1
4
4

1
6
行

ス
ー

パ
ー

ヨ
ッ

ト
〈
説

明
文

案
〉

ス
ー

パ
ー

ヨ
ッ

ト
・
・
・
一

般
的

に
外

国
人

富
裕

層
な

ど
が

個
人

所
有

す
る

全
長

8
0
 フ

ィ
ー

ト
以

上
(2

4
m

以
上

)
の

大
型

ク
ル

ー
ザ

ー
の

こ
と

。
別

名
「
メ

ガ
ヨ

ッ
ト

」
と

呼
ば

れ
る

こ
と

も
あ

る
。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

9
5

4
章

P
1
4
4

1
8
行

親
水

空
間

〈
説

明
文

案
〉

親
水

空
間

・
・
・
水

に
親

し
む

空
間

。
例

え
ば

、
水

際
ま

で
近

づ
く
こ

と
が

で
き

る
あ

る
い

は
、

安
全

、
快

適
に

水
面

を
見

る
こ

と
が

で
き

る
空

間
な

ど
。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

9
6

4
章

P
1
4
5

1
4
行

B
P

C
〈
説

明
文

案
〉

B
C

P
・
・
・
(B

u
si

n
e
ss

 C
o
n
ti
n
u
it
y 

P
la

n
の

頭
文

字
)業

務
継

続
計

画
。

災
害

発
生

時
に

機
能

低
下

を
最

小
限

に
し

、
早

期
の

機
能

回
復

を
図

る
た

め
の

対
応

策
等

を
定

め
た

計
画

。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。

9
7

4
章

P
1
4
5

2
1
行

Ｃ
ＩＱ

〈
説

明
文

案
〉

C
IQ

と
は

、
C

u
st

o
m

（
税

関
）
、

Im
m

ig
ra

ti
o
n
（
出

入
国

管
理

)、
Q

u
ar

an
ti
n
e
（
検

疫
）
の

略
。

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
別

立
て

で
用

語
集

の
項

目
を

設
け

る
か

、
対

象
ペ

ー
ジ

下
部

に
説

明
文

を
補

足
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

9
8

4
章

P
1
4
6

1
3
行

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

（
自

然
環

境
が

有
す

る
多

様
な

機
能

を
活

用
し

た
イ

ン
フ

ラ
）

「
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
（
自

然
環

境
利

用
）
」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
9

4
章

P
1
4
6

1
5
行

新
交

通
シ

ス
テ

ム
－

「
軌

道
車

な
ど

の
新

交
通

シ
ス

テ
ム

」
な

ど
具

体
例

を
入

れ
る

と
わ

か
る

の
で

は
な

い
か

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
こ

の
段

落
に

お
い

て
は

、
新

た
な

視
点

と
し

て
、

「
S
o
c
ie

ty
5
.0

」
、

「
グ

リ
ー

ン
イ

ン
フ

ラ
」
な

ど
と

同
様

に
例

示
は

せ
ず

、
原

文
の

ま
ま

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
　

ま
た

、
具

体
的

施
策

と
し

て
は

、
同

頁
2
3
行

目
以

降
、

①
か

ら
⑤

の
記

載
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

1
0
0

4
章

P
1
4
6

1
5
行

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

（
1
人

用
小

型
車

等
）

「
超

小
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
（
1
，

2
人

乗
り

車
）
」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
0
1

4
章

P
1
4
6

2
8
行

□
 さ

ら
に

、
地

域
間

を
結

ぶ
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

に
加

え
て

、
交

通
結

節
点

を
地

域
の

交
通

拠
点

（
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

）
と

し
て

整
備

し
、

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
活

用
し

た
ス

ム
ー

ズ
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
み

な
ら

ず
、

周
辺

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
発

信
・
収

集
機

能
、

防
災

機
能

、
拠

点
機

能
を

併
せ

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
都

市
中

心
部

に
お

け
る

歩
い

て
楽

し
む

賑
わ

い
の

あ
る

街
の

形
成

を
図

る
。

□
 さ

ら
に

、
地

域
間

を
結

ぶ
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

拡
充

に
加

え
て

、
交

通
結

節
点

を
地

域
の

交
通

拠
点

（
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

）
と

し
て

整
備

し
、

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
活

用
し

た
ス

ム
ー

ズ
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
み

な
ら

ず
、

周
辺

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
発

信
・
収

集
機

能
、

防
災

機
能

、
交

流
拠

点
機

能
を

併
せ

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
都

市
中

心
部

に
お

け
る

歩
い

て
楽

し
む

賑
わ

い
の

あ
る

街
の

形
成

を
図

る
。

　
南

城
市

の
事

例
が

記
さ

れ
て

い
ま

す
が

、
そ

の
書

き
方

は
公

共
駐

車
場

を
活

用
し

た
バ

ス
タ

ー
ミ

ナ
ル

、
と

い
う

交
通

だ
け

か
ら

見
た

解
釈

と
な

っ
て

い
る

。
　

日
本

各
地

の
過

疎
地

域
で

行
わ

れ
て

い
る

道
の

駅
を

中
心

と
し

た
自

動
運

転
の

取
り

組
み

で
は

、
道

の
駅

を
交

通
結

節
点

と
し

て
だ

け
で

は
な

く
、

診
療

所
も

あ
り

、
日

常
的

な
買

い
物

を
す

る
場

で
も

あ
り

、
こ

れ
ら

を
通

じ
て

多
様

な
世

代
の

人
が

集
う

場
所

に
な

っ
て

い
ま

す
。

南
城

市
の

交
通

結
節

点
で

は
、

中
高

生
が

勉
強

し
た

り
、

高
齢

者
が

お
茶

を
飲

み
な

が
ら

話
を

し
た

り
、

と
多

様
な

世
代

が
集

え
る

場
を

提
供

し
て

い
ま

す
。

（
イ

ン
ク

ル
ー

シ
ブ

な
社

会
を

作
る

た
め

の
場

の
創

造
）
こ

の
こ

と
は

、
地

域
公

共
交

通
計

画
に

お
い

て
ク

ロ
ス

セ
ク

タ
ー

効
果

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

も
の

よ
り

さ
ら

に
広

く
と

ら
え

よ
う

と
し

て
い

ま
す

。
　

つ
ま

り
、

ど
の

よ
う

な
社

会
を

作
り

た
い

の
か

。
そ

れ
に

対
し

て
、

ど
の

よ
う

に
パ

ブ
リ

ッ
ク

と
プ

ラ
イ

ベ
ー

ト
の

交
通

を
組

み
合

わ
せ

る
の

か
を

考
え

る
必

要
が

あ
る

。
　

併
せ

て
、

中
南

部
都

市
圏

の
渋

滞
に

関
す

る
課

題
や

T
D

M
等

の
施

策
も

考
え

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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等
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結
　

果

1
0
2

4
章

P
1
4
7

1
0
行

②
 体

系
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

本
県

は
自

動
車

へ
の

依
存

度
が

高
く
、

自
動

車
保

有
台

数
の

増
加

、
レ

ン
タ

カ
ー

利
用

の
増

加
等

の
急

激
な

自
動

車
交

通
の

増
加

に
対

し
て

人
口

が
集

中
す

る
本

島
中

南
部

地
域

で
は

慢
性

的
な

交
通

渋
滞

が
発

生
し

て
お

り
、

－
県

土
の

均
衡

あ
る

発
展

に
結

び
つ

く
、

名
護

東
道

路
の

延
伸

、
う

る
ま

市
を

連
絡

す
る

横
断

道
路

の
記

載
、

普
天

間
基

地
跡

地
計

画
を

踏
ま

え
た

南
北

・
東

西
の

道
路

整
備

計
画

に
つ

い
て

、
丁

寧
か

つ
分

か
り

易
く
記

載
す

べ
き

。
　

ま
た

、
沖

縄
本

島
北

部
の

現
状

、
課

題
を

追
加

し
た

。
素

案
の

章
立

て
と

し
て

、
基

本
施

策
に

方
向

性
が

示
さ

れ
て

い
な

い
の

に
、

突
然

、
圏

域
で

施
策

が
示

さ
れ

る
の

に
違

和
感

が
あ

る
。

基
本

施
策

に
お

い
て

方
向

性
を

醸
し

出
す

必
要

が
あ

る
こ

と
か

ら
以

下
を

追
加

す
る

必
要

が
あ

る
。

②
体

系
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

　
名

護
東

道
路

が
6
.8

ｋ
ｍ

開
通

し
た

が
、

観
光

拠
点

を
有

す
る

本
部

方
面

へ
の

県
民

及
び

観
光

客
の

移
動

利
便

性
向

上
、

渋
滞

緩
和

、
道

路
防

災
機

能
強

化
を

図
る

必
要

が
あ

る
。

　
本

県
は

～

【
原

文
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
体

系
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
ハ

シ
ゴ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
主

要
路

線
や

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
調

査
中

路
線

等
を

明
記

し
て

お
り

ま
す

。
　

名
護

東
道

路
の

延
伸

に
つ

い
て

は
、

新
広

域
道

路
交

通
計

画
の

調
査

中
路

線
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

第
６

章
の

圏
域

別
展

開
の

北
部

圏
域

の
交

通
及

び
物

流
基

盤
の

整
備

（
２

０
５

頁
）
に

お
い

て
、

名
護

東
道

路
の

延
長

整
備

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
と

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
う

る
ま

市
を

連
絡

す
る

東
西

道
路

（
中

部
東

道
路

）
、

普
天

間
基

地
跡

地
計

画
を

踏
ま

え
た

南
北

・
東

西
の

道
路

（
中

部
縦

貫
道

路
、

宜
野

湾
横

断
道

路
）
に

つ
い

て
は

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
構

想
路

線
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

引
き

続
き

、
地

元
市

町
村

と
連

携
し

て
事

業
化

の
可

能
性

を
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

第
４

章
は

沖
縄

県
全

体
と

し
て

の
方

向
性

を
示

し
た

も
の

と
し

て
お

り
、

圏
域

別
の

具
体

的
な

施
策

の
方

向
性

は
第

６
章

の
圏

域
別

展
開

に
示

す
こ

と
と

し
て

い
ま

す
。

1
0
3

4
章

P
1
4
7

1
7
行

交
通

経
路

分
散

に
寄

与
す

る
２

環
状

７
放

射
道

路
の

整
備

な
ど

体
系

的
な

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

取
り

組
む

。

－
道

路
に

つ
い

て
は

、
整

備
に

つ
い

て
記

載
し

て
い

る
が

、
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
で

は
調

査
検

討
段

階
の

記
載

が
多

い
。

道
路

部
門

と
し

て
、

調
査

を
含

め
取

組
む

方
向

性
を

、
わ

か
り

易
く
記

述
し

て
欲

し
い

。
路

線
網

検
討

の
調

査
費

獲
得

に
向

け
て

、
以

下
を

記
載

す
べ

き
。

「
２

環
状

７
放

射
道

路
な

ど
に

つ
い

て
、

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
、

駐
留

軍
跡

地
等

を
活

用
し

た
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
強

化
の

検
討

、
整

備
な

ど
体

系
的

な
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
取

り
組

む
。

」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
第

５
章

の
駐

留
軍

用
地

跡
地

の
有

効
利

用
に

よ
る

県
土

構
造

の
再

編
に

お
い

て
、

（
１

７
９

頁
）
跡

地
を

活
用

し
た

骨
格

的
な

道
路

網
の

整
備

、
（
１

８
１

頁
）
体

系
的

な
幹

線
道

路
網

の
整

備
と

記
載

し
て

い
ま

す
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0
4

4
章

P
1
4
7

2
1
行

A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
の

新
技

術
等

を
活

用
し

て
道

路
利

用
を

効
率

化
し

、
歩

行
者

や
自

転
車

、
公

共
交

通
等

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

道
路

空
間

の
有

効
的

な
活

用
に

取
り

組
む

。

 A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
の

新
技

術
等

を
活

用
し

て
 道

路
利

用
を

効
率

化
し

、
歩

行
者

や
自

転
車

、
公

共
交

 通
等

の
多

様
な

ニ
ー

ズ
に

対
応

し
た

道
路

空
間

の
有

 効
的

な
活

用
に

取
り

組
む

。

道
路

空
間

の
有

効
活

用
策

が
イ

メ
ー

ジ
で

き
な

い
の

で
、

施
策

の
事

例
を

追
加

し
て

欲
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

該
当

箇
所

の
1
4
7
頁

2
1
行

と
1
4
8
頁

2
9
行

は
「
3
-
⑫

-
エ

　
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
」
の

中
で

重
複

す
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
ご

指
摘

の
1
4
7
頁

2
1
行

は
削

除
し

、
1
4
8
頁

2
9
行

目
以

降
で

ま
と

め
て

修
正

し
い

た
し

ま
す

。

1
0
5

4
章

P
1
4
7

2
2
行

有
効

的
な

 有
効

的
な

自
然

な
日

本
語

と
し

て
「
有

効
な

　
ま

た
は

　
効

果
的

な
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
　

該
当

箇
所

の
1
4
7
頁

2
1
行

と
1
4
8
頁

3
3
行

は
「
3
-
⑫

-
エ

　
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
」
の

中
で

重
複

す
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
ご

指
摘

の
1
4
7
頁

2
1
行

は
削

除
し

、
1
4
8
頁

2
9
行

目
以

降
で

ま
と

め
て

修
正

し
い

た
し

ま
す

。

1
0
6

4
章

P
1
4
8

7
行

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

、
都

市
間

を
つ

な
ぐ

公
共

交
通

の
基

幹
軸

と
し

て
、

骨
格

性
、

速
達

性
、

定
時

性
等

の
機

能
を

備
え

た
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

取
り

組
む

。

－
　

鉄
軌

道
に

つ
い

て
は

、
国

ま
か

せ
で

は
前

に
進

ま
な

い
た

め
、

沖
縄

県
が

ど
の

シ
ス

テ
ム

に
し

た
い

か
な

ど
の

方
針

を
早

め
に

決
め

て
進

め
て

い
く
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】
　

　
県

で
は

平
成

2
6
年

度
よ

り
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

け
る

計
画

案
づ

く
り

に
取

り
組

み
、

の
べ

6
万

2
千

人
の

方
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

等
を

踏
ま

え
、

平
成

3
0
年

5
月

に
、

起
終

点
や

概
略

ル
ー

ト
及

び
想

定
す

る
シ

ス
テ

ム
等

の
県

の
考

え
方

を
と

り
ま

と
め

た
「
沖

縄
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
書

」
を

策
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
ま

た
、

国
の

調
査

に
お

い
て

、
課

題
と

し
て

示
さ

れ
て

い
た

費
用

便
益

比
に

つ
い

て
、

検
討

の
結

果
、

1
を

超
え

る
ケ

ー
ス

を
確

認
し

、
令

和
2
年

8
月

に
開

催
し

た
学

識
経

験
者

に
よ

る
検

証
委

員
会

に
お

い
て

、
科

学
的

・
論

理
的

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
と

の
評

価
を

頂
い

た
と

こ
ろ

で
す

。
　

　
鉄

軌
道

に
つ

い
て

は
、

新
た

な
沖

縄
振

興
の

た
め

の
制

度
提

言
に

盛
り

込
ん

で
お

り
、

こ
れ

ま
で

の
調

査
結

果
等

も
踏

ま
え

つ
つ

、
鉄

軌
道

導
入

に
向

け
た

国
と

の
議

論
を

進
め

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
0
7

4
章

P
1
4
8

1
5
行

L
R

T
　

L
R

T
（
次

世
代

型
路

面
電

車
シ

ス
テ

ム
）

「
L
R

T
（
軽

量
軌

道
交

通
）
」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0
8

4
章

P
1
4
8

1
5
行

ま
た

、
交

通
渋

滞
の

緩
和

に
向

け
、

モ
ノ

レ
ー

ル
延

伸
や

L
R

T
 等

の
導

入
な

ど
多

様
な

都
市

内
交

通
に

つ
い

て
も

検
討

を
進

め
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
と

地
域

を
結

ぶ
利

便
性

の
高

い
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
て

取
り

組
む

。

－
　

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
は

、
コ

ス
ト

的
に

安
い

Ｂ
Ｒ

Ｔ
も

対
象

と
し

、
専

用
道

路
を

整
備

す
る

方
法

な
ど

を
含

め
推

進
す

る
こ

と
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

で
は

平
成

2
6
年

度
よ

り
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
案

づ
く
り

に
取

り
組

み
、

の
べ

6
万

2
千

人
の

方
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

等
を

踏
ま

え
、

平
成

3
0
年

5
月

に
「
沖

縄
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
書

」
を

策
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

計
画

書
に

お
い

て
は

、
那

覇
と

名
護

間
を

1
時

間
で

結
ぶ

た
め

に
は

、
時

速
1
0
0
キ

ロ
以

上
の

高
速

性
が

求
め

ら
れ

、
輸

送
力

と
し

て
は

、
小

型
鉄

道
程

度
が

必
要

と
さ

れ
て

い
る

と
こ

ろ
で

す
。

　
な

お
、

具
体

的
な

シ
ス

テ
ム

決
定

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
よ

り
具

体
的

に
検

討
を

行
う

構
想

段
階

の
次

の
計

画
段

階
に

お
い

て
、

現
場

の
状

況
や

経
済

性
、

技
術

開
発

の
動

向
等

を
踏

ま
え

な
が

ら
、

様
々

な
シ

ス
テ

ム
に

つ
い

て
幅

広
く
検

討
し

て
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

1
0
9

4
章

P
1
4
8

2
9
行

具
体

的
に

は
、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

、
リ

ア
ル

タ
イ

ム
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

A
I 
等

の
活

用
に

よ
る

交
通

シ
ス

テ
ム

や
自

動
運

転
等

に
よ

り
、

具
体

的
に

は
、

Ｉｏ
Ｔ

や
リ

ア
ル

タ
イ

ム
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
等

を
用

い
て

人
流

、
物

流
等

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
を

収
集

し
、

Ａ
Ｉ等

を
活

用
し

た
交

通
シ

ス
テ

ム
や

自
動

運
転

等
に

よ
り

Ａ
Ｉや

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
デ

ー
タ

が
必

要
で

あ
り

、
計

画
に

、
何

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
か

、
何

を
計

測
す

る
か

と
い

う
こ

と
を

表
現

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

※
　

該
当

箇
所

1
4
8
頁

2
9
行

は
、

1
4
7
頁

2
1
行

と
「
3
-
⑫

-
エ

　
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
」
の

中
で

重
複

す
る

内
容

と
な

っ
て

い
る

た
め

、
1
4
7
頁

2
1
行

は
削

除
し

、
1
4
8
頁

2
9
行

目
以

降
の

文
章

を
該

当
箇

所
を

含
め

て
ま

と
め

て
修

正
し

い
た

し
ま

す
。

1
1
0

4
章

P
1
4
9

1
行

道
路

空
間

へ
の

再
配

分
道

路
空

間
の

再
配

分
「
道

路
空

間
の

再
配

分
」
と

す
る

な
ど

自
然

な
日

本
語

と
し

て
は

ど
う

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
1

4
章

P
1
5
4

2
8
行

（
３

）
世

界
の

島
し

ょ
地

域
等

と
の

国
際

協
力

活
動

と
国

際
的

課
題

へ
の

貢
献

②
水

道
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
の

推
進

□
本

件
と

地
形

的
・
気

候
的

特
徴

が
類

似
す

る
太

平
洋

島
し

ょ
国

等
に

対
し

、
島

し
ょ

地
域

に
適

合
し

た
水

道
事

業
の

運
営

及
び

水
資

源
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
の

技
術

移
転

等
を

目
的

と
し

た
技

術
協

力
に

取
り

組
む

。

（
３

）
世

界
の

島
し

ょ
地

域
等

と
の

国
際

協
力

活
動

と
国

際
的

課
題

へ
の

貢
献

②
水

道
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
の

推
進

□
本

件
と

地
形

的
・
気

候
的

特
徴

が
類

似
す

る
太

平
洋

島
し

ょ
国

等
に

対
し

、
島

し
ょ

地
域

に
適

合
し

た
水

道
事

業
の

運
営

及
び

水
資

源
に

関
す

る
ノ

ウ
ハ

ウ
の

技
術

移
転

等
を

目
的

と
し

た
技

術
協

力
に

 技
術

協
力

に
J
IC

A
沖

縄
、

市
町

村
等

と
連

携
し

て
取

り
組

む
。

水
道

分
野

に
関

し
て

は
長

年
に

わ
た

る
、

県
企

業
局

、
県

内
市

町
村

、
J
IC

A
の

連
携

に
よ

る
国

際
協

力
が

展
開

さ
れ

て
い

る
た

め
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
2

4
章

P
1
5
5

2
7
行

危
機

管
理

に
－

太
平

洋
地

域
の

体
制

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
国

際
的

な
災

害
支

援
体

制
の

構
築

と
し

て
、

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

で
の

大
規

模
災

害
発

生
時

に
お

け
る

国
際

緊
急

援
助

活
動

へ
の

参
加

に
向

け
、

県
内

消
防

本
部

の
意

向
を

踏
ま

え
な

が
ら

、
国

際
消

防
救

助
隊

へ
の

登
録

の
要

望
を

行
っ

て
ま

い
り

ま
す

。
（
な

お
、

国
際

消
防

救
助

隊
に

つ
い

て
は

、
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

に
限

定
し

た
組

織
で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
）

1
1
3

4
章

P
1
5
6

9
行

関
係

人
口

関
係

人
口

（
定

住
人

口
、

交
流

人
口

以
外

の
地

域
と

多
様

に
関

わ
る

人
々

）
「
関

係
人

口
（
定

住
人

口
、

交
流

人
口

以
外

の
多

様
に

関
わ

る
人

々
）
」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
4

4
章

P
1
7
5

1
0
行

農
外

□
青

年
層

や
女

性
層

、
農

業
以

外
か

ら
の

新
規

参
入

者
、

～
自

然
な

日
本

語
と

し
て

「
農

業
以

外
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
1
5

4
章

P
1
7
5

1
8
行

産
業

化
産

業
界

誤
記

で
は

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
6

4
章

P
1
7
5

2
1
行

沖
縄

工
業

技
術

セ
ン

タ
ー

等
の

－
も

の
づ

く
り

産
業

の
社

会
人

向
け

の
高

度
技

術
講

習
（
セ

ミ
ナ

ー
）
を

受
け

ら
れ

る
こ

と
か

ら
「
沖

縄
工

業
技

術
セ

ン
タ

ー
、

職
業

能
力

開
発

大
学

校
等

の
」
と

し
て

は
ど

う
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
委

員
意

見
の

職
業

能
力

開
発

訓
練

大
学

校
（
沖

縄
ポ

リ
テ

ク
カ

レ
ッ

ジ
）
や

沖
縄

職
業

能
力

 開
発

促
進

セ
ン

タ
ー

（
ポ

リ
テ

ク
沖

縄
）
は

、
厚

生
労

働
省

所
管

の
機

関
と

な
っ

て
お

り
、

労
働

局
の

事
業

と
し

て
、

雇
用

の
安

定
の

立
場

か
ら

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
し

て
お

り
ま

す
。

　
県

の
推

進
す

る
も

の
づ

く
り

産
業

振
興

の
観

点
か

ら
の

施
策

的
な

人
材

育
成

事
業

と
は

異
な

る
た

め
、

素
案

に
つ

い
て

は
原

文
ま

ま
と

致
し

ま
す

が
、

今
後

の
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
1
7

5
章

P
1
8
4

3
2
行

　
万

国
津

梁
の

精
神

の
下

、
世

界
を

結
ぶ

架
け

橋
と

し
て

の
交

流
を

通
し

、
我

が
国

及
び

ア
ジ

ア
・
太

平
洋

地
域

と
と

も
に

発
展

し
て

い
く
た

め
、

空
港

、
港

湾
、

道
路

、
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

な
ど

必
要

な
基

盤
整

備
や

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

機
能

の
強

化
を

戦
略

的
に

進
め

て
い

く
。

－
「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

」
と

は
鉄

道
以

外
に

ど
ん

な
シ

ス
テ

ム
を

考
え

て
い

る
の

か
具

体
的

に
説

明
し

て
く
だ

さ
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】
　

　
県

土
の

均
衡

あ
る

発
展

の
観

点
か

ら
、

那
覇

と
名

護
を

1
時

間
で

結
ぶ

鉄
軌

道
導

入
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

、
時

速
1
0
0
km

以
上

の
シ

ス
テ

ム
が

求
め

ら
れ

て
い

る
と

こ
ろ

で
す

。
　

こ
の

た
め

、
平

成
3
0
年

に
策

定
し

た
「
沖

縄
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
書

」
に

お
い

て
は

、
鉄

道
、

モ
ノ

レ
ー

ル
、

A
G

T
、

H
S
S
T
、

専
用

軌
道

を
走

る
L
R

T
を

想
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
が

、
具

体
的

に
ど

の
シ

ス
テ

ム
を

選
定

す
る

か
に

つ
い

て
は

今
後

、
よ

り
具

体
的

な
検

討
を

行
う

計
画

段
階

に
お

い
て

、
現

場
の

状
況

、
経

済
性

等
を

踏
ま

え
な

が
ら

幅
広

く
検

討
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

1
1
8

5
章

P
1
8
5

7
行

　
広

域
交

流
拠

点
の

那
覇

と
北

部
圏

域
の

中
心

都
市

で
あ

る
名

護
を

１
時

間
で

結
ぶ

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

導
入

実
現

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

規
制

緩
和

等
に

よ
る

交
通

・
物

流
コ

ス
ト

の
大

幅
な

低
減

に
よ

る
豊

か
な

住
民

生
活

の
実

現
を

図
り

、
ア

ジ
ア

を
基

軸
と

し
た

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
な

ど
自

立
型

経
済

の
構

築
に

必
要

不
可

欠
な

条
件

整
備

を
図

り
、

物
流

・
商

流
が

横
断

的
に

連
携

し
た

国
際

的
な

競
争

力
の

強
化

に
取

り
組

む
。

－
「
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

」
の

導
入

に
よ

り
、

既
存

の
路

線
バ

ス
が

廃
業

の
影

響
を

受
け

る
こ

と
に

な
り

、
補

償
措

置
を

講
じ

る
べ

き
で

は
な

い
か

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
鉄

軌
道

の
導

入
は

、
鉄

軌
道

と
路

線
バ

ス
等

が
連

携
す

る
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
し

、
過

度
な

自
動

車
利

用
か

ら
多

く
の

県
民

を
公

共
交

通
へ

利
用

転
換

さ
せ

る
こ

と
を

目
的

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
鉄

軌
道

の
導

入
に

係
る

需
要

予
測

に
よ

る
と

、
バ

ス
の

利
用

者
数

は
、

バ
ス

を
主

な
移

動
手

段
と

し
て

用
い

る
利

用
者

数
は

減
少

す
る

も
の

の
、

鉄
軌

道
駅

へ
の

ア
ク

セ
ス

手
段

と
し

て
用

い
る

利
用

者
が

現
れ

る
た

め
、

バ
ス

利
用

者
全

体
と

し
て

は
、

増
加

が
見

込
ま

れ
て

お
り

ま
す

。
　

県
と

し
て

は
、

鉄
軌

道
導

入
に

あ
た

っ
て

は
、

鉄
軌

道
と

路
線

バ
ス

と
の

乗
り

継
ぎ

を
ス

ム
ー

ズ
に

行
え

る
よ

う
な

交
通

結
節

点
の

整
備

や
M

aa
S
の

導
入

促
進

等
、

関
係

者
と

連
携

し
て

取
り

組
ん

で
行

く
こ

と
と

し
て

お
り

、
こ

れ
ら

取
り

組
み

を
通

し
て

公
共

交
通

全
体

の
安

定
的

運
営

に
つ

な
げ

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

43



別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1
9

5
章

P
1
8
5

9
行

□
 道

路
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

本
島

の
南

北
軸

と
東

西
軸

を
有

機
的

に
結

ぶ
ハ

シ
ゴ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

な
ど

体
系

的
な

幹
線

道
路

網
の

構
築

を
図

る
ほ

か
、

主
要

渋
滞

箇
所

に
お

い
て

交
差

点
改

良
を

行
う

渋
滞

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

対
策

に
取

り
組

む
。

－
　

「
道

路
の

整
備

に
つ

い
て

は
、

「
沖

縄
本

島
南

北
軸

と
東

西
軸

を
有

機
的

に
結

ぶ
幹

線
道

路
網

（
ハ

シ
ゴ

道
路

）
な

ど
、

体
系

的
な

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
」
の

記
述

は
あ

る
が

、
高

速
道

路
の

延
長

に
つ

い
て

は
、

記
載

が
な

い
。

　
観

光
産

業
の

振
興

や
、

北
部

地
域

の
振

興
の

観
点

か
ら

、
沖

縄
自

動
車

道
（
高

速
道

路
）
の

延
長

（
名

護
市

許
田

か
ら

本
部

町
ま

で
）
に

つ
い

て
、

以
下

を
記

述
し

て
頂

き
た

い
。

「
さ

ら
に

、
沖

縄
自

動
車

道
（
高

速
道

路
）
の

延
長

（
名

護
市

許
田

か
ら

本
部

町
ま

で
）
を

検
討

す
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
国

に
お

い
て

、
高

規
格

道
路

で
あ

る
名

護
東

道
路

（
数

久
田

～
伊

差
川

）
の

整
備

が
進

め
ら

れ
て

お
り

、
同

道
路

の
伊

差
川

か
ら

先
の

延
伸

に
つ

い
て

は
、

第
６

章
の

圏
域

別
展

開
の

北
部

圏
域

の
交

通
及

び
物

流
基

盤
の

整
備

（
２

０
５

頁
）
に

お
い

て
、

名
護

東
道

路
の

延
長

整
備

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
と

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
第

４
章

や
第

５
章

は
ハ

シ
ゴ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

や
２

環
状

７
放

射
道

路
の

構
築

等
の

体
系

的
な

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

取
り

組
む

と
記

載
し

て
お

り
、

名
護

東
道

路
の

延
伸

も
含

ま
れ

ま
す

。

1
2
0

5
章

P
1
8
5

1
2
行

交
通

渋
滞

な
ど

本
県

で
起

き
て

い
る

様
々

な
問

題
の

解
決

に
向

け
て

は
、

ス
マ

ー
ト

シ
テ

ィ
や

ス
マ

ー
ト

ア
イ

ラ
ン

ド
の

概
念

を
踏

ま
え

、
A

I、
Io

T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

の
県

民
・
観

光
客

目
線

で
の

活
用

等
に

よ
り

、
交

通
や

行
政

サ
ー

ビ
ス

等
に

係
る

社
会

基
盤

を
効

率
的

に
管

理
・
運

営
す

る
こ

と
で

課
題

の
解

決
を

図
っ

て
い

く
。

－
Ａ

Ｉや
デ

ィ
ー

プ
ラ

ー
ニ

ン
グ

に
つ

い
て

は
、

デ
ジ

タ
ル

化
さ

れ
た

デ
ー

タ
が

必
要

で
あ

り
、

計
画

に
、

何
を

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

す
る

か
、

何
を

計
測

す
る

か
と

い
う

こ
と

を
表

現
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
ど

お
り

】
　

現
時

点
に

お
い

て
は

、
Io

T
を

活
用

し
て

人
流

や
物

流
等

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
得

ら
れ

た
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
を

A
Iを

使
っ

て
分

析
す

る
こ

と
を

想
定

し
て

お
り

ま
す

が
、

あ
ら

ゆ
る

可
能

性
を

残
し

た
く
、

表
現

を
簡

略
化

し
て

お
り

ま
す

。

1
2
1

5
章

P
1
8
7

1
5
行

P
P

P
 ／

 P
F
I 
や

S
IB

（
S
o
c
ia

l 
Im

pa
c
t 

B
o
n
d）

な
ど

、
官

民
連

携
に

よ
る

新
た

な
財

源
の

確
保

や
有

効
活

用
を

基
本

方
向

に
、

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
資

金
を

活
用

す
る

事
業

手
法

の
導

入
に

取
り

組
み

、
行

政
コ

ス
ト

の
低

減
や

資
金

調
達

の
多

様
化

を
推

進
す

る
。

P
P

P
 ／

 P
F
I 
や

S
IB

（
S
o
c
ia

l 
Im

pa
c
t 

B
o
n
d）

な
ど

、
官

民
連

携
に

よ
る

新
た

な
財

源
の

確
保

や
有

効
活

用
を

基
本

方
向

に
、

地
元

企
業

の
積

極
的

参
画

を
含

め
た

民
間

事
業

者
の

ノ
ウ

ハ
ウ

や
資

金
を

活
用

す
る

事
業

手
法

の
導

入
に

取
り

組
み

行
政

コ
ス

ト
の

低
減

や
資

金
調

達
の

多
様

化
を

推
進

す
る

。

P
F
Iに

お
い

て
は

、
建

設
、

管
理

、
資

金
調

達
の

面
に

お
い

て
高

度
な

能
力

を
企

業
に

求
め

ら
れ

る
。

P
F
Iの

実
施

に
あ

た
っ

て
は

、
県

内
企

業
が

参
画

で
き

活
躍

で
き

る
シ

ス
テ

ム
作

り
が

必
要

で
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
2

6
章

P
1
8
9

1
8
行

地
震

、
台

風
、

集
中

豪
雨

や
感

染
症

な
ど

、
強

大
化

す
る

自
然

災
害

や
様

々
な

リ
ス

ク
等

に
対

す
る

危
機

管
理

体
制

の
強

化
、

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

両
面

か
ら

の
防

災
･減

災
対

策
の

強
化

を
進

め
、

災
害

に
強

い
強

靱
な

県
土

づ
く
り

に
取

り
組

む
。

－
島

し
ょ

県
沖

縄
に

お
け

る
国

土
強

靭
化

は
沖

縄
の

固
有

課
題

で
あ

り
、

そ
れ

が
伝

わ
る

よ
う

丁
寧

に
以

下
の

記
述

し
て

欲
し

い
。

「
ソ

フ
ト

面
」
と

「
ハ

ー
ド

」
面

を
分

け
て

記
述

す
る

。
「
海

水
面

の
上

昇
や

ス
ー

パ
ー

台
風

等
に

も
耐

え
ら

れ
る

よ
う

、
電

線
の

地
中

化
、

海
外

護
岸

、
防

波
堤

の
１

ｍ
嵩

上
、

公
共

構
造

物
の

耐
風

化
な

ど
県

土
の

強
靱

化
を

図
る

」
旨

の
記

述
を

追
加

す
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

ソ
フ

ト
、

ハ
ー

ド
面

の
基

本
施

策
は

第
４

章
2
-
⑻

に
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
台

風
な

ど
の

自
然

災
害

時
に

お
け

る
緊

急
輸

送
機

能
の

確
保

の
た

め
の

市
街

地
等

の
緊

急
輸

送
道

路
に

お
け

る
無

電
柱

化
に

つ
い

て
は

、
第

4
章

2
-
（
8
）
-
イ

-
④

「
緊

急
時

に
お

け
る

輸
送

機
能

及
び

避
難

地
等

の
確

保
」
に

お
い

て
記

載
し

て
お

り
ま

す
。

　
ご

指
摘

の
と

お
り

、
地

球
温

暖
化

に
起

因
す

る
気

候
変

動
を

踏
ま

え
た

防
災

減
災

は
、

ハ
ー

ド
面

の
対

策
が

重
要

で
あ

り
ま

す
が

、
自

然
災

害
を

ハ
ー

ド
対

策
の

み
で

賄
う

の
は

困
難

で
す

。
国

に
お

い
て

も
、

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

両
面

か
ら

の
防

災
･減

災
対

策
の

強
化

を
推

進
す

る
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2
3

6
章

P
1
9
2

2
4
行

自
然

資
源

や
歴

史
資

源
等

の
保

全
を

図
り

、
観

光
振

興
や

産
業

振
興

等
に

資
す

る
土

地
利

用
を

広
域

的
か

つ
計

画
的

に
展

開
し

て
い

く
た

め
、

中
南

部
都

市
圏

を
一

体
の

都
市

と
し

て
捉

え
、

駐
留

軍
用

地
の

返
還

も
見

据
え

た
都

市
計

画
区

域
の

再
編

を
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

る
。

 自
然

資
源

や
歴

史
資

源
等

の
保

全
を

図
り

、
観

光
振

 興
や

産
業

振
興

等
に

資
す

る
土

地
利

用
を

広
域

的
か

 つ
計

画
的

に
展

開
し

て
い

く
た

め
、

中
南

部
都

市
圏

を
 一

体
の

都
市

と
し

て
捉

え
、

駐
留

軍
用

地
の

返
還

も
見

 据
え

た
都

市
計

画
区

域
の

再
編

を
視

野
に

入
れ

た
取

 組
を

進
め

る
。

　
今

後
、

中
南

部
都

市
圏

に
お

い
て

返
還

が
予

定
さ

れ
て

い
る

大
規

模
な

駐
留

軍
用

地
跡

地
や

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
の

導
入

と
連

動
し

、
自

然
資

源
や

歴
史

資
源

等
の

保
全

を
図

り
、

観
光

振
興

や
産

業
振

興
等

に
資

す
る

土
地

利
用

を
広

域
的

に
展

開
し

て
い

く
た

め
、

関
係

市
町

村
と

連
携

の
下

、
地

域
が

求
め

る
ま

ち
づ

く
り

等
、

市
町

村
の

実
情

を
加

味
し

た
う

え
で

、
中

南
部

都
市

圏
を

一
体

の
都

市
と

し
て

捉
え

、
都

市
計

画
区

域
の

再
編

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
都

市
圏

の
形

成
に

資
す

る
土

地
利

用
や

交
通

政
策

を
総

合
的

か
つ

計
画

的
に

推
進

し
て

い
く
。

　
1
0
0
万

都
市

圏
ま

た
は

政
令

都
市

並
で

あ
る

中
南

部
都

市
圏

に
つ

い
て

は
、

少
な

く
と

も
道

路
、

公
共

交
通

、
土

地
利

用
を

総
合

的
に

考
え

る
こ

と
が

絶
対

的
に

必
要

で
あ

る
。

中
南

部
都

市
圏

マ
ス

タ
ー

プ
ラ

ン
が

あ
っ

て
も

い
い

く
ら

い
で

あ
り

、
ど

こ
が

主
体

と
な

っ
て

検
討

し
、

い
つ

ま
で

に
何

を
す

る
の

か
を

新
た

な
振

興
計

画
の

中
で

明
確

に
記

載
し

て
ほ

し
い

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
4

6
章

P
1
9
4

1
行

沖
縄

本
島

の
南

北
軸

を
東

西
に

連
結

す
る

ハ
シ

ゴ
道

路
や

南
部

東
道

路
の

整
備

、
中

城
湾

沿
岸

の
産

業
集

積
地

域
等

を
結

ぶ
新

規
幹

線
道

路
の

整
備

に
向

け
た

取
組

、
公

共
交

通
の

充
実

・
強

化
な

ど
円

滑
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

図
る

。

－
う

る
ま

市
長

の
マ

ニ
フ

ェ
ス

ト
に

あ
る

道
路

整
備

を
追

加
。

質
問

：
中

城
湾

沿
岸

の
産

業
集

積
地

域
等

を
結

ぶ
新

規
幹

線
道

路
に

つ
い

て
、

路
線

名
も

し
く
は

場
所

が
わ

か
る

よ
う

に
以

下
の

記
載

を
し

て
欲

し
い

。
（
ど

こ
の

道
路

か
わ

か
ら

な
い

）
「
沖

縄
本

島
の

南
北

軸
を

東
西

に
連

結
す

る
ハ

シ
ゴ

道
路

や
南

部
東

道
路

の
整

備
、

中
城

湾
沿

岸
の

産
業

集
積

地
域

等
を

結
ぶ

新
規

幹
線

道
路

、
う

る
ま

市
海

中
道

路
と

高
速

道
路

と
を

結
ぶ

新
規

路
線

等
の

整
備

に
向

け
た

取
組

、
公

共
交

通
の

充
実

・
強

化
な

ど
円

滑
な

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
を

図
る

。
」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
体

系
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
ハ

シ
ゴ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
主

要
路

線
や

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
調

査
中

路
線

等
を

明
記

し
て

お
り

ま
す

。
　

中
部

東
道

路
（
う

る
ま

市
サ

ン
ラ

イ
ズ

地
域

と
高

速
道

路
を

結
ぶ

地
域

高
規

格
道

路
）
に

つ
い

て
は

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
構

想
路

線
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

引
き

続
き

、
う

る
ま

市
と

連
携

し
て

事
業

化
の

可
能

性
を

検
討

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
2
5

6
章

P
1
9
4

2
7
行

島
し

ょ
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
低

速
で

走
行

す
る

電
気

自
動

車
な

ど
島

し
ょ

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

具
体

的
に

何
か

を
示

す
と

わ
か

る
様

に
「
電

気
自

転
車

な
ど

島
し

ょ
型

モ
ビ

リ
テ

ィ
」
と

し
て

は
ど

う
か

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2
6

6
章

P
1
9
5

2
行

住
み

慣
れ

た
島

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

定
住

条
件

の
整

備
・
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
地

域
住

民
の

安
全

・
安

心
と

利
便

性
を

支
え

る
シ

ー
ム

レ
ス

な
島

し
ょ

型
交

通
体

系
の

整
備

と
安

定
的

な
運

用
を

図
る

住
み

慣
れ

た
島

で
安

心
し

て
暮

ら
し

続
け

ら
れ

る
よ

う
、

定
住

条
件

の
整

備
・
向

上
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
交

流
・
関

係
人

口
を

拡
大

す
る

取
組

を
一

体
的

に
推

進
し

、
地

域
の

特
性

に
合

わ
せ

た
島

内
交

通
手

段
な

ど
、

地
域

住
民

の
安

全
・
安

心
と

利
便

性
を

支
え

る
シ

ー
ム

レ
ス

な
島

し
ょ

型
交

通
体

系
の

整
備

と
安

定
的

な
運

用
を

図
る

。

「
シ

ー
ム

レ
ス

な
島

嶼
型

交
通

体
系

の
整

備
と

安
定

的
な

運
用

」
と

は
何

で
し

ょ
う

か
？

生
活

交
通

確
保

維
持

改
善

事
業

な
ど

を
使

っ
て

コ
ミ

バ
ス

を
運

行
し

て
い

る
と

こ
ろ

も
あ

り
ま

す
が

、
知

識
不

足
も

あ
り

効
果

的
な

運
用

が
で

き
て

い
な

い
よ

う
に

も
思

わ
れ

ま
す

。
外

部
人

材
と

の
連

携
が

必
要

だ
と

思
い

ま
す

。
（
関

係
人

口
か

も
し

れ
ま

せ
ん

が
）

ま
た

、
島

民
と

観
光

客
の

流
動

だ
け

で
な

く
、

モ
ノ

の
移

動
や

高
齢

者
の

移
動

と
い

う
観

点
を

総
合

化
し

た
上

で
、

何
を

、
い

つ
、

ど
こ

か
ら

ど
こ

へ
運

ぶ
の

か
（
島

に
来

た
だ

け
で

は
ダ

メ
）
？

を
有

機
的

に
つ

な
げ

て
論

理
を

組
む

べ
き

で
す

が
、

そ
の

よ
う

な
観

点
が

見
ら

れ
ま

せ
ん

。
（
港

か
ら

家
ま

で
荷

物
を

運
べ

な
い

高
齢

者
世

帯
の

増
加

へ
の

対
応

は
？

）
ま

た
、

長
期

間
船

が
運

行
で

き
な

い
と

き
の

対
応

は
？

運
ぶ

の
か

ス
ト

ッ
ク

す
る

の
か

？
こ

の
こ

と
を

島
だ

け
で

考
え

て
も

ら
う

こ
と

は
難

し
い

で
す

。
一

方
で

モ
デ

ル
性

の
高

い
取

り
組

み
で

も
あ

り
ま

す
。

小
規

模
コ

ミ
ュ

ニ
テ

ィ
に

お
け

る
地

域
適

正
技

術
（
ハ

イ
テ

ク
で

あ
る

必
要

は
あ

り
ま

せ
ん

）
に

よ
る

モ
ビ

リ
テ

ィ
モ

デ
ル

と
し

て
の

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

に
な

り
う

る
と

思
い

ま
す

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2
7

6
章

P
1
9
5

2
8
行

過
疎

債
・
・
経

過
措

置
期

間
終

了
後

、
過

疎
地

域
の

市
町

村
に

特
別

に
発

行
が

認
め

ら
れ

る
過

疎
対

策
事

業
債

が
活

用
で

き
な

く
な

る
た

め
、

・
・

「
市

町
村

が
発

行
す

る
過

疎
債

」
と

す
る

な
ど

、
過

疎
債

と
は

何
か

わ
か

ら
な

く
て

も
理

解
し

や
す

い
表

示
に

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
2
8

6
章

P
1
9
6

1
行

⑸
 シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
の

整
備

と
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
－

　
地

域
公

共
交

通
計

画
に

つ
い

て
の

考
え

方
は

記
し

て
お

く
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

そ
の

上
で

、
交

通
結

節
点

が
交

流
拠

点
と

し
て

機
能

さ
せ

る
べ

き
（
乗

り
継

ぎ
だ

け
で

な
く
、

買
い

物
や

人
が

繋
が

る
場

に
も

な
る

こ
と

）
こ

と
も

記
し

て
お

い
た

方
が

良
い

と
思

い
ま

す
。

素
案

に
は

記
さ

れ
て

お
り

ま
せ

ん
が

、
小

さ
な

空
間

ス
ケ

ー
ル

で
は

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

の
可

能
性

も
あ

り
、

こ
の

価
値

の
一

つ
に

人
の

繋
が

り
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

こ
こ

で
は

無
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
が

、
道

路
機

能
の

階
層

化
、

街
路

に
お

け
る

L
in

k&
P

la
c
e
の

考
え

方
(特

に
国

際
通

り
や

首
里

・
美

浜
地

区
等

)な
ど

が
欠

け
て

い
る

と
思

い
ま

す
。

道
路

の
T
ra

ff
ic

機
能

を
高

め
る

た
め

の
沿

道
ま

ち
づ

く
り

の
在

り
方

、
移

動
の

た
め

だ
け

で
は

な
く
た

ま
り

空
間

と
し

て
の

広
場

を
含

め
た

街
路

の
在

り
方

な
ど

、
道

路
空

間
の

再
配

分
と

い
う

言
葉

だ
け

で
は

言
い

表
さ

れ
て

い
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
交

通
結

節
点

は
、

交
流

拠
点

と
し

て
の

機
能

が
想

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

、
別

の
箇

所
に

て
下

記
の

と
お

り
修

正
し

て
お

り
ま

す
。

（
修

正
案

）
（
1
4
6
頁

2
8
行

）
３

(1
2
)エ

①
　

シ
ー

ム
レ

ス
な

乗
り

継
ぎ

環
境

の
構

築
□

 さ
ら

に
、

地
域

間
を

結
ぶ

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
に

加
え

て
、

交
通

結
節

点
を

地
域

の
交

通
拠

点
（
マ

ル
チ

モ
ー

ダ
ル

）
と

し
て

整
備

し
、

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

を
活

用
し

た
ス

ム
ー

ズ
な

乗
り

継
ぎ

サ
ー

ビ
ス

の
み

な
ら

ず
、

周
辺

の
特

性
に

応
じ

た
情

報
発

信
・
収

集
機

能
、

防
災

機
能

、
交

流
拠

点
機

能
を

併
せ

て
提

供
す

る
こ

と
で

、
都

市
中

心
部

に
お

け
る

歩
い

て
楽

し
む

賑
わ

い
の

あ
る

街
の

形
成

を
図

る
。

　
ま

た
、

道
路

機
能

の
階

層
化

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

ブ
ロ

ッ
ク

新
広

域
道

路
交

通
ビ

ジ
ョ

ン
（
Ｒ

３
．

３
）
に

お
い

て
、

「
階

層
型

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
構

築
す

る
こ

と
で

、
定

時
性

確
保

と
県

民
の

安
全

確
保

へ
の

対
応

を
行

っ
て

い
く
」
と

し
て

お
り

、
幹

線
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
引

き
続

き
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
階

層
化

に
向

け
て

取
り

組
ん

で
い

き
ま

す
。

　
あ

わ
せ

て
、

街
路

に
お

け
る

L
in

k&
P

la
c
e
に

つ
い

て
は

3
5
頁

6
行

に
き

さ
し

て
お

り
、

「
誰

も
が

身
近

な
場

所
で

充
実

し
た

活
動

が
で

き
る

よ
う

、
中

心
市

街
地

の
活

性
化

、
土

地
区

画
整

理
事

業
や

・
・
・
」
と

し
て

お
り

ま
す

。

1
2
9

6
章

P
1
9
6

5
行

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

る
公

共
交

通
の

基
幹

軸
と

し
て

、
骨

格
性

・
速

達
性

・
定

時
性

等
の

機
能

を
備

え
、

都
市

間
を

つ
な

ぐ
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
北

部
圏

域
と

中
南

部
都

市
圏

に
お

け
る

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
交

通
結

節
点

や
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

。

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

る
公

共
交

通
の

基
幹

軸
と

し
て

、
 骨

格
性

・
速

達
性

・
定

時
性

等
の

機
能

を
備

え
、

都
市

間
を

つ
な

ぐ
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
の

導
入

に
取

り
組

む
と

と
も

に
、

北
部

圏
域

と
中

南
部

都
市

圏
に

お
け

る
有

機
的

な
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
向

け
た

交
通

結
節

点
や

フ
ィ

ー
ダ

ー
交

通
の

機
能

強
化

を
図

る
。

「
骨

格
性

」
に

つ
い

て
県

民
に

わ
か

り
や

す
い

表
示

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
3
0

6
章

P
1
9
6

8
行

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

る
公

共
交

通
の

基
幹

軸
と

し
て

、
骨

格
性

・
速

達
性

・
定

時
性

等
の

機
能

を
備

え
、

都
市

間
を

つ
な

ぐ
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
北

部
圏

域
と

中
南

部
都

市
圏

に
お

け
る

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
交

通
結

節
点

や
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

。

（
修

正
案

）
　

　
県

土
の

均
衡

あ
る

発
展

を
支

え
る

公
共

交
通

の
基

幹
軸

と
し

て
、

速
達

性
・
定

時
性

等
の

機
能

を
備

え
、

都
市

間
を

つ
な

ぐ
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

取
り

組
む

と
と

も
に

、
北

部
圏

域
と

中
南

部
都

市
圏

に
お

け
る

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
交

通
結

節
点

や
フ

ィ
ー

ダ
ー

（
支

線
）
交

通
の

機
能

強
化

を
図

る
。

「
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

」
を

「
支

線
交

通
」
と

す
る

な
ど

県
民

に
わ

か
り

や
す

い
表

示
を

行
う

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
1

6
章

P
1
9
6

2
1
行

☐
体

系
的

な
幹

線
道

路
の

整
備

に
あ

た
っ

て
は

、
－

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
に

結
び

つ
く
、

名
護

東
道

路
の

延
伸

、
う

る
ま

市
を

連
絡

す
る

横
断

道
路

の
記

載
、

普
天

間
基

地
跡

地
計

画
を

踏
ま

え
た

南
北

・
東

西
の

道
路

整
備

計
画

に
つ

い
て

、
丁

寧
か

つ
分

か
り

易
く
記

載
す

べ
き

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
新

た
な

振
興

計
画

で
は

、
体

系
的

な
道

路
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

、
ハ

シ
ゴ

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
主

要
路

線
や

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
調

査
中

路
線

等
を

明
記

し
て

お
り

ま
す

。
　

名
護

東
道

路
の

延
伸

に
つ

い
て

は
、

新
広

域
道

路
交

通
計

画
の

調
査

中
路

線
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

第
６

章
の

圏
域

別
展

開
の

北
部

圏
域

の
交

通
及

び
物

流
基

盤
の

整
備

（
２

０
５

頁
）
に

お
い

て
、

名
護

東
道

路
の

延
長

整
備

に
向

け
た

取
組

を
推

進
す

る
と

記
載

し
て

い
ま

す
。

　
う

る
ま

市
を

連
絡

す
る

東
西

道
路

（
中

部
東

道
路

）
、

普
天

間
基

地
跡

地
計

画
を

踏
ま

え
た

南
北

・
東

西
の

道
路

（
中

部
縦

貫
道

路
、

宜
野

湾
横

断
道

路
）
に

つ
い

て
は

、
新

広
域

道
路

交
通

計
画

の
構

想
路

線
に

位
置

付
け

ら
れ

て
お

り
、

引
き

続
き

、
地

元
市

町
村

と
連

携
し

て
事

業
化

の
可

能
性

を
検

討
し

て
い

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
3
2

6
章

P
1
9
7

1
0
行

取
組

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
、

A
I、

Io
T
、

ビ
ッ

グ
デ

ー
タ

等
の

先
端

技
術

を
活

用
し

た
道

路
利

用
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

、
自

動
運

転
技

術
等

の
導

入
に

つ
い

て
も

、
道

路
空

間
の

構
築

と
合

わ
せ

た
一

体
的

取
組

を
推

進
す

る
。

取
組

の
推

進
に

当
た

っ
て

は
Ｉｏ

Ｔ
等

を
用

い
て

収
集

し
た

人
流

、
物

流
等

の
ビ

ッ
グ

デ
ー

タ
、

Ａ
Ｉ等

を
活

用
し

た
道

路
利

用
の

効
率

化
を

図
る

と
と

も
に

、
自

動
運

転
技

術
等

の
導

入
に

つ
い

て
も

、
道

路
空

間
の

構
築

と
合

わ
せ

た
一

体
的

取
組

を
推

進
す

る
。

Ａ
Ｉや

デ
ィ

ー
プ

ラ
ー

ニ
ン

グ
に

つ
い

て
は

、
デ

ジ
タ

ル
化

さ
れ

た
デ

ー
タ

が
必

要
で

あ
り

、
計

画
に

、
何

を
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
す

る
か

、
何

を
計

測
す

る
か

と
い

う
こ

と
を

表
現

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
3

6
章

P
1
9
8

1
8
行

３
 圏

域
別

展
開

－
従

来
か

ら
指

摘
さ

れ
て

い
る

よ
う

に
、

中
南

部
都

市
圏

で
政

令
指

定
都

市
並

み
の

人
口

・
面

積
お

よ
び

人
口

密
度

で
あ

り
、

人
流

か
ら

見
て

も
一

つ
の

経
済

圏
・
生

活
圏

と
な

っ
て

い
る

。
こ

の
こ

と
に

鑑
み

、
一

つ
の

政
令

市
並

み
の

き
め

細
か

な
土

地
利

用
と

交
通

施
策

の
連

携
が

必
要

不
可

欠
で

あ
る

が
、

そ
の

よ
う

な
視

点
に

か
け

て
い

る
。

ま
た

、
都

市
圏

と
し

て
は

目
的

地
間

を
繋

ぐ
（
ゾ

ー
ン

間
を

繋
ぐ

）
と

い
う

発
想

で
も

よ
い

が
、

よ
り

小
さ

な
空

間
ス

ケ
ー

ル
（
隣

接
市

町
村

）
ぐ

ら
い

で
の

結
節

点
を

以
下

に
デ

ザ
イ

ン
す

る
の

か
？

、
さ

ら
に

小
さ

な
一

つ
の

市
町

村
で

あ
れ

ば
、

目
的

地
間

を
繋

ぐ
で

は
な

く
目

的
を

繋
ぐ

よ
う

な
土

地
利

用
・
施

設
配

置
計

画
も

考
え

ら
れ

る
。

こ
の

こ
と

は
人

の
つ

な
が

り
の

創
出

に
も

な
る

と
と

も
に

、
こ

の
よ

う
な

地
区

内
に

お
い

て
は

グ
リ

ー
ン

ス
ロ

ー
モ

ビ
リ

テ
ィ

ぐ
ら

い
が

適
切

な
場

合
も

あ
る

。
少

な
く
と

も
基

盤
整

備
部

会
が

中
心

と
な

る
で

あ
ろ

う
土

地
利

用
や

交
通

施
策

に
お

い
て

は
、

ひ
と

つ
の

ま
と

ま
り

と
し

て
中

南
部

都
市

圏
を

捉
え

る
必

要
が

あ
る

。
そ

の
上

で
、

全
体

の
交

通
軸

・
地

域
間

連
携

拠
点

（
基

幹
バ

ス
ル

ー
ト

に
お

け
る

那
覇

と
胡

屋
以

外
へ

の
連

携
）
の

考
え

方
、

サ
ブ

結
節

点
の

位
置

づ
け

、
地

域
拠

点
の

在
り

方
や

方
向

性
を

、
ま

ち
づ

く
り

と
交

通
の

両
側

面
か

ら
デ

ザ
イ

ン
し

て
お

く
必

要
が

あ
る

。
都

市
を

考
え

る
空

間
ス

ケ
ー

ル
別

に
、

土
地

利
用

の
在

り
方

と
交

通
の

在
り

方
の

、
少

な
く
と

も
方

向
性

や
考

え
方

は
示

し
て

お
く
べ

き
で

あ
る

。
1
0
0
万

人
都

市
圏

と
し

て
の

考
え

方
は

、
こ

れ
ま

で
の

章
に

も
記

さ
れ

て
お

く
べ

き
事

項
で

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
中

南
部

都
市

圏
は

、
人

口
・
面

積
等

に
お

い
て

政
令

市
な

み
で

は
あ

り
ま

す
が

、
行

政
区

と
し

て
は

１
７

の
市

町
村

で
構

成
さ

れ
る

圏
域

と
な

り
ま

す
。

こ
の

た
め

、
一

つ
の

都
市

と
し

て
捉

え
た

都
市

圏
の

形
成

に
向

け
て

は
、

各
地

域
の

個
性

や
特

長
を

生
か

し
な

が
ら

国
・
県

・
市

町
村

に
よ

る
き

め
細

か
い

取
組

や
連

携
が

必
要

不
可

欠
と

な
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

中
南

部
都

市
圏

と
し

て
の

土
地

利
用

や
交

通
の

あ
り

方
の

方
向

性
や

考
え

方
に

つ
い

て
は

、
素

案
１

９
２

頁
の

「
県

土
の

広
域

的
な

方
向

性
」
に

お
い

て
基

本
方

針
を

示
し

て
お

り
、

具
体

に
は

、
別

途
、

県
や

市
町

村
が

定
め

る
都

市
計

画
に

関
す

る
「
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
、

「
沖

縄
県

総
合

交
通

体
系

基
本

計
画

」
、

「
都

市
交

通
マ

ス
タ

ー
プ

ラ
ン

」
等

の
関

連
計

画
の

見
直

し
を

通
し

て
、

国
や

関
係

す
る

市
町

村
と

連
携

し
な

が
ら

、
持

続
可

能
な

都
市

圏
の

形
成

に
取

り
組

む
こ

と
と

な
る

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

1
9
2
頁

の
3
行

目
に

、
「
中

南
部

都
市

圏
は

県
人

口
の

8
割

を
占

め
、

都
市

機
能

や
産

業
拠

点
の

集
積

と
と

も
に

一
帯

の
経

済
圏

及
び

生
活

圏
が

形
成

さ
れ

て
お

り
、

全
国

の
政

令
指

定
都

市
と

同
程

度
の

面
積

人
口

を
有

し
て

い
る

」
と

記
載

が
あ

り
ま

す
。

　
な

お
、

鉄
軌

道
に

つ
い

て
、

中
南

部
都

市
圏

と
同

規
模

の
人

口
等

を
有

す
る

市
に

お
い

て
は

、
J
R

在
来

線
、

新
幹

線
が

整
備

さ
れ

、
移

動
・
生

活
圏

域
の

拡
大

、
地

域
振

興
が

図
ら

れ
て

き
た

と
こ

ろ
で

す
。

　
そ

の
た

め
、

県
で

は
、

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

る
公

共
交

通
の

基
幹

軸
と

し
て

、
速

達
性

、
定

時
性

等
の

機
能

を
備

え
、

都
市

間
を

繋
ぐ

鉄
軌

道
の

導
入

と
と

も
に

、
北

部
圏

域
と

中
南

部
都

市
圏

に
お

け
る

有
機

的
な

公
共

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

向
け

た
交

通
結

節
点

や
フ

ィ
ー

ダ
ー

交
通

の
機

能
強

化
を

図
る

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

こ
れ

ら
の

取
組

に
つ

い
て

は
、

市
町

村
の

ま
ち

づ
く
り

や
広

域
的

な
都

市
計

画
と

連
携

を
図

り
、

取
組

を
進

め
る

こ
と

と
し

て
お

り
、

1
9
6
ペ

ー
ジ

5
行

目
以

下
に

記
載

し
て

お
り

ま
す

。

1
3
4

6
章

P
1
9
9

2
5
行

国
や

北
部

３
村

、
関

係
団

体
と

連
携

し
て

「
奄

美
大

島
、

徳
之

島
、

沖
縄

島
北

部
及

び
西

表
島

」
の

世
界

自
然

遺
産

登
録

を
見

据
え

、
そ

の
適

正
管

理
に

取
り

組
む

。

世
界

自
然

遺
産

登
録

地
で

あ
る

沖
縄

島
北

部
で

は
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
対

策
や

ロ
ー

ド
キ

ル
対

策
な

ど
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
自

然
遺

産
管

理
の

取
組

を
推

進
す

る
。

自
然

遺
産

登
録

が
決

定
し

た
こ

と
に

よ
り

表
現

を
変

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
5

6
章

P
2
0
5

2
6
行

②
 交

通
及

び
物

流
基

盤
の

整
備

広
域

交
流

拠
点

の
那

覇
と

北
部

圏
域

の
中

心
都

市
で

あ
る

名
護

を
１

時
間

で
結

ぶ
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

前
提

と
し

た
都

市
間

交
通

と
並

行
し

交
通

結
節

点
、

フ
ィ

ー
ダ

ー
交

通
、

地
域

道
路

網
等

が
連

携
す

る
有

機
的

な
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

を
推

進
す

る
。

－
都

市
間

交
通

の
区

間
で

あ
る

、
う

る
ま

市
か

ら
名

護
市

駅
ま

で
に

、
ど

の
よ

う
な

施
策

を
検

討
す

る
の

か
分

る
よ

う
に

し
て

欲
し

い
。

こ
の

区
間

を
利

用
す

る
公

共
交

通
利

用
者

は
少

な
い

と
思

い
ま

す
。

ま
た

、
鉄

軌
道

等
と

並
行

し
た

結
節

点
、

フ
ィ

ー
ダ

ー
交

通
と

は
具

体
的

に
何

の
こ

と
か

、
次

期
計

画
間

で
何

を
検

討
す

る
の

か
、

列
記

し
て

欲
し

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
県

で
は

、
平

成
2
6
年

度
よ

り
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
案

づ
く
り

に
取

り
組

み
、

の
べ

6
万

2
千

人
の

方
か

ら
寄

せ
ら

れ
た

意
見

等
を

踏
ま

え
、

平
成

3
0
年

5
月

に
「
沖

縄
鉄

軌
道

の
構

想
段

階
に

お
け

る
計

画
書

」
を

策
定

し
た

と
こ

ろ
で

す
。

そ
の

中
で

、
那

覇
市

、
浦

添
市

、
宜

野
湾

市
、

北
谷

町
、

沖
縄

市
、

う
る

ま
市

、
恩

納
村

、
名

護
市

を
経

由
す

る
概

略
ル

ー
ト

を
決

定
し

ま
し

た
。

　
今

後
は

、
具

体
的

な
ル

ー
ト

や
駅

位
置

等
の

検
討

を
行

う
、

計
画

段
階

へ
の

早
期

移
行

に
向

け
、

取
り

組
ん

で
い

く
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

な
お

、
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
と

併
せ

て
取

り
組

ん
で

い
る

、
利

便
性

の
高

い
フ

ィ
ー

ダ
ー

（
支

線
）
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

沖
縄

本
島

北
・

中
・
南

部
の

圏
域

毎
に

議
論

の
場

を
設

け
、

地
域

の
課

題
等

を
確

認
し

な
が

ら
、

市
町

村
と

協
働

で
公

共
交

通
の

充
実

に
向

け
た

検
討

を
行

っ
て

い
く
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。

50



別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
6

6
章

P
2
0
5

2
6
行

②
 交

通
及

び
物

流
基

盤
の

整
備

追
加

－
1
5
0
0
m

の
滑

走
路

を
有

し
も

っ
た

い
な

い
。

将
来

的
に

那
覇

空
港

は
、

空
港

能
力

の
観

点
か

ら
逼

迫
す

る
可

能
性

が
あ

り
、

伊
江

島
空

港
は

、
那

覇
空

港
を

補
完

す
る

空
港

の
ポ

テ
ン

シ
ャ

ル
が

あ
る

と
考

え
る

。
こ

と
か

ら
以

下
の

文
章

を
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
「
伊

江
島

空
港

に
つ

い
て

、
米

軍
空

域
の

返
還

・
制

限
緩

和
な

ど
を

図
り

、
北

部
空

港
・
伊

江
島

空
港

を
拠

点
と

し
た

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

形
成

に
向

け
た

取
組

を
図

る
。

」

【
原

文
の

と
お

り
】

　
伊

江
島

空
港

の
活

用
に

つ
い

て
は

、
運

用
制

限
の

改
善

や
施

設
整

備
の

必
要

性
等

の
課

題
を

踏
ま

え
つ

つ
、

就
航

の
実

現
性

、
活

用
手

法
に

つ
い

て
様

々
な

観
点

か
ら

検
証

す
る

必
要

が
あ

り
、

参
入

意
向

を
示

す
航

空
会

社
の

具
体

的
計

画
を

確
認

し
な

が
ら

伊
江

村
と

も
意

見
交

換
を

行
っ

て
ま

い
り

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
那

覇
空

港
に

つ
き

ま
し

て
は

、
中

長
期

的
な

航
空

需
要

等
を

勘
案

し
、

空
港

エ
リ

ア
の

拡
張

や
展

開
用

地
の

確
保

、
新

タ
ー

ミ
ナ

ル
の

整
備

な
ど

、
国

や
関

係
機

関
と

連
携

し
て

調
査

・
研

究
に

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。
　

ま
た

、
沖

縄
県

で
は

、
観

光
客

の
滞

在
日

数
の

延
伸

を
促

進
し

、
一

人
あ

た
り

の
観

光
消

費
額

の
増

加
を

目
指

し
て

お
り

、
観

光
客

を
本

島
南

部
だ

け
で

な
く
、

北
部

や
離

島
へ

周
遊

を
促

す
こ

と
は

重
要

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

伊
江

島
空

港
の

運
用

制
限

の
改

善
な

ど
の

課
題

が
解

決
し

、
県

外
路

線
就

航
が

実
現

し
た

場
合

、
北

部
地

域
へ

の
交

通
ア

ク
セ

ス
の

拡
充

が
図

ら
れ

、
観

光
客

の
さ

ら
な

る
誘

客
に

繋
が

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
3
7

6
章

P
2
0
5

3
2
行

名
護

東
道

路
の

延
長

整
備

－
７

月
に

開
通

し
た

名
護

東
道

路
は

さ
ら

に
延

長
整

備
さ

れ
る

計
画

で
し

ょ
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
令

和
３

年
３

月
の

策
定

さ
れ

た
沖

縄
ブ

ロ
ッ

ク
新

広
域

道
路

交
通

計
画

に
お

い
て

名
護

東
道

路
の

延
伸

が
位

置
付

け
さ

れ
た

こ
と

か
ら

、
地

元
自

治
体

と
連

携
し

、
国

に
対

し
て

、
早

期
の

事
業

化
を

要
望

し
て

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。

1
3
8

6
章

P
2
1
1

5
行

ス
マ

ー
ト

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

「
脱

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
「
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
ス

マ
ー

ト
」
と

の
表

現
が

正
し

い
の

で
は

な
い

か
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3
9

6
章

P
2
1
2

1
8
行

連
た

ん
す

る
－

「
連

な
る

」
と

言
う

表
現

が
適

切
で

は
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
物

理
的

に
連

な
る

だ
け

で
は

な
く
、

土
地

利
用

特
性

の
ま

と
ま

り
を

意
図

し
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

そ
の

他
の

計
画

等
で

も
同

様
な

表
現

が
使

用
さ

れ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
で

考
え

て
お

り
ま

す
。

1
4
0

6
章

P
2
1
3

4
行

②
交

通
渋

滞
の

緩
和

に
向

け
た

交
通

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
に

追
加

体
系

的
な

幹
線

道
路

網
の

構
築

を
図

る
。

ま
た

、
跡

地
を

活
用

し
た

骨
格

的
な

道
路

網
の

構
築

に
向

け
た

検
討

に
取

り
組

む
。

中
部

圏
域

の
展

開
の

方
向

性
で

、
「
今

後
の

大
規

模
な

駐
留

軍
用

地
の

跡
地

利
用

と
周

辺
市

街
地

と
の

一
体

的
な

整
備

を
推

進
す

る
。

」
と

記
載

（
p２

０
８

．
３

行
）
あ

る
が

、
施

策
の

中
で

は
記

載
漏

れ
で

す
。

　
振

興
計

画
の

章
立

て
で

は
、

６
章

で
再

掲
も

含
め

詳
述

し
て

、
圏

域
の

整
備

方
向

性
を

県
民

が
分

か
る

よ
う

記
載

す
べ

き
で

す
。

　
そ

の
他

、
モ

ノ
レ

ー
ル

延
長

の
区

間
や

L
R

T
の

区
間

等
、

公
共

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
整

備
に

つ
い

て
も

記
載

す
べ

き
で

す
。

利
用

者
の

少
な

い
北

部
で

は
記

載
さ

れ
て

い
ま

す
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
1

6
章

P
2
1
5

1
0
行

児
童

－
児

童
だ

け
で

い
い

の
か

「
幼

児
・
児

童
　

ま
た

は
　

児
童

・
生

」
と

し
て

は
ど

う
か

。
【
原

文
の

と
お

り
】

　
児

童
福

祉
法

に
お

い
て

は
、

「
児

童
と

は
、

満
十

八
歳

に
満

た
な

い
者

を
い

う
」
と

定
義

さ
れ

て
お

り
、

幼
児

ま
た

生
徒

を
包

含
し

て
記

載
し

て
い

る
こ

と
か

ら
原

文
の

と
お

り
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

1
4
2

6
章

P
2
1
5

1
2
行

本
圏

域
に

お
け

る
、

市
街

化
調

整
区

域
を

多
く
有

す
る

市
町

村
に

お
い

て
は

、
新

た
な

産
業

用
地

や
住

宅
地

の
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

い
る

。

－
那

覇
か

ら
離

れ
る

に
つ

れ
都

市
の

使
い

方
が

難
し

く
な

る
と

い
う

か
、

調
整

区
域

だ
か

ら
で

き
な

い
と

い
う

こ
と

が
結

構
あ

る
の

で
、

今
の

よ
う

な
課

題
が

あ
る

と
記

載
し

た
の

か
な

と
思

っ
た

も
の

で
す

か
ら

、
そ

れ
に

対
す

る
解

決
と

い
う

か
、

ど
う

い
う

方
向

で
そ

れ
を

解
決

す
る

何
か

サ
ジ

ェ
ス

チ
ョ

ン
と

か
そ

う
い

う
記

載
も

、
検

討
し

て
頂

き
た

い
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
市

街
化

調
整

区
域

は
、

無
秩

序
な

市
街

化
を

防
止

し
、

計
画

的
な

市
街

化
を

図
る

た
め

、
都

市
計

画
法

に
基

づ
き

市
街

化
を

抑
制

す
べ

き
区

域
と

し
て

定
め

て
お

り
ま

す
。

地
形

等
か

ら
開

発
が

困
難

な
地

域
、

優
良

な
集

団
農

地
や

緑
地

、
風

致
上

保
全

す
べ

き
地

域
等

に
お

い
て

、
他

法
令

に
よ

る
土

地
利

用
規

制
等

と
併

せ
て

、
都

市
的

土
地

利
用

を
抑

制
し

て
お

り
ま

す
。

　
ま

た
、

市
街

化
調

整
区

域
に

つ
い

て
は

、
国

勢
調

査
や

都
市

計
画

基
礎

調
査

の
結

果
を

踏
ま

え
て

、
土

地
利

用
の

動
向

等
を

把
握

し
な

が
ら

、
定

期
的

ま
た

は
適

時
、

他
法

令
と

の
調

整
を

図
り

な
が

ら
市

街
化

区
域

へ
の

見
直

し
を

行
っ

て
お

り
ま

す
。

  
産

業
や

住
宅

等
の

開
発

意
欲

が
旺

盛
で

あ
り

、
用

地
確

保
が

課
題

と
な

っ
て

お
り

ま
す

本
圏

域
に

お
い

て
は

、
地

域
が

求
め

る
ま

ち
づ

く
り

等
、

市
町

村
の

実
情

を
加

味
し

た
上

で
、

保
全

と
開

発
の

両
立

を
図

り
な

が
ら

、
良

好
な

住
環

境
と

と
も

に
歴

史
・
自

然
資

源
と

産
業

・
観

光
振

興
が

調
和

す
る

土
地

利
用

を
図

る
こ

と
を

、
素

案
２

２
１

頁
１

１
行

目
に

記
載

さ
せ

て
頂

い
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

１
－

１

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

素
案

）
本

文
 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4
3

6
章

P
2
2
2

6
行

環
境

負
荷

に
対

し
て

脆
弱

廃
棄

物
等

に
よ

る
環

境
負

荷
に

対
し

て
脆

弱
初

め
て

読
む

人
に

は
、

環
境

負
荷

に
脆

弱
な

こ
と

か
ら

な
ぜ

廃
棄

物
処

理
に

つ
な

が
る

か
分

か
ら

な
い

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
4

6
章

P
2
2
8

1
6
行

実
習

防
疫

初
動

演
習

講
習

や
訓

練
で

な
く
、

す
ぐ

そ
の

内
容

の
実

習
に

な
っ

て
い

る
の

は
文

書
上

お
か

し
い

の
で

は
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
5

6
章

P
2
3
1

2
1
行

世
界

自
然

遺
産

登
録

を
見

据
え

た
西

表
島

に
お

い
て

は
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
自

然
遺

産
管

理
や

持
続

可
能

な
観

光
地

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

な
ど

環
境

保
全

と
持

続
的

な
利

活
用

の
両

立
を

図
る

取
組

を
推

進
す

る
。

世
界

自
然

遺
産

登
録

地
で

あ
る

西
表

島
で

は
、

オ
ー

バ
ー

ツ
ー

リ
ズ

ム
対

策
や

ロ
ー

ド
キ

ル
対

策
な

ど
、

地
域

と
の

連
携

に
よ

る
自

然
遺

産
管

理
の

取
組

を
推

進
す

る
。

自
然

遺
産

登
録

が
決

定
し

た
の

で
表

現
を

変
え

る
必

要
が

あ
る

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
4
6

6
章

P
2
3
5

2
8
行

実
習

防
疫

初
動

演
習

講
習

や
訓

練
で

な
く
、

す
ぐ

そ
の

内
容

の
実

習
に

な
っ

て
い

る
の

は
文

書
上

お
か

し
い

の
で

は
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

　

基
　

盤
　

整
　

備
　

部
　

会

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4

3
1

1
1

－
－

　
脱

炭
素

を
念

頭
に

、
環

境
や

産
業

、
基

盤
整

備
な

ど
、

様
々

な
分

野
に

お
い

て
県

民
や

民
間

企
業

の
取

組
を

促
進

す
る

方
向

性
を

検
討

し
て

い
た

だ
き

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

港
湾

に
お

け
る

脱
炭

素
化

に
向

け
た

取
組

に
つ

い
て

は
、

P
.3

3
 _
1
-
(1

)-
ア

 「
②

脱
炭

素
化

に
向

け
た

取
組

の
促

進
」
に

お
い

て
、

陸
上

電
力

供
給

に
よ

る
船

舶
の

ア
イ

ド
リ

ン
グ

ス
ト

ッ
プ

な
ど

脱
炭

素
化

に
配

慮
し

た
港

湾
機

能
の

高
度

化
等

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

頂
い

た
意

見
を

踏
ま

え
、

県
民

や
民

間
企

業
の

取
組

を
促

進
で

き
る

よ
う

、
本

県
各

港
湾

の
特

性
を

活
か

し
た

脱
炭

素
化

の
取

組
検

討
の

参
考

と
さ

せ
て

頂
き

ま
す

。
　

ま
た

、
住

宅
に

お
い

て
は

（
素

案
）
3
1
頁

1
3
行

目
に

記
載

さ
れ

て
い

る
と

お
り

、
今

後
も

普
及

促
進

等
に

努
め

て
ま

い
り

ま
す

。

2
4
章

P
3
5

1
5
行

M
aa

S
（
M

o
b
ili

ty
 a

s 
a 

S
e
rv

ic
e
）
や

、
C

o
n
n
e
c
te

d
(接

続
）
、

A
u
to

n
o
m

o
u
s（

自
律

走
行

）
、

S
h
ar

e
d
（
共

有
）
、

E
le

c
tr

ic
（
電

動
）
を

組
み

合
わ

せ
た

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
次

世
代

の
地

域
交

通
の

姿
を

表
し

た
C

A
S
E
な

ど
、

テ
ク

ノ
ロ

ジ
ー

、
IC

T
を

利
用

し
た

新
た

な
交

通
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

変
化

は
、

 M
aa

S
（
M

o
b
ili

ty
 a

s 
a 

S
e
rv

ic
e
）
や

、
 C

o
n
n
e
c
te

d
(接

続
）
、

A
u
to

n
o
m

o
u
s（

自
律

走
 行

）
、

S
h
ar

e
d
（
共

有
）
、

E
le

c
tr

ic
（
電

動
）
を

組
み

 合
わ

せ
た

サ
ー

ビ
ス

に
よ

る
次

世
代

の
地

域
交

 通
の

姿
を

表
し

た
C

A
S
E
な

ど
、

M
aa

S
や

C
A

S
E

な
ど

、
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
、

IC
T
を

 利
用

活
用

し
た

新
た

な
交

通
テ

ク
ノ

ロ
ジ

ー
の

変
化

は
、

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

に
対

す
る

修
正

意
見

審
議

結
果

一
覧

54



別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

3
4
章

P
3
5

2
2
行

観
光

客
に

向
け

た
サ

ー
ビ

ス
や

、
離

島
エ

リ
ア

で
の

公
共

交
通

手
段

が
少

な
い

中
で

の
M

aa
S
 

や
シ

ェ
ア

リ
ン

グ
・
エ

コ
ノ

ミ
ー

の
推

進
等

は
先

端
企

業
に

と
っ

て
も

実
験

の
場

と
し

て
魅

力
的

に
見

え
る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
観

光
客

等
に

関
す

る
ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
を

利
用

し
、

本
格

展
開

の
前

の
ビ

ジ
ネ

ス
の

実
験

場
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

環
境

を
整

備
す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。

 観
光

客
に

向
け

た
サ

ー
ビ

ス
や

、
離

島
エ

リ
ア

で
 の

公
共

交
通

手
段

が
少

な
い

中
で

の
M

aa
S
 や

 シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
エ

コ
ノ

ミ
ー

の
推

進
等

は
観

光
地

や
離

島
に

お
け

る
「
移

動
」
に

関
す

る
先

端
技

術
の

実
験

は
、

 先
端

企
業

に
と

っ
て

 も
実

験
の

場
と

 し
て

魅
力

的
に

見
え

る
可

能
性

が
あ

る
た

め
、

観
 光

客
等

に
関

す
る

ビ
ッ

ク
デ

ー
タ

を
利

用
し

、
本

 格
展

開
の

前
の

ビ
ジ

ネ
ス

の
実

験
場

、
有

益
な

こ
と

か
ら

、
テ

ス
ト

ベ
ッ

ド
環

境
 を

整
備

す
る

こ
と

 が
必

要
で

す
。

の
構

築
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

4
4
章

P
3
5

2
4
行

魅
力

的
に

見
え

る
可

能
性

が
あ

る
観

光
地

や
離

島
に

お
け

る
「
移

動
」
に

関
す

る
先

端
技

術
の

実
験

は
、

企
業

に
と

っ
て

有
益

な
こ

と
か

ら
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

環
境

の
構

築
を

促
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

 観
光

客
に

向
け

た
サ

ー
ビ

ス
や

、
離

島
エ

リ
ア

で
 の

公
共

交
通

手
段

が
少

な
い

中
で

の
M

aa
S
 や

 シ
ェ

ア
リ

ン
グ

・
エ

コ
ノ

ミ
ー

の
推

進
等

は
先

端
企

 業
に

と
っ

て
も

実
験

の
場

と
し

て
魅

力
的

に
見

え
 る

可
能

性
が

あ
る

た
め

、
観

光
客

等
に

関
す

る
 ビ

ッ
ク

デ
ー

タ
を

利
用

し
、

本
格

展
開

の
前

の
ビ

 ジ
ネ

ス
の

実
験

場
、

テ
ス

ト
ベ

ッ
ド

環
境

を
整

備
 す

る
こ

と
が

必
要

で
す

。

【
文

化
観

光
ス

ポ
ー

ツ
部

会
へ

申
し

送
り

】
さ

れ
て

い
な

い
よ

う
に

思
わ

れ
る

。
（
修

正
案

）
魅

力
的

で
あ

る
 o

r 
魅

力
的

と
考

え
ら

れ
る

見
え

る
だ

け
な

の
で

し
ょ

う
か

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

5
4
章

P
8
3

2
行

高
潮

及
び

潮
風

害
対

策
に

つ
い

て
は

、
景

観
や

生
態

系
等

の
自

然
環

境
に

配
慮

し
た

海
岸

保
全

施
設

や
防

風
・
防

潮
林

等
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

高
潮

及
び

潮
風

害
対

策
に

つ
い

て
は

、
景

観
や

生
態

系
等

の
自

然
環

境
に

配
慮

 し
た

す
る

と
と

も
に

、
背

後
地

の
状

況
を

考
慮

し
た

海
岸

保
全

施
設

や
防

風
・
防

潮
林

等
の

整
備

に
取

り
組

み
ま

す
。

災
害

と
交

通
と

い
う

観
点

で
、

例
え

ば
豊

見
城

市
な

ど
、

海
岸

に
乗

合
バ

ス
や

貸
切

り
バ

ス
な

ど
の

車
両

基
地

が
あ

る
。

災
害

時
に

お
い

て
、

旅
客

輸
送

施
設

の
イ

ン
フ

ラ
確

保
の

た
め

の
視

点
も

入
れ

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

6
4
章

P
8
3

9
行

社
会

基
盤

施
設

に
つ

い
て

は
、

適
切

な
点

検
や

診
断

の
結

果
に

基
づ

き
、

予
防

的
な

補
修

・
補

強
や

計
画

的
な

施
設

の
更

新
を

進
め

る
こ

と
で

、
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

コ
ス

ト
の

最
小

化
と

構
造

物
の

長
寿

命
化

に
取

り
組

み
ま

す
。

あ
わ

せ
て

、
今

後
見

込
ま

れ
る

膨
大

な
施

設
の

維
持

・
更

新
を

効
果

的
か

つ
効

率
的

に
進

め
る

た
め

、
IC

T
 や

非
破

壊
検

査
技

術
等

の
新

技
術

を
積

極
的

に
活

用
す

る
と

と
も

に
、

P
P

P
 ／

 P
F
I 
も

踏
ま

え
た

民
間

活
力

の
導

入
に

よ
り

、
公

共
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

に
取

り
組

み
ま

す
。

ま
た

、
亜

熱
帯

地
域

に
適

し
た

防
災

・
減

災
、

長
寿

命
化

等
に

対
応

す
る

た
め

の
技

術
者

の
育

成
及

び
建

設
技

術
の

研
究

・
開

発
を

促
進

し
ま

す
。

－
8
3
頁

の
長

寿
命

化
対

策
の

中
で

、
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉも

踏
ま

え
た

民
間

活
力

の
導

入
に

よ
り

、
公

共
施

設
の

長
寿

命
化

対
策

と
記

載
が

あ
る

。
Ｐ

Ｐ
Ｐ

／
Ｐ

Ｆ
Ｉは

非
常

に
重

要
な

施
策

、
取

組
で

あ
り

非
常

に
評

価
で

き
、

Ｐ
Ｐ

Ｐ
／

Ｐ
Ｆ

Ｉ等
を

活
用

し
た

整
備

は
分

か
る

が
、

長
寿

命
化

対
策

と
い

う
の

は
具

体
的

に
何

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

る
の

か
確

認
し

た
い

。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
港

湾
施

設
で

あ
る

マ
リ

ー
ナ

等
に

つ
い

て
は

、
民

間
事

業
者

の
能

力
を

活
用

し
つ

つ
、

地
域

住
民

に
対

す
る

サ
ー

ビ
ス

の
向

上
及

び
効

果
的

・
効

率
的

な
管

理
運

営
等

を
行

う
こ

と
を

目
的

に
、

指
定

管
理

者
制

度
に

取
り

組
ん

で
お

り
ま

す
。

　
民

間
活

力
の

導
入

に
よ

る
指

定
管

理
に

お
い

て
は

、
施

設
の

維
持

及
び

修
繕

に
関

す
る

業
務

も
含

ん
で

お
り

、
日

常
の

管
理

運
営

を
通

じ
た

施
設

の
維

持
・
修

繕
を

行
う

こ
と

で
、

長
寿

命
化

対
策

に
も

繋
が

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
下

水
道

施
設

に
お

け
る

維
持

管
理

、
プ

ラ
ン

ト
施

設
運

営
に

つ
い

て
、

施
設

の
包

括
業

務
委

託
、

下
水

道
幹

線
の

包
括

管
理

な
ど

の
公

民
連

携
を

行
う

こ
と

で
効

率
的

か
つ

効
果

的
な

保
全

業
務

を
行

う
こ

と
を

想
定

し
て

お
り

ま
す

。
　

こ
の

よ
う

な
民

間
の

活
力

を
用

い
る

こ
と

で
、

施
設

保
全

の
対

応
力

強
化

（
小

規
模

修
繕

の
迅

速
な

対
応

）
、

予
防

保
全

的
な

施
設

修
繕

を
行

う
こ

と
に

よ
る

施
設

の
長

寿
命

化
を

図
る

れ
る

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
　

さ
ら

に
海

浜
公

園
に

お
け

る
施

設
の

日
常

点
検

・
修

繕
を

指
定

管
理

者
制

度
に

よ
る

指
定

管
理

者
が

実
施

し
、

初
期

の
変

状
を

早
期

に
把

握
・
対

処
す

る
こ

と
等

に
よ

り
長

寿
命

化
に

取
り

組
む

こ
と

を
イ

メ
ー

ジ
し

て
い

ま
す

。

7
4
章

P
8
3

2
2
行

ま
た

、
浸

水
想

定
区

域
、

土
砂

災
害

警
戒

区
域

等
に

所
在

し
、

市
町

村
地

域
防

災
計

画
で

避
難

確
保

計
画

の
策

定
が

必
要

で
あ

る
と

さ
れ

た
医

療
施

設
、

社
会

福
祉

施
設

や
学

校
に

対
し

、
避

難
確

保
計

画
の

策
定

状
況

を
確

認
す

る
と

と
も

に
、

未
策

定
の

施
設

に
つ

い
て

は
、

避
難

確
保

計
画

の
策

定
支

援
に

取
り

組
み

ま
す

。

【
検

討
中

】
8
3
頁

の
「
③

避
難

誘
導

体
制

の
構

築
」
に

つ
い

て
、

「
策

定
が

必
要

と
さ

れ
た

医
療

施
設

、
社

会
福

祉
施

設
や

学
校

に
対

し
」
と

具
体

の
形

で
記

載
さ

れ
て

い
る

が
、

他
の

施
設

も
あ

る
た

め
、

「
要

配
慮

者
利

用
施

設
」
と

い
う

形
で

記
載

す
る

べ
き

で
あ

る
。

ま
た

、
、

計
画

は
努

力
義

務
で

は
な

く
て

法
的

な
義

務
の

た
め

表
現

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

8
4

1
0
8

1
8

P
1
0
8
　

1
8
行

目
、

P
2
0
1
　

1
9
行

目
、

P
2
0
1
　

1
9

行
目

世
界

水
準

の
拠

点
空

港
化

P
1
4
7
　

1
1
行

目
、

P
1
4
7
　

3
3
行

目
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

等
の

整
備

（
修

文
案

）
以

下
の

箇
所

を
全

て
修

文
す

る
。

P
1
0
8
　

1
8
行

目
、

P
2
0
1
　

1
9
行

目
、

P
2
0
1
　

1
9
行

目 世
界

最
高

水
準

 の
を

見
据

え
た

拠
点

空
港

 化
の

整
備

促
進

P
1
4
7
　

1
1
行

目
、

P
1
4
7
　

3
3
行

目
世

界
最

高
水

準
 の

を
見

据
え

た
拠

点
空

港
等

の
整

備

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

観
光

地
形

成
を

目
指

す
の

で
あ

れ
ば

、
那

覇
空

港
を

世
界

水
準

に
と

ど
ま

ら
ず

、
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

の
よ

う
な

世
界

最
高

水
準

の
国

際
リ

ゾ
ー

ト
ビ

ジ
ネ

ス
空

港
を

目
指

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
、

中
間

取
り

ま
と

め
で

は
世

界
水

準
の

ま
ま

と
な

っ
て

い
る

。
再

度
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

9
4
章

P
1
4
6

3
0
行

海
洋

島
し

ょ
圏

で
あ

る
本

県
は

域
内

土
地

が
狭

あ
い

で
あ

り
資

源
も

少
な

い
た

め
、

外
と

の
関

係
性

で
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
発

展
し

て
き

ま
し

た
。

か
つ

て
琉

球
は

冊
封

貿
易

を
通

じ
て

中
国

、
東

南
ア

ジ
ア

、
日

本
と

の
三

角
貿

易
と

い
う

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

っ
て

発
展

し
て

お
り

、
こ

の
発

展
の

構
図

は
基

本
的

に
現

在
で

も
変

わ
ら

ず
に

、
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
優

位
性

を
生

か
し

、
我

が
国

と
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

、
欧

米
州

等
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
し

、
沖

縄
の

持
続

的
発

展
を

図
る

構
図

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
優

位
性

を
生

か
し

、
我

が
国

と
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

、
欧

米
州

等
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
し

沖
縄

の
持

続
的

発
展

を
図

る
構

図
と

な
っ

て
い

ま
す

。
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
先

端
技

術
等

を
活

用
し

た
空

・
海

・
陸

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
を

整
備

し
、

国
内

外
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
さ

せ
る

と
と

も
に

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

最
適

化
を

図
り

、
経

済
・
産

業
の

持
続

可
能

な
発

展
と

県
民

生
活

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

海
洋

島
し

ょ
圏

で
あ

る
本

県
は

域
内

土
地

が
狭

あ
い

で
あ

り
資

源
も

少
な

い
た

め
、

外
と

の
関

係
性

で
あ

る
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
を

通
じ

て
発

展
し

て
き

ま
し

た
。

か
つ

て
琉

球
は

冊
封

貿
易

を
通

じ
て

中
国

、
東

南
ア

ジ
ア

、
日

本
と

の
三

角
貿

易
と

い
う

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
よ

っ
て

発
展

し
て

お
り

、
 こ

の
発

 展
の

構
図

は
基

本
的

に
現

在
 で

も
変

わ
ら

ず
 に

、
東

ア
ジ

ア
の

中
心

に
位

置
す

る
優

位
性

を
 生

か
し

、
我

が
国

と
ア

ジ
ア

・
太

平
洋

地
域

、
欧

 米
州

等
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
 し

、
ア

ジ
ア

の
結

節
点

の
役

割
を

担
う

こ
と

で
沖

縄
の

持
続

的
発

展
を

図
る

構
図

と
な

っ
て

い
ま

す
。

　
本

基
本

施
策

の
展

開
に

お
い

て
は

、
先

端
技

術
等

を
活

用
し

た
空

・
海

・
陸

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
を

整
備

し
、

東
ア

ジ
ア

の
中

心
に

位
置

す
る

優
位

性
を

生
か

し
て

国
内

外
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
さ

せ
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

 最
適

化
形

成
を

図
り

、
経

済
・
産

業
の

持
続

可
能

な
発

展
と

県
民

生
活

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
0

4
章

P
1
4
7

3
4
行

こ
れ

ま
で

の
各

種
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

等
に

よ
り

、
社

会
資

本
ス

ト
ッ

ク
は

他
府

県
並

み
と

な
っ

て
い

る
一

方
、

ア
ジ

ア
の

交
流

拠
点

に
位

置
し

、
人

、
モ

ノ
、

資
金

、
情

報
等

が
行

き
交

う
本

県
に

お
い

て
は

、
多

様
な

民
間

資
本

ス
ト

ッ
ク

の
充

実
化

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

今
後

は
、

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

の
整

備
等

に
よ

り
、

更
な

る
民

間
の

投
資

を
促

進
す

る
こ

と
で

、
ス

ピ
ー

ド
感

や
ス

ケ
ー

ル
感

の
あ

る
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

を
実

現
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

 こ
れ

ま
で

の
各

種
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

等
に

よ
り

、
 社

会
資

本
ス

ト
ッ

ク
は

他
府

県
並

み
と

な
っ

て
い

 る
一

方
、

ア
ジ

ア
の

交
流

拠
点

に
位

置
し

、
人

、
 モ

ノ
、

資
金

、
情

報
等

が
行

き
交

う
本

県
に

お
い

 て
は

、
多

様
な

民
間

資
本

ス
ト

ッ
ク

の
充

実
化

が
 求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

今
後

は
、

ビ
ジ

ネ
ス

環
境

 の
整

備
等

に
よ

り
、

更
な

る
民

間
の

投
資

を
促

 進
す

る
こ

と
で

、
ス

ピ
ー

ド
感

や
ス

ケ
ー

ル
感

の
 あ

る
イ

ン
フ

ラ
の

整
備

を
実

現
す

る
必

要
が

あ
り

 ま
す

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
1

4
章

P
1
4
8

6
行

航
空

路
線

に
つ

い
て

は
、

航
空

会
社

の
負

担
軽

減
を

図
り

、
運

賃
の

低
減

化
を

促
進

す
る

た
め

、
旅

客
便

・
貨

物
便

と
も

に
航

空
機

燃
料

税
、

着
陸

料
、

航
行

援
助

施
設

利
用

料
の

減
免

措
置

を
受

け
て

こ
れ

ら
の

活
用

促
進

を
図

る
と

と
も

に
、

積
極

的
な

路
線

誘
致

活
動

等
に

よ
り

新
規

航
空

会
社

の
参

入
を

促
進

す
る

な
ど

航
空

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拡

充
を

図
り

ま
す

。

・
一

部
内

容
を

移
動

(P
1
4
8
L
6
を

P
1
4
8
L
1
7
へ

移
動

)
「
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
～

将
利

用
拡

大
や

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
空

港
施

設
を

併
せ

持
つ

世
界

最
高

水
準

を
見

据
え

た
拠

点
空

港
の

整
備

を
促

進
し

ま
す

。
」
の

次
に

移
動

　
※

下
記

N
o
１

０
で

修
正

し
た

文
章

の
次

に
移

動

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
2

4
章

P
1
4
8

1
1
行

　
那

覇
空

港
に

つ
い

て
は

、
観

光
地

と
し

て
の

本
県

の
魅

力
や

増
大

す
る

ア
ジ

ア
の

航
空

需
要

を
背

景
に

、
今

後
も

利
用

が
拡

大
す

る
こ

と
が

予
想

さ
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
た

め
、

ア
ジ

ア
の

玄
関

の
役

割
を

担
う

べ
く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
向

け
た

３
Ｆ

、
F
re

e
「
楽

に
」
、

F
as

t&
S
e
am

le
ss

「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
F
u
n
「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
空

港
整

備
を

促
進

し
ま

す
。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

該
当

箇
所

を
修

正
】

（
理

由
）

ご
指

摘
の

と
お

り
、

目
指

す
べ

き
は

世
界

最
高

水
準

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

計
画

本
文

に
あ

る
「
世

界
水

準
の

拠
点

空
港

化
」
等

の
記

載
を

、
「
世

界
最

高
水

準
を

見
据

え
た

拠
点

空
港

の
整

備
促

進
」
等

に
修

正
し

ま
す

。
（
修

正
文

案
）

那
覇

空
港

に
つ

い
て

は
、

 観
光

地
と

し
て

の
本

 県
の

魅
力

や
増

大
す

る
ア

ジ
ア

の
航

空
需

要
を

 背
景

に
、

今
後

も
利

用
が

拡
大

す
る

こ
と

が
予

想
 さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

た
め

、
ア

ジ
ア

の
玄

関
の

 役
割

を
担

う
べ

く
、

空
港

サ
ー

ビ
ス

の
質

向
上

に
 向

け
た

３
Ｆ

、
F
re

e
「
楽

に
」
、

F
as

t&
S
e
am

le
ss

 「
早

く
」
、

お
も

て
な

し
・
賑

わ
い

を
創

出
す

る
F
u
n

 「
楽

し
く
」
の

取
組

と
、

時
代

の
先

を
読

ん
だ

先
端

 技
術

を
活

用
し

、
将

来
の

変
化

に
も

し
な

や
か

に
 対

応
す

る
空

港
整

備
を

促
進

し
ま

す
。

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

観
光

地
形

成
を

目
指

す
の

で
あ

れ
ば

、
那

覇
空

港
を

世
界

水
準

に
と

ど
ま

ら
ず

、
Ｏ

ＩＳ
Ｔ

の
よ

う
な

世
界

最
高

水
準

の
国

際
リ

ゾ
ー

ト
ビ

ジ
ネ

ス
空

港
を

目
指

す
べ

き
で

は
な

い
か

。
、

中
間

取
り

ま
と

め
で

は
世

界
水

準
の

ま
ま

と
な

っ
て

い
る

。
再

度
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
3

4
章

P
1
4
8

1
7
行

ま
た

、
令

和
２

年
３

月
に

那
覇

空
港

第
二

滑
走

路
が

供
用

さ
れ

た
も

の
の

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
が

収
束

し
た

後
の

拡
大

す
る

需
要

に
対

応
す

る
た

め
に

は
、

空
港

機
能

の
強

化
や

拡
張

に
つ

い
て

の
更

な
る

検
証

が
必

要
で

す
。

滑
走

路
の

容
量

拡
大

は
、

タ
ー

ミ
ナ

ル
、

駐
機

場
、

C
IQ

 機
能

、
二

次
交

通
、

駐
車

場
、

商
業

機
能

等
の

施
設

と
連

動
す

る
た

め
、

各
施

設
の

拡
張

性
を

見
定

め
つ

つ
、

空
港

機
能

の
強

化
や

拡
張

に
向

け
た

整
備

を
推

進
す

る
必

要
が

あ
り

ま
す

 ま
た

、
令

和
２

年
３

月
に

那
覇

空
港

第
二

滑
走

路
が

供
用

さ
れ

た
も

の
の

、
 新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

 感
染

症
が

収
束

し
た

後
の

拡
大

す
る

需
要

に
対

 応
す

る
た

め
に

は
、

観
光

地
と

し
て

の
本

県
の

魅
力

や
増

大
す

る
ア

ジ
ア

の
航

空
需

要
を

背
景

に
、

今
後

の
利

用
拡

大
が

予
想

さ
れ

て
お

り
、

更
な

る
空

港
機

能
の

強
化

や
拡

張
に

つ
い

て
 の

更
 な

る
検

証
す

る
必

要
が

 必
要

で
す

あ
り

ま
す

。
 滑

 走
路

の
容

量
拡

大
は

、
タ

ー
ミ

ナ
ル

、
駐

機
場

、
 C

IQ
 機

能
、

二
次

交
通

、
駐

車
場

、
商

業
機

能
 等

の
施

設
と

連
動

す
る

た
め

、
各

施
設

の
拡

張
 性

を
見

定
め

つ
つ

、
空

港
機

能
の

強
化

や
拡

張
 に

向
け

た
整

備
を

推
進

す
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

ア
ジ

ア
の

玄
関

と
し

て
の

役
割

を
担

う
べ

く
、

利
便

性
や

快
適

性
、

お
も

て
な

し
な

ど
質

の
高

い
空

港
サ

ー
ビ

ス
と

、
利

用
拡

大
や

多
様

な
ニ

ー
ズ

に
も

し
な

や
か

に
対

応
す

る
空

港
施

設
を

併
せ

持
つ

世
界

最
高

水
準

を
見

据
え

た
拠

点
空

港
の

整
備

を
促

進
し

ま
す

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
4

4
章

P
1
5
0

7
行

先
端

技
術

等
を

活
用

し
た

空
・
海

・
陸

の
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
を

整
備

し
、

国
内

外
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
さ

せ
る

と
と

も
に

、
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

最
適

化
を

図
り

、
経

済
・
産

業
の

持
続

可
能

な
発

展
と

県
民

生
活

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

　
ま

た
、

A
I 
や

Io
T
 等

の
IC

T
 を

活
用

し
た

港
湾

の
建

設
・
維

持
管

理
・
運

営
サ

イ
ク

ル
全

体
の

ス
マ

ー
ト

化
・
強

靱
化

を
推

進
し

、
沖

縄
型

ス
マ

ー
ト

ポ
ー

ト
の

形
成

に
向

け
検

討
を

進
め

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
経

験
を

踏
ま

え
、

多
数

の
外

国
人

旅
行

者
等

が
同

時
に

入
域

す
る

海
の

玄
関

口
と

し
て

、
各

種
感

染
症

の
侵

入
防

止
の

た
め

の
検

疫
・
防

疫
体

制
と

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
重

点
的

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

 先
端

技
術

等
を

活
用

し
た

空
・
海

・
陸

の
シ

ー
ム

 レ
ス

な
交

通
体

系
を

整
備

し
、

国
内

外
と

の
人

、
モ

ノ
、

情
報

等
の

交
流

を
促

進
さ

せ
る

と
と

も
に

、
効

率
的

な
サ

プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
の

 最
適

化
形

成
を

図
り

、
経

済
・
産

業
の

持
続

可
能

な
発

展
と

県
民

生
活

の
向

上
を

目
指

し
ま

す
。

　
 ま

た
、

A
I 
や

Io
T
 等

の
IC

T
 を

活
用

し
た

港
湾

 の
建

設
・
維

持
管

理
・
運

営
サ

イ
ク

ル
全

体
の

ス
 マ

ー
ト

化
・
強

靱
化

を
推

進
し

、
沖

縄
型

ス
マ

ー
ト

ポ
ー

ト
の

形
成

に
向

け
検

討
を

進
め

る
と

と
も

に
、

頻
発

化
、

激
甚

化
す

る
災

害
に

対
応

す
る

港
湾

機
能

の
強

靱
化

に
取

り
組

む
必

要
が

あ
り

ま
す

。
あ

わ
せ

て
、

 新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
 症

の
経

験
を

踏
ま

え
、

多
数

の
外

国
人

旅
行

者
 等

が
同

時
に

入
域

す
る

海
の

玄
関

口
と

し
て

、
各

種
感

染
症

の
侵

入
防

止
の

た
め

の
検

疫
・
防

疫
体

制
と

セ
キ

ュ
リ

テ
ィ

対
策

の
重

点
的

強
化

を
図

る
必

要
が

あ
り

ま
す

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
5

4
章

P
1
5
0

3
2
行

　
特

に
、

新
港

ふ
頭

地
区

に
つ

い
て

は
、

R
O

R
O

船
の

大
型

化
や

内
貿

貨
物

の
増

大
等

に
よ

り
那

覇
港

全
体

の
貨

物
の

７
割

が
集

中
し

て
お

り
、

港
湾

施
設

用
地

等
の

拡
大

や
臨

港
産

業
等

の
産

業
集

積
の

た
め

の
 展

開
用

地
の

確
保

が
必

要
で

あ
る

。
港

湾
施

設
の

拡
張

等
に

対
す

る
様

々
な

方
策

を
検

討
し

、
新

た
な

内
外

貿
ユ

ニ
ッ

ト
ロ

ー
ド

タ
ー

ミ
ナ

ル
等

の
整

備
、

各
ふ

頭
の

機
能

再
編

、
那

覇
港

及
び

周
辺

地
域

の
物

流
倉

庫
の

更
新

・
整

備
等

を
図

り
 、

内
貿

貨
物

に
対

す
る

港
湾

機
能

の
充

実
に

取
り

組
み

ま
す

。

　那
覇

港
に

お
い

て
は

、国
際

流
通

港
湾

とし
て

の
機

能
充

実
や

臨
空

・臨
港

型
産

業
等

の
集

積
を図

る
た

め
、 港

湾
貨

物
の

円
滑

な
 輸

送
を確

保
す

る
臨

港
道

路
の

整
備

、防
波

堤
の

延
伸

・改
良

 、
船

舶
の

大
型

化
や

貨
物

量
の

増
加

に
対

応
す

る
岸

壁
の

 延
 伸

・改
 良

等
の

港
湾

施
設

の
拡

充
整

備
等

に
よる

内
外

貿
ユ

ニッ
トロ

ー
ド

ター
ミナ

ル
等

の
拡

充
及

び
上

屋
や

物
流

用
地

の
更

新
・再

配
置

を
含

め
た

各
ふ

頭
の

機
能

再
編

に
取

り組
む

とと
も

に
、防

波
堤

の
延

伸
・改

良
や

臨
港

道
路

の
整

備
等

に
取

り組
み

ます
。

　ま
た

、総
合

物
流

セ
ンタ

ー
等

の
 な

ど、
国

際
物

流
拠

点
を構

成
す

る
主

要
施

設
の

戦
略

的
な

強
化

・拡
充

や
IC

Tの
活

用
等

に
よる

港
湾

機
能

の
高

度
化

の
検

討
を進

め
ます

。
　あ

わ
せ

て
、全

国
的

な
モー

ダル
シ

フト
の

流
れ

を取
り込

み
、貨

物
を那

覇
港

内
で

輸
入

・移
入

し保
管

、仕
分

け
等

を行
い

、移
出

・
輸

出
す

る
取

組
等

に
より

、那
覇

港
の

中
継

機
能

を強
化

し、
課

題
で

あ
る

片
荷

輸
送

の
解

消
に

取
り組

み
ます

。
　 生

活
物

資
や

産
業

関
連

物
資

等
が

集
中

す
る

国
内

航
路

に
つ

い
 て

は
、船

舶
の

大
型

化
に

対
応

す
る

岸
壁

、ふ
頭

用
地

、上
屋

等
を

 整
備

し、
港

湾
施

設
の

強
化

・拡
充

等
に

取
り組

み
ます

。特
に

、新
 港

ふ
頭

地
区

に
つ

い
て

は
、R

O
RO

 船
の

大
型

化
や

内
貿

貨
物

の
 増

大
等

に
より

那
覇

港
全

体
の

貨
物

の
７

割
が

集
中

して
お

り、
港

 湾
施

設
用

地
等

の
拡

大
や

臨
港

産
業

等
の

産
業

集
積

の
た

め
の

展
 開

用
地

の
確

保
が

必
要

で
あ

る
こと

か
ら、

港
湾

施
設

の
拡

張
等

に
 対

す
る

様
々

な
方

策
を検

討
し、

新
た

な
内

外
貿

ユ
ニッ

トロ
ー

ド
 ター

ミナ
ル

等
の

整
備

、各
ふ

頭
の

機
能

再
編

、那
覇

港
及

び
周

辺
 地

域
の

物
流

倉
庫

の
更

新
・整

備
等

を図
り、

内
貿

貨
物

に
対

す
る

 港
湾

機
能

の
充

実
に

取
り組

み
ます

。

修
正

漏
れ

。
【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
6

4
章

P
1
5
2

3
2
行

本
県

の
陸

上
交

通
に

お
い

て
、

自
動

車
は

経
済

活
動

や
県

民
生

活
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
交

通
手

段
で

あ
る

こ
と

は
確

か
な

も
の

の
、

過
度

な
自

家
用

車
利

用
は

様
々

な
弊

害
を

生
ん

で
い

ま
す

。
S
D

G
s 

や
S
o
c
ie

ty
5
.0

等
の

観
点

か
ら

考
え

た
場

合
、

本
島

中
南

部
地

域
に

お
い

て
は

、
過

度
な

自
家

用
車

保
有

・
利

用
を

前
提

と
せ

ず
、

公
共

交
通

を
中

心
と

し
た

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
よ

る
移

動
で

も
自

動
車

交
通

以
上

の
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

が
可

能
な

交
通

環
境

の
構

築
を

図
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 本
県

の
陸

上
交

通
に

お
い

て
、

自
動

車
は

経
済

 活
動

や
県

民
生

活
に

と
っ

て
必

要
不

可
欠

な
交

 通
手

段
で

あ
る

こ
と

は
確

か
な

も
の

の
、

過
度

な
 自

家
用

車
利

用
は

様
々

な
弊

害
を

生
ん

で
い

ま
 す

。
S
D

G
s 

や
S
o
c
ie

ty
5
.0

等
の

観
点

か
ら

考
え

 た
場

合
、

本
島

中
南

部
地

域
に

お
い

て
は

、
過

 度
な

自
家

用
車

保
有

・
利

用
を

前
提

と
せ

ず
、

公
 共

交
通

を
中

心
と

し
た

多
様

な
モ

ビ
リ

テ
ィ

に
よ

 る
移

動
で

も
自

動
車

交
通

以
上

の
サ

ー
ビ

ス
の

 提
供

が
可

能
な

交
通

環
境

の
構

築
を

図
る

こ
と

 が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

本
島

中
南

部
地

域
に

お
い

て
は

、
公

共
交

通
を

中
心

と
し

て
、

「
移

動
」
に

関
わ

る
手

段
・
サ

ー
ビ

ス
等

を
一

体
で

捉
え

る
M

aa
S
の

概
念

と
方

向
性

を
踏

ま
え

た
サ

ー
ビ

ス
の

提
供

に
よ

り
、

自
動

車
の

利
便

性
を

上
回

る
交

通
環

境
の

構
築

が
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
7

4
章

P
1
5
3

9
行

こ
の

よ
う

な
陸

上
交

通
に

お
け

る
枠

組
み

の
転

換
（
パ

ラ
ダ

イ
ム

シ
フ

ト
）
を

図
り

、
中

長
期

的
に

は
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
を

導
入

し
、

本
島

中
南

部
地

域
の

渋
滞

緩
和

や
県

民
及

び
観

光
客

の
利

便
性

の
向

上
、

ひ
い

て
は

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
に

つ
な

げ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

【
委

員
の

意
見

を
踏

ま
え

該
当

箇
所

を
修

正
】

（
重

複
箇

所
の

削
除

）
・
一

部
原

文
を

削
除

す
る

。
こ

の
よ

う
な

陸
上

交
通

に
お

け
る

枠
組

み
の

転
換

（
パ

ラ
ダ

イ
ム

シ
フ

ト
）
を

図
っ

て
 り

、
中

長
期

 的
に

は
、

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

 ス
テ

ム
を

導
入

し
、

本
島

中
南

部
地

域
の

渋
滞

 緩
和

や
県

民
及

び
観

光
客

の
利

便
性

の
向

上
、

 ひ
い

て
は

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
に

つ
な

げ
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

【
重

複
箇

所
】

県
土

の
均

衡
あ

る
発

展
を

支
え

、
都

市
間

を
つ

な
ぐ

公
共

交
通

の
基

幹
軸

と
し

て
、

速
達

性
、

定
時

性
等

の
機

能
を

備
え

た
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
に

取
り

組
み

ま
す

。
本

島
中

南
部

地
域

で
の

交
通

渋
滞

対
策

は
喫

緊
の

課
題

で
あ

り
、

県
民

や
観

光
客

の
移

動
利

便
性

や
産

業
の

生
産

性
の

向
上

を
図

る
た

め
に

、
那

覇
か

ら
名

護
を

１
時

間
で

結
ぶ

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

の
導

入
を

前
提

と
し

た
都

市
間

交
通

と
並

行
し

て
、

交
通

結
節

点
、

フ
ィ

ー
ダ

ー
（
支

線
）
交

通
、

地
域

道
路

網
等

が
連

携
す

る
有

機
的

な
公

共
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

に
取

り
組

み
ま

す
。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

1
8

4
章

P
1
5
3

1
8
行

シ
ー

ム
レ

ス
な

陸
上

交
通

体
系

の
構

築
に

向
け

た
留

意
点

と
し

て
、

短
期

・
中

期
・
長

期
等

の
時

間
軸

の
設

定
、

人
流

の
側

面
か

ら
捉

え
た

圏
域

の
考

え
方

及
び

S
D

G
s 

や
S
o
c
ie

ty
5
.0

社
会

へ
の

対
応

を
踏

ま
え

た
新

た
な

地
域

と
交

通
の

あ
り

方
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
さ

ら
に

、
新

た
な

視
点

と
し

て
は

、
M

aa
S
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

、
防

災
・

減
災

、
イ

ン
フ

ラ
維

持
管

理
・
交

通
施

設
運

用
、

高
齢

化
、

観
光

・
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

新
交

通
シ

ス
テ

ム
、

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

（
１

人
用

小
型

車
等

）
、

シ
ェ

ア
リ

ン
グ

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

将
来

の
本

県
に

お
け

る
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

留
意

点
や

新
た

な
視

点
を

取
り

込
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

シ
ー

ム
レ

ス
な

陸
上

交
通

体
系

の
構

築
に

向
け

た
留

意
点

と
し

て
、

短
期

・
中

期
・
長

期
 等

の
時

間
軸

 の
設

定
、

人
流

 の
側

面
か

ら
捉

え
た

圏
域

の
考

え
方

及
び

S
D

G
s 

や
S
o
c
ie

ty
5
.0

社
会

 へ
 の

対
応

を
踏

ま
え

た
新

た
な

地
域

と
交

通
の

あ
 り

方
が

挙
げ

ら
れ

ま
す

。
さ

ら
に

、
新

た
な

視
点

と
 し

て
は

、
M

aa
S
、

グ
リ

ー
ン

イ
ン

フ
ラ

、
防

災
・
減

 災
、

イ
ン

フ
ラ

維
持

管
理

・
交

通
施

設
運

用
、

高
 齢

化
、

観
光

・
イ

ン
バ

ウ
ン

ド
、

新
交

通
シ

ス
テ

 ム
、

超
小

型
モ

ビ
リ

テ
ィ

（
１

人
用

小
型

車
等

）
、

 シ
ェ

ア
リ

ン
グ

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

 将
来

の
本

県
に

お
け

る
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

 系
の

構
築

に
つ

い
て

は
、

こ
れ

ら
の

留
意

点
や

 新
た

な
視

点
を

取
り

込
む

こ
と

が
重

要
で

す
。

の
実

現
等

の
視

点
か

ら
、

新
技

術
を

含
め

た
多

様
な

交
通

環
境

の
構

築
が

求
め

ら
れ

ま
す

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

1
9

4
章

P
1
5
3

3
0
行

さ
ら

に
、

交
通

施
設

の
整

備
に

は
一

定
の

期
間

が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、
需

要
追

随
で

整
備

す
る

の
で

は
な

く
、

需
要

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

交
通

機
関

の
構

築
と

、
既

存
ス

ト
ッ

ク
で

賄
え

る
よ

う
需

要
を

適
宜

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

し
て

い
く

こ
と

も
求

め
ら

れ
て

い
ま

す
。

 さ
ら

に
、

交
通

施
設

の
整

備
に

は
一

定
の

期
間

 が
必

要
と

な
る

こ
と

か
ら

、
ま

た
、

交
通

施
設

等
の

整
備

に
は

時
間

を
要

す
る

こ
と

か
ら

、
 需

要
 追

随
で

整
備

す
る

の
で

は
な

 く
、

交
通

需
要

の
変

動
に

柔
軟

に
対

応
で

き
る

交
通

 機
関

環
境

の
構

築
 と

や
、

既
存

ス
ト

ッ
ク

で
 賄

 え
る

よ
う

需
要

を
適

宜
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
し

て
い

く
こ

 と
も

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
を

最
大

限
に

活
用

し
た

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

(T
D

M
)施

策
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。

新
た

な
振

興
計

画
（
素

案
）
の

本
文

に
つ

い
て

、
文

章
の

重
複

箇
所

が
多

い
。

全
体

的
に

文
章

が
長

い
た

め
文

章
の

バ
ラ

ン
ス

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
0

4
章

P
1
5
6

2
行

ま
た

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
の

構
築

に
よ

り
、

自
動

車
以

外
の

交
通

手
段

の
魅

力
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
T
D

M
）

施
策

の
一

つ
で

あ
る

過
度

な
自

家
用

車
保

有
・

利
用

か
ら

公
共

交
通

等
へ

の
利

用
転

換
が

図
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
パ

ー
ク

・
ア

ン
ド

・
ラ

イ
ド

や
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
利

用
促

進
、

モ
ビ

リ
テ

ィ
・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
M

M
）
等

の
推

進
を

図
り

ま
す

。

ま
た

、
シ

ー
ム

レ
ス

な
交

通
体

系
の

構
築

に
よ

り
、

自
動

車
以

外
の

交
通

手
段

の
魅

力
が

向
上

す
る

こ
と

で
、

交
通

需
要

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

（
T
D

M
）

施
策

の
一

つ
で

あ
る

過
度

な
自

家
用

車
保

有
・

利
用

か
ら

公
共

交
通

等
へ

の
利

用
転

換
が

図
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
自

転
車

通
行

空
間

の
整

備
や

パ
ー

ク
・
ア

ン
ド

・
ラ

イ
ド

、
シ

ェ
ア

サ
イ

ク
ル

の
利

用
促

進
等

の
モ

ビ
リ

テ
ィ

・
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（
M

M
）

を
推

進
す

る
。

自
転

車
の

利
用

を
推

進
す

る
と

書
い

て
あ

る
が

、
イ

ン
フ

ラ
が

な
い

こ
と

に
は

安
心

し
て

走
れ

な
い

。
中

国
に

行
か

れ
た

ら
分

か
る

が
、

上
海

は
自

転
車

専
用

道
路

が
あ

る
。

一
般

道
路

の
そ

ば
に

分
離

さ
れ

て
安

心
し

て
走

れ
る

道
路

が
あ

る
。

今
後

、
中

南
部

、
特

に
キ

ャ
ン

プ
・
キ

ン
ザ

ー
を

含
め

て
沖

縄
の

ま
ち

づ
く
り

が
大

き
く
変

わ
ろ

う
と

し
て

い
る

時
期

に
、

明
確

に
自

転
車

道
路

を
位

置
づ

け
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
1

6
章

P
2
0
0

2
7
行

災
害

対
策

等
の

観
点

か
ら

、
地

震
、

台
風

、
集

中
豪

雨
や

感
染

症
な

ど
、

強
大

化
す

る
自

然
災

害
や

様
々

な
リ

ス
ク

等
に

対
す

る
危

機
管

理
体

制
の

強
化

、
ソ

フ
ト

・
ハ

ー
ド

両
面

か
ら

の
防

災
･

減
災

対
策

の
強

化
を

進
め

、
災

害
に

強
い

強
靱

な
県

土
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

　
災

害
対

策
等

の
観

点
か

ら
、

地
震

、
台

風
、

集
中

豪
雨

や
感

染
症

な
ど

強
大

化
す

る
自

然
災

害
や

様
々

な
リ

ス
ク

等
を

想
定

し
、

平
時

か
ら

危
機

管
理

体
制

の
強

化
、

ソ
フ

ト
・
ハ

ー
ド

両
面

か
ら

の
防

災
･減

災
対

策
の

強
化

、
代

替
性

や
冗

長
性

の
確

保
を

進
め

、
災

害
に

強
い

強
靱

な
県

土
づ

く
り

に
取

り
組

み
ま

す
。

災
害

を
想

定
し

て
強

靭
な

ま
ち

づ
く
り

を
平

時
か

ら
つ

く
っ

て
お

く
こ

と
や

、
最

悪
の

状
態

を
想

定
し

て
そ

れ
を

回
避

す
る

と
い

う
、

国
土

強
靭

化
の

２
つ

の
基

本
的

な
考

え
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

内
容

を
圏

域
別

に
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
2

6
章

P
2
0
4

3
3
行

今
後

、
中

南
部

都
市

圏
に

お
い

て
返

還
が

予
定

さ
れ

て
い

る
大

規
模

な
駐

留
軍

用
地

跡
地

利
用

や
鉄

軌
道

を
含

む
新

た
な

公
共

交
通

シ
ス

テ
ム

等
の

導
入

と
連

動
し

、
自

然
資

源
や

歴
史

資
源

等
の

保
全

を
図

り
つ

つ
、

観
光

振
興

や
産

業
振

興
等

に
資

す
る

土
地

利
用

を
広

域
的

か
つ

計
画

的
に

展
開

し
て

い
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

　
今

後
、

中
南

部
都

市
圏

に
お

い
て

返
還

が
予

定
さ

れ
て

い
る

大
規

模
な

駐
留

軍
用

地
跡

地
利

用
や

鉄
軌

道
を

含
む

新
た

な
公

共
交

通
シ

ス
テ

ム
等

の
導

入
に

向
け

た
取

組
と

も
連

動
し

な
が

ら
、

自
然

資
源

や
歴

史
資

源
等

の
保

全
を

図
り

つ
つ

、
観

光
振

興
や

産
業

振
興

等
に

資
す

る
土

地
利

用
を

広
域

的
か

つ
計

画
的

に
展

開
し

て
い

く
必

要
が

あ
り

ま
す

。

2
0
3
ペ

ー
ジ

か
ら

2
0
5
ペ

ー
ジ

ま
で

の
記

載
に

お
い

て
、

中
南

部
都

市
圏

の
話

と
駐

留
軍

用
地

の
話

が
記

載
さ

れ
て

い
る

。
基

地
の

返
還

が
進

ま
な

か
っ

た
場

合
、

都
市

計
画

な
ど

の
他

の
計

画
が

遅
れ

て
し

ま
う

こ
と

に
な

る
た

め
、

返
還

さ
れ

よ
う

が
さ

れ
ま

い
が

や
る

こ
と

と
､返

還
さ

れ
た

ら
や

る
こ

と
を

、
そ

れ
ぞ

れ
明

確
に

分
け

て
記

載
す

べ
き

で
あ

る
。

 (
1
)、

(2
)で

分
け

る
の

か
、

(1
)

を
ア

、
イ

、
ウ

で
分

け
る

の
か

検
討

し
て

ほ
し

い
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
3

6
章

P
2
0
5

3
行

こ
の

た
め

、
関

係
市

町
村

と
連

携
の

下
、

地
域

が
求

め
る

ま
ち

づ
く
り

な
ど

、
市

町
村

の
実

情
を

加
味

し
た

上
で

、
中

南
部

都
市

圏
を

一
体

の
都

市
と

し
て

捉
え

た
都

市
計

画
区

域
の

再
編

も
視

野
に

入
れ

た
取

組
を

進
め

な
が

ら
、

持
続

可
能

な
都

市
圏

の
形

成
に

資
す

る
都

市
計

画
や

交
通

政
策

を
総

合
的

か
つ

計
画

的
に

推
進

し
ま

す
。

こ
の

た
め

関
係

市
町

村
と

連
携

の
下

、
地

域
が

求
め

る
ま

ち
づ

く
り

な
ど

、
市

町
村

の
実

情
を

加
味

し
た

上
で

、
中

南
部

都
市

圏
を

一
体

の
都

市
と

し
て

捉
え

た
都

市
圏

の
役

割
や

広
域

的
な

方
向

性
及

び
取

り
組

む
べ

き
施

策
等

を
明

確
に

し
、

都
市

計
画

区
域

の
再

編
も

視
野

に
入

れ
た

取
組

を
進

め
な

が
ら

、
持

続
可

能
な

都
市

圏
の

形
成

に
資

す
る

都
市

計
画

や
交

通
政

策
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
し

ま
す

。

2
0
3
ペ

ー
ジ

か
ら

2
0
4
ペ

ー
ジ

に
中

部
地

域
の

渋
滞

な
ど

に
対

し
て

道
路

整
備

の
話

が
書

か
れ

て
い

る
。

中
部

圏
域

の
公

共
交

通
、

特
に

通
勤

、
通

学
時

間
帯

は
基

本
那

覇
に

向
か

っ
て

い
る

の
で

、
中

部
圏

域
だ

け
で

考
え

る
の

で
な

く
政

令
指

定
都

市
並

で
１

２
０

万
都

市
圏

で
あ

る
中

南
部

は
一

体
と

な
っ

て
土

地
利

用
や

交
通

政
策

を
考

え
る

こ
と

は
当

然
で

あ
る

。
P

2
0
4
の

最
後

に
「
持

続
可

能
な

都
市

圏
の

形
成

に
資

す
る

都
市

計
画

や
交

通
政

策
を

総
合

的
か

つ
計

画
的

に
推

進
し

ま
す

」
と

あ
る

。
推

進
す

る
こ

と
は

当
た

り
前

の
こ

と
で

、
そ

の
た

め
に

何
を

す
る

の
か

が
重

要
で

あ
る

。
今

後
1
0
年

で
公

共
交

通
と

土
地

利
用

を
連

携
し

て
ど

う
す

る
の

か
を

記
載

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
4

6
章

P
2
2
8

1
8
行

環
境

負
荷

に
対

し
て

廃
棄

物
等

に
よ

る
環

境
負

荷
に

対
し

て
修

正
漏

れ
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

67



別
紙

１
－

２

番 号
章

頁
行

新
た

な
振

興
計

画
（

中
間

取
り

ま
と

め
）

本
文

 
修

 
正

 
文

 
案

 
等

 
理

　
　

　
由

　
　

　
等

審
　

議
　

結
　

果

2
5

4
章

P
2
3
3

5
行

－
－

　
東

海
岸

地
域

に
つ

い
て

は
、

し
っ

か
り

と
し

た
方

向
性

が
特

出
し

で
示

さ
れ

て
い

る
が

、
西

海
岸

地
域

に
つ

い
て

は
、

そ
の

記
載

が
弱

い
感

じ
が

あ
る

。
特

に
、

キ
ャ

ン
プ

キ
ン

ザ
ー

か
ら

那
覇

港
、

那
覇

軍
港

、
そ

し
て

那
覇

空
港

に
至

る
一

帯
は

ポ
テ

ン
シ

ャ
ル

の
高

い
地

域
で

あ
る

た
め

、
こ

の
地

域
一

帯
の

整
備

に
つ

い
て

重
点

的
に

記
載

す
る

こ
と

も
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

　
キ

ャ
ン

プ
キ

ン
ザ

ー
か

ら
那

覇
空

港
に

至
る

区
域

に
お

い
て

、
沖

縄
西

海
岸

道
路

が
整

備
中

で
す

。
本

道
路

に
つ

い
て

は
、

2
3
3
頁

の
「
②

交
通

渋
滞

の
緩

和
に

向
け

た
交

通
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

構
築

」
に

お
い

て
整

備
促

進
に

取
り

組
む

旨
を

記
載

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
那

覇
港

に
お

い
て

は
、

P
.1

5
0
 _
3
-
⑿

-
ウ

-
①

に
お

い
て

、
国

際
流

通
港

湾
と

し
て

の
機

能
充

実
を

図
る

た
め

、
各

種
港

湾
施

設
整

備
に

取
り

組
む

こ
と

や
、

付
加

価
値

の
高

い
ク

ル
ー

ズ
誘

致
の

た
め

の
ク

ル
ー

ズ
バ

ー
ス

の
整

備
、

世
界

か
ら

選
ば

れ
る

持
続

可
能

な
観

光
地

の
形

成
に

向
け

た
観

光
・
ビ

ジ
ネ

ス
拠

点
実

現
へ

の
取

組
な

ど
、

港
湾

管
理

者
と

し
て

、
西

海
岸

一
帯

の
発

展
に

寄
与

さ
れ

る
取

組
の

記
載

を
行

っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
原

文
の

と
お

り
と

さ
せ

て
頂

き
ま

す
。

2
6

6
章

P
2
3
4

2
6
行

環
境

負
荷

に
対

し
て

廃
棄

物
等

に
よ

る
環

境
負

荷
に

対
し

て
修

正
漏

れ
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
7

6
章

P
2
3
7

1
5
行

環
境

負
荷

に
対

し
て

廃
棄

物
等

に
よ

る
環

境
負

荷
に

対
し

て
修

正
漏

れ
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

2
8

6
章

P
2
4
4

2
8
行

環
境

負
荷

に
対

し
て

廃
棄

物
等

に
よ

る
環

境
負

荷
に

対
し

て
修

正
漏

れ
。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。
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別
紙

２

基
盤

整
備

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

2
-
⑹

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
者

の
割

合
（
個

人
）

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

普
及

率

検
討

中
民

間
事

業
者

に
お

い
て

５
Ｇ

や
光

フ
ァ

イ
バ

ー
の

設
備

投
資

を
毎

年
か

な
り

多
額

に
行

っ
て

い
る

。
ま

た
、

県
に

お
い

て
も

今
ま

で
離

島
を

含
め

た
海

底
ケ

ー
ブ

ル
を

積
極

的
に

敷
設

し
て

い
る

。
そ

の
成

果
指

標
が

、
｢１

年
間

に
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

を
１

回
で

も
利

用
し

た
人

の
数

｣で
は

弱
い

。
基

盤
整

備
の

投
資

と
効

果
が

ど
の

よ
う

な
形

で
動

い
て

い
く
か

を
見

た
ほ

う
が

よ
い

の
で

、
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

の
基

盤
整

備
率

と
セ

ッ
ト

で
指

標
の

検
討

を
行

う
必

要
が

あ
る

。
総

務
省

の
一

律
の

調
査

だ
け

で
は

沖
縄

県
の

抱
え

て
い

る
要

因
は

な
か

な
か

分
か

ら
な

い
の

で
、

利
用

状
況

に
つ

い
て

１
年

に
１

回
は

県
独

自
の

調
査

を
行

う
こ

と
を

検
討

す
べ

き
で

あ
る

。
一

番
大

事
な

の
は

利
用

し
た

か
ど

う
か

で
は

な
く
、

今
後

と
も

利
用

し
た

い
か

、
ま

た
ど

う
い

う
こ

と
に

活
用

し
た

い
か

、
も

し
利

用
し

た
く
な

い
な

ら
理

由
は

何
な

の
か

な
ど

、
今

後
の

構
築

や
利

用
者

を
増

や
す

こ
と

を
考

え
る

必
要

が
あ

る
。

イ
ン

タ
ー

ネ
ッ

ト
利

用
者

に
関

す
る

総
務

省
の

調
査

の
過

去
の

統
計

デ
ー

タ
に

つ
い

て
、

減
少

の
理

由
や

沖
縄

で
は

特
殊

な
こ

と
が

あ
っ

た
の

か
な

ど
、

原
因

に
つ

い
て

検
討

を
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
委

員
意

見
を

踏
ま

え
該

当
箇

所
を

修
正

】
左

案
の

と
お

り
修

正
す

る
。

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
内

容
一

覧
（
案

）

　
①

 主
 要

 指
 標
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別
紙

２

基
盤

整
備

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
①

 主
 要

 指
 標

2
-
⑻

国
土

強
靱

化
地

域
計

画
の

策
定

・
改

定
率

－
－

各
市

町
村

に
お

け
る

国
土

強
靭

化
の

地
域

計
画

の
策

定
に

つ
い

て
は

、
防

災
関

係
の

予
算

の
要

件
に

な
っ

て
お

り
、

こ
れ

を
令

和
1
3
年

に
1
0
0
％

と
い

う
目

標
を

立
て

る
こ

と
は

お
か

し
い

た
め

目
標

値
と

す
べ

き
で

は
な

い
。

【
原

案
の

と
お

り
】

（
理

由
）

目
標

は
計

画
の

策
定

及
び

改
定

と
し

て
お

り
、

そ
の

う
ち

計
画

策
定

は
早

期
に

全
市

町
村

で
策

定
済

み
と

な
る

予
定

で
あ

り
ま

す
。

令
和

1
3
年

度
ま

で
の

期
間

中
は

、
主

と
し

て
計

画
策

定
後

の
状

況
を

踏
ま

え
た

適
切

な
計

画
改

定
を

全
県

的
に

取
り

組
む

こ
と

で
、

地
域

の
国

土
強

靱
化

に
向

け
た

施
策

の
計

画
的

な
推

進
を

図
る

こ
と

と
し

、
当

該
目

標
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

。
※

指
標

名
の

誤
記

修
正

と
し

て
、

改
定

数
を

改
定

率
へ

修
正

し
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

２

基
盤

整
備

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
①

 主
 要

 指
 標

3
-
⑷

那
覇

空
港

か
ら

の
輸

出
入

額
及

び
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

」
に

つ
い

て

－
－

那
覇

港
の

外
貿

取
扱

貨
物

量
の

み
が

対
象

と
な

っ
て

い
る

が
、

内
貿

に
お

け
る

片
荷

輸
送

が
問

題
に

な
っ

て
お

り
、

指
標

に
つ

い
て

は
内

貿
を

考
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

文
の

と
お

り
】

　
施

策
3
-
(4

)に
お

い
て

は
、

「
ア

ジ
ア

の
ダ

イ
ナ

ミ
ズ

ム
を

取
り

込
む

国
際

物
流

拠
点

の
形

成
と

臨
空

・
臨

港
型

産
業

の
集

積
」
を

推
進

す
る

た
め

の
主

要
指

標
と

し
て

、
「
那

覇
港

の
外

貿
取

扱
貨

物
量

」
を

指
標

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
内

貿
に

お
け

る
片

荷
輸

送
の

解
消

に
向

け
た

取
り

組
み

と
し

て
、

那
覇

港
に

お
い

て
は

、
東

ア
ジ

ア
の

地
理

的
優

位
性

を
生

か
し

、
東

ア
ジ

ア
の

主
要

港
と

国
内

港
湾

を
つ

な
ぐ

中
継

拠
点

と
し

て
、

国
際

海
上

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

を
強

化
し

、
積

み
替

え
貨

物
を

増
加

さ
せ

る
な

ど
、

移
輸

出
の

増
加

に
取

り
組

む
こ

と
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

ま
た

、
P

.1
4
3
 3

-
(1

2
)-

ウ
「
①

那
覇

港
の

物
流

・
人

流
機

能
の

強
化

」
に

お
い

て
も

、
全

国
的

な
モ

ー
ダ

ル
シ

フ
ト

の
流

れ
を

取
り

込
み

、
貨

物
を

那
覇

港
内

で
輸

入
・
移

入
、

保
管

、
仕

分
け

を
行

い
、

輸
出

・
移

出
を

す
る

取
組

な
ど

に
よ

り
、

那
覇

港
の

中
継

機
能

を
強

化
し

、
こ

れ
ま

で
課

題
で

あ
っ

た
片

荷
輸

送
の

解
消

に
取

り
組

む
こ

と
と

記
載

し
て

お
り

、
当

該
施

策
の

成
果

指
標

と
し

て
、

那
覇

港
の

国
内

外
航

路
に

お
け

る
「
公

共
取

扱
貨

物
量

」
を

指
標

と
し

て
お

り
ま

す
。
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別
紙

２

基
盤

整
備

部
会

基
 本

 施
 策

 番
 号

指
　

　
　

　
標

　
　

　
　

名
指

　
　

　
　

標
　

　
　

（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
①

 主
 要

 指
 標

3
－

⑿
県

内
空

港
の

旅
客

者
数

、
重

要
港

湾
の

公
共

取
扱

貨
物

量

2
8
,0

4
5
（
千

人
）

2
1
,9

3
2
（
千

㌧
）

・
県

内
空

港
旅

客
者

数
は

離
島

空
港

旅
客

者
数

と
那

覇
空

港
旅

客
者

数
の

合
計

と
し

た
。

・
離

島
空

港
の

年
間

旅
客

者
数

は
国

際
航

空
運

送
協

会
が

示
し

た
コ

ロ
ナ

禍
か

ら
の

回
復

見
通

し
よ

り
、

国
内

線
は

令
和

４
年

度
に

は
令

和
１

年
度

の
水

準
に

回
復

す
る

も
と

設
定

し
た

。
ま

た
県

内
主

要
空

港
で

あ
る

那
覇

空
港

需
要

予
測

の
伸

び
率

を
参

考
に

、
離

島
空

港
も

同
等

の
伸

び
率

を
設

定
し

た
。

出
典

：
那

覇
空

港
滑

走
路

増
設

事
業

再
評

価
（
原

案
）

・
那

覇
空

港
旅

客
者

数
は

国
際

航
空

運
送

協
会

が
示

し
た

世
界

の
旅

客
者

数
回

復
見

通
し

よ
り

、
令

和
５

年
度

に
は

コ
ロ

ナ
以

前
の

水
準

に
回

復
す

る
も

の
と

設
定

し
、

令
和

６
年

度
以

降
の

計
画

値
に

つ
い

て
は

3
0
万

人
ず

つ
伸

び
て

い
き

、
令

和
1
2
年

度
に

は
国

が
算

出
し

た
需

要
予

測
値

に
到

達
す

る
設

定
と

し
た

。
（
交

通
政

策
課

作
成

）

令
和

1
3
年

の
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
平

成
2
2
年

か
ら

令
和

元
年

ま
で

の
実

績
値

を
基

に
近

似
式

を
求

め
、

こ
れ

に
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

の
影

響
を

考
慮

し
推

計
し

た
。

(※
)

※
経

済
の

落
ち

込
み

に
伴

い
、

令
和

３
年

は
取

扱
貨

物
量

が
減

少
す

る
と

予
想

左
の

と
お

り
決

定
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

1
-
⑴

-
ウ

②
公

共
交

通
利

用
者

数
－

施
策

展
開

「
人

と
環

境
に

優
し

い
ま

ち
づ

く
り

の
推

進
」
を

目
標

す
る

な
ら

ば
、

公
共

交
通

利
用

者
数

で
は

な
く
、

ガ
ソ

リ
ン

や
化

石
燃

料
の

利
用

が
減

っ
て

い
る

こ
と

を
示

す
こ

と
を

指
標

と
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
本

施
策

の
上

位
と

な
る

基
本

施
策

「
1
-
(1

)世
界

に
誇

れ
る

島
し

ょ
型

環
境

モ
デ

ル
地

域
の

形
成

」
に

お
い

て
、

主
要

指
標

と
し

て
「
二

酸
化

炭
素

排
出

量
」
が

設
定

さ
れ

て
い

る
。

　
そ

の
た

め
、

本
施

策
に

つ
い

て
は

、
個

別
施

策
の

進
捗

が
分

か
る

指
標

と
し

て
「
公

共
交

通
利

用
者

数
」
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

。

1
-
⑸

-
ア

②
首

里
城

公
園

来
場

者
数

－

主
な

取
組

に
つ

い
て

は
、

有
形

文
化

財
だ

け
で

な
く
、

首
里

織
や

黄
金

細
工

な
ど

の
無

形
文

化
財

と
の

連
携

に
つ

い
て

も
記

載
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

指
標

に
は

周
辺

地
区

の
人

口
、

来
街

者
数

も
取

り
入

れ
た

ほ
う

が
よ

い
。

【
原

案
の

と
お

り
】

・
文

化
財

等
に

関
す

る
施

策
に

つ
い

て
は

、
1
-

(5
)-

ア
⑤

首
里

城
を

中
心

と
し

た
ル

ネ
サ

ン
ス

が
該

当
す

る
こ

と
か

ら
、

本
施

策
に

つ
い

て
は

、
原

案
の

と
お

り
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

・
成

果
指

標
に

関
し

て
、

来
街

者
数

が
統

計
資

料
等

が
な

く
、

別
途

算
出

す
る

こ
と

も
難

し
い

も
の

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
ま

た
、

人
口

に
関

し
て

も
、

首
里

城
の

整
備

や
歴

史
ま

ち
づ

く
り

と
の

相
関

関
係

の
説

明
が

難
し

い
こ

と
か

ら
原

案
の

と
お

り
と

さ
せ

て
い

た
だ

き
た

い
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

関
連

体
系

図
（
案

）
に

対
す

る
修

正
意

見
審

議
内

容
一

覧
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

1
-
⑸

-
イ

①
景

観
ア

セ
ス

メ
ン

ト
数

－

沖
縄

ら
し

い
風

景
の

指
標

に
つ

い
て

は
、

公
共

事
業

は
県

が
主

体
的

に
関

わ
れ

る
範

囲
の

た
め

、
景

観
ア

セ
ス

の
件

数
を

指
標

と
す

る
こ

と
も

納
得

で
き

る
が

、
基

本
施

策
の

目
標

と
し

て
は

対
象

が
狭

す
ぎ

る
の

で
、

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
基

本
施

策
「
１

ｰ
⑸

　
悠

久
の

歴
史

や
伝

統
文

化
に

育
ま

れ
た

魅
力

あ
る

空
間

と
風

土
の

形
成

」
の

目
標

と
し

て
は

、
主

要
指

標
と

し
て

「
景

観
計

画
の

策
定

・
改

定
数

」
を

設
定

し
て

お
り

、
県

内
市

町
村

の
景

観
計

画
の

適
切

な
運

用
に

よ
り

、
風

景
づ

く
り

に
官

民
協

働
で

取
り

組
む

こ
と

と
し

て
お

り
ま

す
。

　
そ

の
う

ち
、

施
策

「
1
－

⑸
-
イ

①
沖

縄
固

有
の

景
観

・
風

景
・
風

土
を

重
視

し
た

魅
力

的
な

景
観

形
成

」
の

成
果

指
標

と
し

て
は

、
県

が
主

体
的

に
関

わ
る

こ
と

の
で

き
る

「
景

観
ア

セ
ス

メ
ン

ト
数

」
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

。

1
-
⑸

-
イ

③
無

電
柱

化
整

備
総

延
長

－

無
電

柱
化

に
つ

い
て

は
、

日
本

全
体

で
無

電
柱

化
を

進
め

て
い

る
が

、
そ

れ
以

上
に

電
柱

が
増

え
て

い
る

。
そ

の
た

め
、

電
線

の
な

い
区

間
数

で
あ

っ
た

り
、

電
柱

通
信

柱
の

本
数

を
減

ら
す

こ
と

を
指

標
と

す
る

こ
と

を
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。
少

な
く
と

も
新

た
な

電
柱

を
立

て
な

い
と

い
う

話
が

な
い

と
実

質
的

で
は

な
い

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
　

　
県

は
、

令
和

２
年

度
か

ら
緊

急
輸

送
道

路
を

中
心

に
新

た
な

電
柱

に
係

る
占

用
を

制
限

し
て

お
り

、
無

電
柱

化
の

推
進

に
よ

り
、

防
災

機
能

は
向

上
し

て
い

く
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
電

線
や

電
柱

通
信

柱
の

撤
去

は
、

電
線

管
理

者
で

実
施

す
る

も
の

で
あ

る
た

め
、

原
案

の
と

お
り

と
さ

せ
て

い
た

だ
き

ま
す

。
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

1
-
⑿

-
ｲ
①

那
覇

空
港

の
年

間
旅

客
数

－

空
港

の
機

能
強

化
に

よ
っ

て
旅

客
数

が
増

え
る

と
い

う
こ

と
を

指
標

と
す

る
よ

り
も

、
ど

う
い

う
空

港
機

能
の

水
準

を
高

め
て

い
き

た
い

の
か

を
明

確
に

し
、

空
港

利
用

客
の

ハ
ン

ド
リ

ン
グ

や
、

ア
ク

シ
デ

ン
ト

発
生

時
の

医
療

体
制

や
連

絡
体

制
に

つ
い

て
、

空
港

の
機

能
が

備
わ

っ
て

い
た

か
、

ス
ム

ー
ズ

に
問

題
の

解
決

が
で

き
た

な
ど

を
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り
評

価
す

べ
き

で
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
旅

客
数

は
、

空
港

施
設

整
備

に
お

け
る

処
理

能
力

や
施

設
規

模
を

算
定

す
る

際
の

指
標

に
も

用
い

ら
れ

て
お

り
、

那
覇

空
港

の
機

能
や

規
模

を
定

量
的

に
反

映
す

る
も

の
と

し
て

、
「
年

間
旅

客
数

」
を

成
果

指
標

に
設

定
し

て
お

り
ま

す
。

　
委

員
ご

指
摘

の
と

お
り

、
那

覇
空

港
旅

客
の

特
性

や
ニ

ー
ズ

を
把

握
の

う
え

、
調

査
項

目
を

設
定

し
、

旅
客

お
よ

び
空

港
従

事
者

に
ア

ン
ケ

ー
ト

調
査

を
行

う
こ

と
で

、
那

覇
空

港
の

様
々

な
機

能
や

サ
ー

ビ
ス

を
適

切
か

つ
細

や
か

に
評

価
で

き
る

も
の

と
考

え
ま

す
の

で
、

那
覇

空
港

に
関

す
る

調
査

・
研

究
に

お
い

て
取

り
組

ん
で

い
き

た
い

と
考

え
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

2
-
⑹

-
イ

①
超

高
速

ブ
ロ

ー
ド

バ
ン

ド
サ

ー
ビ

ス
基

盤
整

備
率

－

現
況

値
が

ほ
ぼ

1
0
0
％

と
す

れ
ば

、
こ

の
後

に
0
.8

％
、

0
.7

％
増

や
す

た
め

に
ど

の
よ

う
な

取
組

を
行

う
の

か
疑

問
で

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
離

島
や

過
疎

地
域

等
に

お
い

て
、

官
民

連
携

に
よ

り
光

フ
ァ

イ
バ

網
に

よ
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

基
盤

整
備

（
F
T
T
H

）
を

推
進

し
た

こ
と

で
、

そ
の

基
盤

整
備

率
は

1
0
0
％

近
く
ま

で
進

展
す

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

　
一

方
、

津
堅

島
や

久
高

島
を

含
め

、
未

だ
光

フ
ァ

イ
バ

網
が

整
備

さ
れ

て
い

な
い

地
域

が
県

内
に

残
さ

れ
て

お
り

、
こ

れ
ら

地
域

に
お

い
て

も
都

市
部

と
同

等
の

通
信

環
境

の
確

保
に

向
け

て
、

取
り

組
む

必
要

が
あ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

　
現

在
の

成
果

指
標

の
と

お
り

と
し

、
今

後
の

情
報

通
信

技
術

の
進

展
や

普
及

状
況

を
踏

ま
え

、
中

間
年

（
R

8
）
に

指
標

の
見

直
し

の
検

討
を

行
い

ま
す

。

2
-
⑹

-
ｲ
①

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

サ
ー

ビ
ス

基
盤

整
備

率
1
0
0
（
％

）

　
全

世
帯

に
占

め
る

超
高

速
ブ

ロ
ー

ド
バ

ン
ド

整
備

完
了

地
域

内
の

世
帯

数
の

割
合

を
示

す
指

標
と

す
る

。
　

離
島

地
域

等
の

お
い

て
は

、
民

間
通

信
事

業
者

に
よ

る
情

報
通

信
基

盤
の

整
備

が
進

ん
で

い
な

い
地

域
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
情

報
通

信
環

境
を

整
備

す
る

こ
と

に
よ

り
、

情
報

格
差

の
是

正
に

繋
が

る
こ

と
か

ら
こ

の
指

標
を

選
定

す
る

。
左

の
と

お
り

決
定
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

2
-
⑹

-
イ

②

情
報

シ
ス

テ
ム

の
標

準
化

・
共

通
化

に
対

応
し

た
市

町
村

基
幹

系
業

務
数

－

デ
ジ

タ
ル

ト
ラ

ン
ス

フ
ォ

ー
メ

ー
シ

ョ
ン

に
つ

い
て

は
、

6
9
7
業

務
を

ク
ラ

ウ
ド

シ
ス

テ
ム

に
移

行
す

る
と

の
こ

と
で

あ
る

が
、

実
際

に
は

1
7
業

務
を

4
1

市
町

村
で

実
施

す
る

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。
こ

の
業

務
に

つ
い

て
、

ど
う

い
う

も
の

が
対

象
で

あ
る

の
か

等
の

説
明

を
追

加
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

文
の

と
お

り
】

（
理

由
）

本
取

組
は

、
国

の
自

治
体

D
X
推

進
計

画
に

基
づ

き
、

市
町

村
に

お
け

る
1
7
の

基
幹

系
業

務
(税

・
保

健
・
介

護
・
子

育
て

等
)に

つ
い

て
、

国
の

整
備

す
る

ガ
バ

メ
ン

ト
ク

ラ
ウ

ド
上

の
標

準
化

さ
れ

た
ク

ラ
ウ

ド
シ

ス
テ

ム
に

移
行

さ
せ

る
と

い
う

も
の

と
な

っ
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

2
-
⑺

-
ア

①

低
減

化
し

た
路

線
に

お
け

る
航

路
・
航

空
路

の
利

用
者

数
（
離

島
住

民
）

－

国
の

生
活

交
通

(維
持

改
善

事
業

)な
ど

を
活

用
し

、
離

島
航

路
の

維
持

、
離

島
航

空
路

の
維

持
の

た
め

に
利

用
者

を
増

や
す

た
め

の
取

組
は

、
い

ろ
い

ろ
な

都
道

府
県

は
手

を
挙

げ
て

い
る

が
、

沖
縄

県
か

ら
は

手
が

挙
が

ら
な

い
。

そ
も

そ
も

補
助

を
受

け
な

く
て

も
自

前
で

で
き

る
こ

と
が

本
来

は
望

ま
し

い
姿

な
の

に
、

割
り

引
い

た
も

の
を

使
っ

た
人

が
多

い
の

が
望

ま
し

い
と

い
う

指
標

は
少

し
観

点
が

ず
れ

て
い

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
ご

指
摘

の
通

り
、

国
の

施
策

や
他

自
治

体
の

取
組

に
つ

い
て

研
究

す
る

こ
と

は
、

沖
縄

県
に

お
い

て
も

有
効

で
あ

る
と

考
え

ま
す

の
で

、
こ

れ
か

ら
も

取
り

組
ん

で
ま

い
り

ま
す

。

　
ま

た
、

「
低

減
化

し
た

路
線

に
お

け
る

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
（
離

島
住

民
）
」
と

い
う

成
果

指
標

は
適

切
な

の
か

、
離

島
人

口
が

減
少

す
る

中
で

は
、

離
島

人
口

一
人

あ
た

り
の

利
用

回
数

な
ど

人
口

の
減

少
に

影
響

さ
れ

な
い

指
標

と
す

る
べ

き
で

は
な

い
か

、
と

ご
指

摘
が

ご
ざ

い
ま

し
た

。
　

交
通

コ
ス

ト
の

低
減

は
、

定
住

条
件

の
整

備
の

た
め

行
っ

て
る

こ
と

か
ら

、
人

口
増

減
の

影
響

も
含

め
た

成
果

指
標

と
し

て
、

「
低

減
化

し
た

路
線

に
お

け
る

航
路

・
航

空
路

の
利

用
者

数
（
離

島
住

民
）
」
を

設
定

し
て

お
り

ま
す

。
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

2
-
⑺

-
イ

②
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

（
離

島
）

－

全
国

的
に

も
課

題
に

な
っ

て
い

る
た

め
、

特
に

合
併

浄
化

槽
等

が
多

い
と

こ
ろ

に
つ

い
て

は
、

浄
化

槽
法

の
1
1
条

の
定

期
点

検
の

受
検

率
を

指
標

及
び

目
標

も
併

せ
て

入
れ

る
こ

と
を

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
県

で
は

、
各

保
健

所
で

開
催

す
る

浄
化

槽
設

置
者

講
習

会
や

「
浄

化
槽

の
日

」
の

イ
ベ

ン
ト

等
に

よ
り

、
浄

化
槽

の
維

持
管

理
の

普
及

啓
発

に
取

り
組

ん
で

い
る

と
こ

ろ
で

あ
り

ま
す

。
　

新
し

い
振

興
計

画
に

お
い

て
は

、
ま

ず
は

単
独

浄
化

槽
か

ら
合

併
処

理
浄

化
槽

へ
の

転
換

に
よ

る
汚

水
処

理
人

口
普

及
率

の
向

上
を

図
る

こ
と

と
し

、
浄

化
槽

の
維

持
管

理
の

普
及

に
つ

い
て

は
、

個
別

の
具

体
的

計
画

の
中

に
位

置
付

け
て

取
り

組
ん

で
ま

い
り

た
い

と
考

え
ま

す
。

2
-
⑻

-
ア

①
危

機
管

理
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
作

成
数

－

多
く
の

都
道

府
県

で
マ

ニ
ュ

ア
ル

は
で

き
て

い
る

が
、

訓
練

を
や

っ
て

お
ら

ず
、

実
効

的
で

は
な

い
こ

と
が

従
来

か
ら

指
摘

さ
れ

て
い

る
。

マ
ニ

ュ
ア

ル
だ

け
で

は
な

く
、

そ
れ

に
基

づ
い

た
訓

練
な

ど
を

指
標

と
し

て
検

討
す

る
必

要
が

あ
る

。

【
原

案
の

と
お

り
】

「
沖

縄
県

危
機

管
理

指
針

（
平

成
3
0
年

６
月

）
」

に
て

8
7
の

危
機

管
理

マ
ニ

ュ
ア

ル
等

を
計

上
し

て
い

ま
す

が
、

令
和

３
年

４
月

に
各

部
局

等
に

現
状

を
確

認
し

た
と

こ
ろ

、
一

部
の

部
局

か
ら

マ
ニ

ュ
ア

ル
を

今
後

作
成

す
る

と
予

定
と

回
答

が
あ

り
ま

す
。

原
案

の
と

お
り

、
事

前
対

策
の

第
一

段
階

で
あ

る
マ

ニ
ュ

ア
ル

等
作

成
数

を
指

標
と

し
、

訓
練

や
研

修
の

実
施

に
つ

い
て

は
、

適
宜

通
知

等
で

実
施

を
促

し
て

ま
い

り
ま

す
。
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別
紙

２

施
　

策
　

番
　

号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

3
-
⑷

-
ア

④

那
覇

港
～

中
城

湾
港

新
港

地
区

の
所

要
時

間
・
那

覇
空

港
～

中
城

湾
港

新
港

地
区

の
所

要
時

間

－

ア
ジ

ア
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
取

り
込

む
国

際
物

流
拠

点
の

形
成

と
臨

空
・
臨

海
型

産
業

の
集

積
に

つ
い

て
は

、
台

湾
の

高
雄

と
比

べ
る

と
水

面
の

面
積

で
約

５
分

の
１

、
陸

上
の

面
積

で
は

大
体

1
7
分

の
１

と
な

っ
て

い
る

那
覇

港
１

港
だ

け
で

は
極

め
て

難
し

い
こ

と
か

ら
、

中
城

湾
港

と
一

体
と

な
っ

た
取

組
を

進
め

る
必

要
が

あ
る

。
こ

の
両

港
を

結
ぶ

ア
ク

セ
ス

道
路

に
よ

り
時

間
短

縮
を

図
っ

て
い

く
こ

と
が

絶
対

条
件

で
あ

り
、

こ
の

計
画

の
中

で
３

分
し

か
短

縮
で

き
な

い
こ

と
に

つ
い

て
、

も
う

少
し

何
ら

か
の

対
応

が
で

き
な

い
か

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
所

要
時

間
３

分
の

短
縮

に
つ

い
て

は
、

Ｒ
３

年
度

末
時

点
と

Ｒ
１

３
年

度
末

時
点

の
供

用
見

込
み

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
お

け
る

所
要

時
間

を
比

較
し

た
も

の
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。

　
引

き
続

き
、

Ｒ
１

３
年

度
以

降
も

体
系

的
な

幹
線

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
構

築
や

渋
滞

ボ
ト

ル
ネ

ッ
ク

対
策

の
取

り
組

み
を

進
め

る
こ

と
で

、
所

要
時

間
は

更
に

短
縮

さ
れ

る
も

の
と

考
え

て
お

り
ま

す
。

3
-
⑿

-
ｲ
①

那
覇

空
港

の
年

間
旅

客
数

2
2
,8

2
0
（
千

人
）

目
標

値
は

国
が

算
出

し
た

那
覇

空
港

の
需

要
予

測
値

を
踏

ま
え

て
設

定
し

た
。

※
那

覇
空

港
滑

走
路

増
設

事
業

再
評

価
資

料
（
平

成
2
9
年

7
月

）
左

の
と

お
り

決
定
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号
指

　
　

　
　

標
　

　
　

　
名

指
　

　
　

　
標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
審

　
議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

3
-
⑿

-
ｳ

①
那

覇
港

の
年

間
旅

客
数

・
公

共
取

扱
貨

物
量

1
4
5
（
万

人
）

1
,6

3
7
（
万

㌧
）

【
那

覇
港

の
年

間
旅

客
数

】
１

．
船

社
ヒ

ア
リ

ン
グ

に
よ

る
ク

ル
ー

ズ
船

の
Ｒ

1
2
年

目
標

値
（
約

8
2
万

人
）
を

も
と

に
、

R
1
3
目

標
値

を
設

定
２

．
離

島
航

路
等

旅
客

数
に

つ
い

て
は

、
過

去
実

績
値

よ
り

ほ
ぼ

横
ば

い
で

あ
る

た
め

、
R

6
年

度
以

降
も

同
水

準
と

想
定

３
．

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
拡

大
の

影
響

を
R

2
～

R
5
に

設
定

※
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
精

査
中

で
あ

り
、

今
後

決
定

さ
れ

る
観

光
指

標
等

の
目

標
値

や
那

覇
港

の
港

湾
計

画
改

訂
に

際
し

設
定

す
る

将
来

推
計

値
等

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

予
定 【
那

覇
港

の
公

共
取

扱
貨

物
量

】
H

2
2
年

～
R

1
/
H

3
1
年

の
実

績
値

の
傾

向
を

も
と

に
近

似
式

を
用

い
、

目
標

値
を

設
定

。
な

お
、

R
3
ま

で
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
の

影
響

を
考

慮
し

、
R

4
よ

り
回

復
見

込
み

と
し

て
い

る
。

※
目

標
値

の
設

定
に

つ
い

て
は

、
精

査
中

で
あ

り
、

今
後

決
定

さ
れ

る
観

光
指

標
等

の
目

標
値

や
那

覇
港

の
港

湾
計

画
改

訂
に

際
し

設
定

す
る

将
来

推
計

値
等

よ
り

総
合

的
に

判
断

す
る

予
定

左
の

と
お

り
決

定
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号
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名
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標

　
　

　
（
案

）
目

　
　

　
標

　
　

　
値

理
　

　
　

由
　

　
　

等
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議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

4
-
⑶

-
ア

②
水

道
事

業
等

に
お

け
る

研
修

の
受

講
人

数
－

過
去

の
実

績
の

平
均

値
を

踏
襲

も
の

が
多

い
。

値
が

小
さ

く
、

こ
の

項
目

ご
と

の
重

要
性

が
来

年
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
沖

縄
の

振
興

計
画

に
相

応
し

い
の

か
ど

う
か

解
ら

な
い

の
で

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

水
道

分
野

に
お

け
る

国
際

協
力

は
、

J
IC

A
沖

縄
の

実
施

計
画

に
沿

っ
て

実
施

し
て

い
ま

す
。

研
修

の
受

講
人

数
は

J
IC

A
沖

縄
と

派
遣

元
(国

)
等

と
の

調
整

を
経

て
決

定
さ

れ
る

こ
と

か
ら

流
動

的
な

要
素

も
あ

り
、

実
績

値
を

元
に

設
定

す
る

こ
と

が
適

当
と

考
え

て
い

ま
す

。

4
-
⑶

-
ア

⑤
建

設
分

野
の

研
修

等
に

お
け

る
講

義
件

数
－

過
去

の
実

績
の

平
均

値
を

踏
襲

も
の

が
多

い
。

値
が

小
さ

く
、

こ
の

項
目

ご
と

の
重

要
性

が
来

年
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
沖

縄
の

振
興

計
画

に
相

応
し

い
の

か
ど

う
か

解
ら

な
い

の
で

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
建

設
分

野
に

お
け

る
国

際
協

力
に

つ
い

て
は

、
Ｊ
ＩＣ

Ａ
沖

縄
が

実
施

す
る

外
国

人
研

修
生

を
対

象
と

し
た

研
修

等
に

お
い

て
、

実
績

を
踏

ま
え

県
職

員
が

実
施

す
る

講
義

の
件

数
と

し
て

お
り

ま
す

。
　

大
洋

州
な

ど
の

行
政

機
関

職
員

へ
の

建
設

分
野

の
講

義
を

行
う

こ
と

で
、

途
上

国
等

の
発

展
に

寄
与

す
る

と
考

え
ら

れ
る

こ
と

か
ら

、
現

指
標

の
と

お
り

と
い

た
し

ま
す

。
　

ま
た

、
指

標
に

お
け

る
目

標
値

に
つ

い
て

は
、

今
後

、
研

修
数

が
増

え
る

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

単
年

度
毎

の
数

値
で

は
な

く
、

1
0
年

間
に

お
け

る
累

計
値

に
変

更
い

た
し

ま
す

。
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議

　
結

　
果

　
（
案

）

　
②

 成
 果

 指
 標

4
-
⑶

-
イ

①
防

災
分

野
に

お
け

る
研

修
参

加
人

数
－

過
去

の
実

績
の

平
均

値
を

踏
襲

も
の

が
多

い
。

値
が

小
さ

く
、

こ
の

項
目

ご
と

の
重

要
性

が
来

年
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
沖

縄
の

振
興

計
画

に
相

応
し

い
の

か
ど

う
か

解
ら

な
い

の
で

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

成
果

指
標

と
し

て
、

J
IC

A
な

ど
の

他
機

関
が

既
に

実
施

し
て

い
る

外
国

研
修

員
を

対
象

と
し

た
防

災
分

野
に

お
け

る
研

修
会

に
講

師
と

し
て

参
加

し
た

人
数

と
し

て
お

り
ま

す
。

講
師

と
し

て
参

加
す

る
人

数
が

増
え

る
こ

と
で

、
よ

り
細

か
な

情
報

を
提

供
す

る
こ

と
で

防
災

分
野

に
お

け
る

国
際

貢
献

の
充

実
を

図
っ

て
ま

い
り

ま
す

。

5
-
⑸

-
イ

④
建

設
産

業
の

魅
力

発
信

等
事

業
実

施
数

－

過
去

の
実

績
の

平
均

値
を

踏
襲

も
の

が
多

い
。

値
が

小
さ

く
、

こ
の

項
目

ご
と

の
重

要
性

が
来

年
か

ら
ス

タ
ー

ト
す

る
沖

縄
の

振
興

計
画

に
相

応
し

い
の

か
ど

う
か

解
ら

な
い

の
で

検
討

す
る

必
要

が
あ

る
。

【
原

案
の

と
お

り
】

　
建

設
産

業
を

担
う

人
材

の
育

成
・
確

保
に

あ
た

り
、

建
設

業
就

業
者

数
等

の
数

値
を

指
標

と
し

て
設

定
す

る
こ

と
が

困
難

な
た

め
、

現
指

標
の

と
お

り
と

い
た

し
ま

す
。
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自由意見の一覧（基盤整備部会）

【第３章 基本方向】

【第３章－４ 計画展望値】

１「計量計算モデル」として説明のあった「展望値」の算出方

法は、統計的検定がない単回帰モデルではないか。施策にお

いてロジックモデルを組むのであれば、システムダイナミク

スモデルを構築し、例えば、県民所得にどのような効果があ

るかまで示す必要がある。また、物流などの議論であれば、

産業連関モデルを組み込んだり、応用一般均衡モデルなどで

示す必要がある。

２ 特定の数値を施策の達成目標として出すのではなく、クロス

セクター効果を明示したほうがよい。例えば、グリーンスロ

ーモビリティでは、移動手段だけで評価するのではなく、人

のつながりを作る価値、まちの賑わいを創造する価値など便

益では出ない価値を高く評価している。必要がある。主たる

効果な何で、副次的な効果はどこに生み出されるのかを整理

する方法もある。

３ 次の１０年は沖縄でも人口減少社会に向かうかもしれない。

少なくとも生産年齢人口は減少社会に向かう。その中で増加

トレンドだけを見ることの危険性を認識する必要がある。

【第４章 基本施策】

【基本施策１-⑵ 自然環境の保全･再生･継承及び持続可能な利

用】

１下水道などの処理、広域公共施設の組織の形と、市町村とで

いろいろ事務局が分かれているので、体制づくりについて整

理する必要がある。

【基本施策１-⑸ 悠久の歴史や伝統文化に育まれた魅力ある空間と

風土の形成】

１観光について国際競争力や他県との競争力を持つためには、

観光地やインフラがきちんときれいにされていなくてはなら
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ない。そのため、道路や公園などのゴミ対策を行う必要があ

る。

２道路の除草については、県道、市道、国道と管理者が異なる

ため、道路管理者の垣根を越えて対応する必要がある。

３世界遺産登録を受け、周辺地域を含めて全体で沖縄に合う、

やんばるや西表にふさわしい風景や環境に配慮した新たな構

築物のあり方を検討する必要がある。

【基本施策２-⑻ あらゆるリスクに対応する安全・安心な島づくり】

１路線バスの車庫などは低地に多く立地しており、津波、高潮

対策として、南部地域の護岸整備を講じる必要がある。

２水道については少しずつですが広域化が進みつつあります

が、消防広域化は一向に進まず、素案には書かれていない。

非常備消防と常備消防では消防力以上に救急医療の差が歴然

です。それについて触れないということは、非常備消防の地

域の人の命の価値は常備消防の地域の人の価値より低いとみ

なしているとも解釈できます。消防広域化は10年前に議論

し、計画は改訂されましたが、進んでいる様には思えない。

消防は分野外なのかもしれませんが、命を守る離島交通を以

下に考えるか。日常的（2週間に1回程度？）な通院をいかに

支えるのか。通院ではなく、遠隔診療で対応するのか。緊急

時には少なくとも救急救命の資格を持った人を離島に住まわ

せるのか。議論する必要がある。

３低所得・貧困・シングルマザーなど日常時における課題に対

する総合化はもちろんのこと、地震・津波・台風などの非日

常時を災害にするか否かは日常時の社会の在り方です。繋が

る事を前提とした社会は途絶により危機的な状況になりま

す。一方で緩やかな繋がりは経済的には非効率な部分もあり

ますが、災害に対しては自律的であり持久力があります。持

久力がある地域であっても、観光客は依存的です。観光客数

＞住民 という社会においては非日常を前提とせざるを得な

い部分も出てきます。その負担を踏まえた観光容量という議

論もあろうかと思います。被害を受けにくい都市を創り上げ
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るのも、今では一般的な考え方です。さらには、事前復興計

画さえも一般化してきています。

４沖縄で一定規模以上の災害が発生したときには、観光客はク

ルーズ船などを活用し、避難所とすることや港から避難させ

ることも実際には考えないといけない。島全体の防災や社会

としての安全を考えるのであれば、防災施設の整備だけでは

なく、災害が発生したら派生的にどういう影響がでるのか、

それに対してどういった外からの支援を受け入れるかについ

ても検討する必要がある。

５教育、医療などを含めて小規模離島の問題は非常に重要であ

ることから、道路、港湾を含む生活環境全体としての基盤

と、防災の観点から建設業を支えて行くことを検討する必要

がある。

６周囲を海で囲まれ、災害復旧の重機等の建設機械、備蓄品等

の多くが災害に弱い低地にある。災害時に機動力を発揮する

重機等及び備蓄品の安全保管機能、災害復旧活動に機動性を

備えた防災拠点等の整備を位置付けること。（長期計画とし

て普天間跡地は記載）

７伊江島空港について、北部を中心と考えた場合に、新しい観

光ルートの形成や大規模な災害が発生した場合の防災の拠点

空港として活用の観点から活用を検討する必要がある。

【基本施策３-⑻ 地域を支える第二次産業と県産品の振興】

１現在１００億から２００億円という大きなロットで発注され

ている米軍発注工事の履行保証、ボンド枠では県内企業では

対応できないことから、５０億円などのある程度のロットへ

変更することなどについて、県内企業が受注できるように建

設業界だけではなく県としても取り組んで欲しい。

２ＰＦＩについては、県内企業の積極的な参画が図られるよう

取り組む必要がある。
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【基本施策３-⑿ 自立型経済の構築に向けた社会基盤の高度化と

ネットワークの形成】

１ビッグデータを集めてAIで効率化を行うことは容易ではな

い。AIを活用しようとするならば、何をモニタリングして、

何を教師データとするのか、そのあたりについて十分考え、

使える解を導くために必要な情報の鮮度・粒度など考えてお

く必要がある。

２スマートシティの中では、オーソドックスな交通系データな

どは不可欠である。基盤整備部会の中でも必要なデータがオ

ープンになっていない課題を十分に認識してされていること

から、しっかり検討する必要がある。

３組織は戦略に従う。今後10年間、沖縄県がデジタル戦略を進

めていく上で、他自治体も行っているように変化に対応でき

る組織の検討をぜひやっていただきたい。

４デジタル化、DXは、間違いなく「安全・安心で幸福が実感で

きる島」の形成に向けた重要なキーワードになるが、住民の

間で新たな格差を生み出したり、格差が拡大することになっ

ては本末転倒である。（「誰一人取り残すことのない」に反

する）

デジタル化、スマート化を進めて、県民が公平に豊かさや

便利さを享受するためにも、住民目線でのデジタルデバイド

解消、デジタル化に対するアレルギーのようなものをいかに

取り除いていくか（個人情報保護・セキュリティ確保の観点

も含めて）対処していく視点が必要。この点への言及が全体

を通して不足している。スマートシティなどでのあらゆるデ

ータの利活用に対する抵抗感・不安感などの払拭を図る必要

がある。

５全体として書かれていないと感じる事項として、シェアリン

グエコノミーの取り扱いが弱いように感じます。例えばカー

シェアリングについては少し書かれていますが、これが推進

されれば駐車場という生産性が低い土地利用を変えることが

できます。沖縄の特徴として狭小性を言うのであれば、土地

制約は非常に大きく、土地の価値を高める取り組みは極めて
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重要である。

６沖縄県が中心となり本島バス４社が協力して進めている基幹

急行バスや、西海岸や東海岸を走っている路線バス、特に長

大路線については、フィーダー（支線）として扱うのではな

く、基幹的な交通手段であるという現実を踏まえ、しっかり

検討する必要がある。

７伊江島空港は、米軍訓練空域により運用制限されているもの

の、1500mの滑走路を有し、伊江島空港を拠点とした奄美・徳

之島・那覇空港及び周辺離島空港等とを結ぶ世界遺産観光ネ

ットワークの形成は北部の活性化、県土の均衡ある発展に大

きな効果が期待される。米軍空域の返還・制限緩和等を図

り、伊江島空港を拠点とした航空ネットワークの形成を図る

こと。北部圏域の防災拠点空港としての活用も可能となる。

８路線バスのノンステップバスの導入については、沖縄県は全

国的には71％ぐらいで高いが、東京の95％ぐらいにできるよ

う進めていく必要がある。高齢化社会なので事故も起こさず

乗り降りがスムーズにできるように、ノンステップバスの導

入を進めるため、これまで県で行ってきた補助制度を全島的

に広げる必要がある。

９名護十字路はバスの利用者が多く、近くには公共的な観光協

会や産業支援センター、公営住宅などもあるがバス停上屋が

ない。時間はかかるかもしれないが、バス停の上屋を整備す

ることで利便性を高くし、公共交通利用増進につなげる必要

がある。

１０伊江島空港については、ポテンシャルの非常に高い地域であ

り、沖縄美ら海水族館、これから進められる大規模テーマパ

ーク、自然遺産も含めて、沖縄の新しい観光の在り方にもか

なりいい影響を与えるえることから、利活用について検討す

る必要がある。

１１北部圏域の国道３３１号、県道２号線等は、異常時の交通規

制区間を有し、国道５８号も低位置にあり災害に弱い。世界

自然遺産を有する北部圏域の住民・観光客の安全安心の確保

を図るための、道路防災機能の強化を位置づけること。

88



別紙３

１２うるま市の東海岸地域は、多くの島々を有し風光明媚な地域

であるが、道路防災ネットワーク機能、観光ネットワーク機

能等が低い状況にある。県土の均衡ある発展を支えるために

は、沖縄自動車道路と接続する東西横断道路の整備が明記す

ること。

１３体系的な道路ネットワークについて、本部方面への高規格道

路を具体的に記載する必要がある。

１４労働生産性を高めるために民間が資本を投入する。それを実

現させるための社会基盤、インフラや情報基盤をどうつくっ

ていくのかという話が重要な部分である。労働生産性を高め

るためのまちづくりや基盤整備などのプロジェクトについて

は、新たな振興計画ではもっと具体なことを記載する必要が

ある。

【基本施策5-⑿ 新たな価値を創造し、産業を牽引する人づくり

と人材の確保】

１建設産業の高度化を図る観点から、国立高専の中に高度な建

設技術が学べる学科を取り入れるなど、県内に建設産業の次

期を担う人材のための教育機関を充実させる必要がある。

【第５章－１ 克服すべき沖縄の固有課題】

１駐留軍用地跡地利用等については、本素案（p１９８、L14）

において「多核連携型の国づくりの一翼を担う我が国の拠点

として、スマートシティ、スーパーシティ構想の実践など、

駐留軍用地跡地利用を機に、先端技術やICT 等を先駆的に導

入・利活用する近未来の都市づくりを展開する。」とある

が、その整備計画の立案については、当該市町村では必要な

法的、技術的能力がなく困難と考える。那覇軍港、牧港補給

基地、普天間空港の跡地における近未来の都市づくりに向け

て、港湾・道路、鉄軌道等の施設毎の整備等について、だれ

が、いつ、何を、どのように進めるのかについて、具体的か

つわかり易く記述して欲しい。都市構造の歪みと県土再編に

どう繋げるのか、わかり易く圏域別に記載して欲しい。ま
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た、円滑な整備に向けた、駐留軍返還跡地を限定とした国に

よる長期借り上げに向けた法整備及び見直し等による迅速な

返還跡地の活用促進を検討していただきたい。

２

【第６章－２ 県土の広域的な方向性】

１ 第6章2-⑴｢県全体の持続可能な発展を牽引する中南部都市

圏の形成｣および2-⑵｢県土の均衡ある発展を支える「東海岸

サンライズベルト構想」の展開｣の項目について、東西の連携

をどのように考えられているのでしょうか。例えば、那覇港

と中城湾港における物流・クルーズ・災害対応における連携

と役割分担やそれを機能させうる陸上ネットワークを検討す

る必要がある。

【第６章－３ 圏域別展開】

１ 北部振興のためには、圏域の人口増に結び付く、観光に特化

したスーパーシティ等の未来型のまちづくりプロジェクトが

不可欠であり、鉄軌道整備の実現に向けても一体的に進める

ことが重要である。また、その実現に向けた組織強化が必要

であり、北部市町村と連携する組織を北部圏域に設置する等

について明記すること。

【全分野】

１新たな振興計画（素案）における用語について、専門用語や

カタカナ、英頭文字などについては、県民にわかりやすい表

現にする必要がある。
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